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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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プロローグ







　夢ゆめを見ていた。

　きみと出会った、あの夢のような日の夢を──。







　リンゴーン　リンゴーン　リンゴーン

　夢うつつの中で、教会の鐘かねの音が聞こえる。

　上うえ杉すぎ風ふう太た郎ろうは、控ひかえ室しつの鏡台に突つっ伏ぷしてうたた寝ねをしていた。

「起きてください、新しん郎ろう様。新しん婦ぷ様の準じゅん備びが整いましたよ。」

　式場スタッフの声で、風太郎はうっすらと目を開けた。

　満開の桜さくらが風に散って、ピンク色の雪のように、花びらがひらひらと窓まどから舞まい込こんでくる。

　体を起こして振ふり向むいた風ふう太た郎ろうは、思わずため息をつき……そして、笑え顔がおになった。

　そこには、美しい花はな嫁よめがいた。

　純じゅん白ぱくのウエディングドレスをまとい、恥はずかしそうに顔をブーケに埋うずめた、風太郎の花嫁が──。





第一話　五等分の花はな嫁よめ







「焼き肉定食、焼き肉抜ぬきで。」

　いつものように、風ふう太た郎ろうは誰だれはばかることなく、きっぱりと言った。

「はいよ。」

　学食のおばちゃんも慣なれたもので、焼き肉抜きの焼き肉定食をさっさとトレイにのせてくれる。

　風太郎は旭あさひ高校の二年生。昼は毎食、春も夏も秋も冬も「焼き肉抜きの焼き肉定食」と決まっている。

　この学食での最さい安やす値ねのメニューはライスと思われがちだが、じつはちがう。ライスは二百円で、焼き肉定食は四百円。焼き肉定食から焼き肉皿の二百円分を引くと、同じ値ね段だんで味み噌そ汁しるとお新しん香こが付くのだ。おまけに、冷たいウォーターサーバーの水も飲み放題。

（学食最高！）

　水のグラスも加わり、完かん璧ぺきな布ふ陣じんのトレイを持って歩いていると、嘲ちょう笑しょうまじりのヒソヒソ話が聞こえてくる。

「上うえ杉すぎくん、また一人……。」

「うわ、ヤベぇｗ」

　フン。一人のすばらしさを知らないやつらめ。風ふう太た郎ろうはどこ吹ふく風で、ついたてで仕切られた二人ふたり掛がけの席へと向かう。

　お気に入りの席で、誰だれにも邪じゃ魔まされずに、昼食がてら勉強するのも風太郎の日課である。食事は生命維い持じに必要な栄えい養よう素そを摂せっ取しゅするため、極きょく論ろんすれば、勉強するためにしかたなく行っている習しゅう慣かんにすぎない。

　だが、二学期が始まってまもないその日、異い変へんが起きた。

　風太郎がテーブルにトレイを置いたその瞬しゅん間かん、とつぜん別のトレイがテーブルの半分を占せん拠きょしたのだ。

「おっ!?」

　両側のこめかみのあたりに星の髪かみ飾かざりをつけたロングヘアの女子生徒が、びっくりしたように風ふう太た郎ろうを見上げている。

　身長は、背せの高い風太郎より頭一つぶん小さい。黒目がちの大きな瞳ひとみ、うっすらピンクがかった、すべすべの白い肌はだ。誰だれに聞いても、美少女認にん定ていされることはまちがいないだろう。

「私わたしのほうが先でした。隣となりの席が空いてるので、移うつってください。」

　頭のてっぺんからピンと伸のびているアホ毛同様、自己主張が強い。

「ここは毎日、俺おれが座すわってる席だ。あんたが移れ。」

　当然、風太郎もゆずらない。

　二人は「ぐぬぬ……。」とにらみ合い、その一分後、なぜか風太郎はその女子生徒と向かい合って座っていた。
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（……なんでこうなった？）

　というか、この女子はいったい何者なのか。見かけない顔だし、そもそも彼かの女じょが着ているのは白リボンにパフスリーブのセーラー服で、風ふう太た郎ろうの高校の制せい服ふくではない。

「ほら、上うえ杉すぎくんが女子とごはんを……。」

「うわっ、マジー？」

　同級生のリア充じゅうカップルが、小声で話しながら風太郎の後ろを通とおり過すぎていく。うわさするなら、せめて本人に聞こえないようにしてほしい。

「ちっ……あいつら……。」

　生まれてこのかた縁えんのなかった状じょう況きょうに、少し顔を赤らめつつ前を見た風太郎は、「ん？」と目をみはった。なんと美少女がゆでダコに変身、ではなく、耳まで真っ赤になってうつむいている。

（無理してんじゃねーよ……。）

　ふと彼女のトレイを見た風太郎は、脳のう天てんに雷かみなりが落ちたかのような衝しょう撃げきを受けた。トッピング満まん載さいのうどんと、おまけにデザートのプリンまでのっているではないか！

　うどん二百五十円、海え老び天てん百五十円×二、いか天百円、かしわ天百円、さつまいも天百円、プリン百八十円、計千三十円也なり。脳のう内ない電でん卓たくがすばやく合計金きん額がくをはじきだす。

（昼食に千円以上とか、セレブかよ！）

　うっすら憎にくしみすらわくが、風ふう太た郎ろうは平静を装よそおって言った。

「ま、勝手にすれば。」

　そう言って、ポケットから英語の答案用紙を取り出す。

　彼かの女じょはホッとしたようにほほえんで、「いただきます。」と行ぎょう儀ぎよく手を合わせた。うれしそうにうどんを箸はしにとり、「ん？」と手を止める。

「……行儀が悪いですよ。食事中に勉強ですか？」

　風太郎が答案用紙を広げ、食べながら単語帳をめくっているのが気にいらないらしい。

「テストの復ふく習しゅうしてるんだ。ほっといてくれ。」

　無む視しして食事と勉強を続ける。

　そんな風太郎を見て、彼女が勝かち誇ほこったようにニヤリとした。

「へーえ、よほど追おい込こまれているんですね。何点だったんですか？」

　さっと手を伸のばし、答案用紙を取り上げる。

「あっ、おい！」

「えー、上うえ杉すぎ風ふう太た郎ろうくん。得とく点てんは……。」

　彼かの女じょの大きな目が、さらに大きく見開かれた。

「ひゃ、１００点……これ……。」

「あー、めっちゃ恥はずかしい！」

　わざとらしく顔をそむけ、しらじらしいセリフを吐はく。

「わざと見せましたね！」

　彼女のばら色のほっぺたがプク～とふくれた。

「うぅ……悔くやしいですが、勉強は得とく意いではないので、うらやましいです……。」

　そう言うと、何かを思いついたようにパシッと手をたたいた。

「そうです！　せっかく相席になったんです。勉強、教えてくださいよ。」

「ごちそうさまでした。」

　風太郎は食い気味に言って立ち上がった。なぜ俺おれが、見も知らぬ人間に貴き重ちょうな時間を割さいて勉強を教えなければならないのか。

「ええっ!?　食べるの早っ……。」

　いいや、ワケのわからん女子生徒、つまりおまえのせいで、いつもより五分は遅おそい。

「お昼ごはん、それっぽっちでいいのですか？」

　トレイを持って席を立った風ふう太た郎ろうの背せに、気づかうような声が追ってくる。

「私わたしの分を、少し分けましょうか？」

「満まん腹ぷくだね。むしろあんたが頼たのみすぎなんだよ。」

　立ち止まって振ふり返かえり、これ以上ない冷ややかな目で、女子に向かって決して言ってはならない、禁きん断だんの言葉を口にする。

「太るぞ。」

「ふとっ……！」

　彼かの女じょの顔がみるみる赤くなり、今度は怒いかりでゆでダコになった。

「あなたみたいな無む神しん経けいな人は初めてです！　もう何もあげません！」

　かかわりすぎたか。まあいい、どうせもう二度と会うことはない。

　そのとき、風太郎のスマホがメールを受信した。上うえ杉すぎらいは──小学六年生の妹からだ。

『今日も一人でごはん食べてる？　ＴＥＬください。』

　妹よ。前半のメッセージは必要か？




　トイレの個こ室しつで電話をすると、らいはの用よう件けんは思いがけないものだった。

「ウチの借金がなくなる!?」

「お父さんがいいバイト見つけたんだって！　最近引ひっ越こしてきたお金持ちが、娘むすめさんの家庭教きょう師しを探さがしてるらしいんだ。」

「家庭教師……。」

「アットホームで楽しい職しょく場ば！　しかも、相場の五倍のお給料！」

「裏うらの仕事の臭においしかしないんだけど。」

　便べん座ざに座すわって話していると、ますますうさん臭くささが増ます。

「……人の腎じん臓ぞうって、片かた方ほうなくしても大だい丈じょう夫ぶらしいよ？」

「俺おれにやれと!?」

　非ひ情じょうな妹にショックを受けていると、アハハと明るい笑い声が聞こえてくる。

「うそうそ。でもこれでお腹なかいっぱい食べられるようになるね、お兄ちゃん！」

　風ふう太た郎ろうのお腹が、グゥゥゥと返事をした。

「……んで、その娘むすめってどんなやつなんだ？」

「高校生で、たしか、お兄ちゃんの学校に転入するって言ってたよ。名前は、えっと……中なか野の──。」




「中野五い月つきです。どうぞよろしくお願いします。」

　英語の問題から顔を上げた風太郎は、思わず息をのんだ。

（この人知ってる……!!）

　あの薄うすらダサい星の髪かみ飾かざり。教きょう壇だんに立った転入生は、ついさっき学食で風太郎が怒おこらせた女子生徒ではないか！　二度と会うことはないどころか、これから毎日教室で顔を合わせなければならないとは……。

「転入生って女子じゃん。」

「フツーにかわいい。」

「あの制せい服ふくって、黒くろ薔ば薇ら女子じゃない？」

「マジかよ、超ちょう金持ち！」

　クラスメートたちがささやき合う。

（転入生で金持ち……。）

　トドメを刺さされたように、風ふう太た郎ろうはガクッと頭こうべを垂たれた。

（ということは、こいつか……。）

　らいはの言っていた、カテキョの生徒にまちがいない。まずいことに、転入生の席は風太郎の隣となりの列の最さい後こう尾び。中なか野の五い月つきが近づいてくる。風太郎は腹はらをくくった。

「ど、どーも……。」

　軽く手を上げ愛あい想そ笑わらいを浮うかべるも、五月は風太郎を見るなりフンと顔をそむけて通とおり過すぎていった。

「よろしくお願いします。」

　前の席の女子には、打って変わってにこやかにあいさつしている。

（ま、マズい……。）

　風ふう太た郎ろうは愛あい想そ笑わらいのまま固まった。




「はい、焼き肉定食、焼き肉抜ぬきね！」

　学食のおばちゃんからトレイを受け取り、先に歩いていく五い月つきを目で追う。

　今日は半はん袖そでのシャツとベストの、本校の制せい服ふくになっている。ちなみに五月のメニューはカツ丼どん大おお盛もりとプリンだ。

　昨日は失敗したが、あの転入生に拒きょ否ひされたら、家庭教きょう師しの話がなくなってしまう。無事に卒業するまで面めん倒どうをみるというのが、五月の父親が出した条じょう件けんらしい。昨日も勉強を教えてくれと初対面の風太郎に頼たのんできたくらいだから、あまり成せい績せきがよくないのだろう。

　こういうのはどうだ。

　──またキミと机つくえを並ならべたくて来てしまった。もちろんご飯だけでなく、勉強もね。

　──まあ～～♡

　キザっぽくさしのべた手に、あいつは目をハート形がたにして飛びつくはず。

（完かん璧ぺきだ！）

　妹らいはを見ていればわかる。女子という女子はみんな、少女漫まん画が的てきロマンチックが大好物なのだ。自信満々で五い月つきに近づこうとした風ふう太た郎ろうは、「うっ!!」と足を止めた。

「お待たせしました。」

　五月がトレイを置いたテーブルには、すでに女子が四人も座すわっている。

（友達と食べてるっ!?）

　昨日の今日でもう友達ができたとは……せっかくの計画が水の泡あわだ。

　そばで立たち尽つくしている風太郎に、五月が気づいた。

「すみません、席は埋うまっていますよ？」

　嫌いや味みたっぷりの笑え顔がお。

「ぐっ……。」

　昨日の仕返しか……風太郎は、とぼとぼといつもの席に向かった。

「ちょっときみ、行っちゃうの？」

「ん？」

　後ろから声をかけられて振ふり向むくと、五い月つきのテーブルにいたショートカットの女の子が立っていた。このコもまた、五月に勝まさるとも劣おとらない美少女である。

「五月ちゃんが狙ねらいなんでしょ？」

　前かがみになり、上うわ目め遣づかいできいてくる。シャツのボタンを一つはずしたボリューミーな胸むなもとから、風ふう太た郎ろうはあわてて目をそらした。

「狙ってるわけじゃ……。」

「えっ!?　本当に五月ちゃんなんだ！　うわ～！」

　がぜん風太郎に興きょう味みを抱いだいたようで、楽しそうにエアマイクをさしだす。

「ずばり決め手はなんだったんですか～？　真ま面じ目めなトコ？　好きそうだもんね～。」

　なんなんだ……げんなりしていると、

「そうだ！　私わたしが呼よんできてあげるよ！」

　きびすを返した彼かの女じょの腕うでを、風太郎は「待て！」とつかんだ。かなり状じょう況きょうを誤ご解かいしているようだが、それはさておき、見み損そこなってもらっては困こまる。

「よけいなお世話だ。自分のことは自分でなんとかする。」

　そっけなく背せを向けたとたん、「ガリ勉くんのくせに！」とからかうような口調で思いっきり背せ中なかをたたかれた。

「ぐっ！」

「男らしいこと言うじゃん。困こまったら、この一いち花かお姉さんに相談するんだぞ？　なんか面おも白しろそうだし。」

　大人びた笑え顔がおを残し、テーブルに戻もどっていく。

「お姉さんって……同学年だろ、たぶん……。」

　しかし困った。いつもの席についた風ふう太た郎ろうは、速すみやかに食事を終えて頭を抱かかえた。

「上うえ杉すぎさーん！」

　家庭教きょう師しとして顔合わせするのは、今日の放課後。それまでになんとか五い月つきとの関係を修しゅう復ふくしなければ……。

「上杉さーん！」

　思おもい悩なやむあまり、声をかけられていることに気づかない。

「うーえーすーぎーさーん！」

　耳元で名前を呼よばれ、風ふう太た郎ろうはやっと顔を上げた。

「あははっ、やっとこっち見た。」

　鼻と鼻がくっつかんばかりの距きょ離りに、女子のドアップの顔。
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　風太郎は仰ぎょう天てんしてのけぞった。

「うわあああっ！　だだだだ、誰だれだ!?」

　見知らぬ女子生徒がテーブルにひじをつき、向かいの席からニコニコと身を乗り出している。

「な、なんで俺おれの名前を？」

　肩かたまでのボブに、頭のてっぺんでうさ耳結びしたグリーンのリボン……そうだ、さっき五い月つきのテーブルで悪目立ちしていた女子だ。

「ふっふっふ、よくぞ聞いてくれました。」

　椅い子すにひざ立ちしていたうさぎ娘むすめは席を降おりて上うわ履ばきをはき、両手に持った二枚まいの英語の答案用紙を風太郎の前に突つき出だした。

「あなたが落としたのは、この１００点のテスト？　それとも０点のテスト？」

「俺おれのテスト……なんで。」

「それはですねー……。」

　さっき風ふう太た郎ろうが五い月つきたちのテーブルを通とおり過すぎたとき、ズボンの尻しりポケットから落ちたテストに気づいて届とどけにきたという。

「で、どっちですか？」

「……右。」

　１００点のほうのテストを指さす。

「わぉ！　正直者ですね～～！　両方セットでさしあげます。」

『四よつ葉ば』と名前が書いてある０点のほうも風太郎に押おしつけてくる。

「いらねぇよ。っていうか０点って、誰だれのだよ。」

　そんな馬鹿がこの世に生息していることじたい信じられない。

「私わたしのものです。」

「よくさしあげる気になったな！」

　食べ終えたトレイを持って返へん却きゃく口ぐちに向かう風太郎を、うさぎ娘むすめ改め四葉が追いかけてくる。

「上うえ杉すぎさんの第だい一いち印いん象しょうは『根暗』で『友達いなさそう』でしたが、新たに『天才』を加えておきますね。」

　ぜんぜんうれしくない。風ふう太た郎ろうは無む視しを決きめ込こんだが、四よつ葉ばは何が目的なのか、その後も男子トイレに入れば外で待ちかまえているし、今は野や郎ろうどもが着き替がえている男子更こう衣い室しつの戸口で、ムムムムム……と暗いオーラを放ちながら顔をのぞかせている。

「……いつまでついてくるの!?」

　シャツのボタンを二つはずした時点で、風太郎はたまらず戸口を振ふり返かえった。

「まだお礼を言われてません……。」

　恨うらみがましい目でジトッと見てくる。

「落とし物を拾ってもらったら、『ありがとう』。天才なのに、そんなことも知らないんですか？」

　風太郎はイラッとしてボタンをかけ直し、戸口に歩いていって四葉に０点のテストをさしだした。

「たまたま拾った。これで貸かし借かりなしだな。」

　四よつ葉ばは一いっ瞬しゅんぽかんとしたあと、ぱあっとうれしそうな笑え顔がおになった。

「そっか！　ありがとうございますっ！」

「お礼言っちゃったよ……。」




　帰り道なら一人になるだろうと思ったのに、五い月つきは学食で同席していた残り二人と一いっ緒しょにコンビニから出てきた。

　ちょうど近くにあった、『ようこそ！　大だい仏ぶつの町　太おお田た川がわへ』の顔ハメ看かん板ばんの大仏に顔をはめて様子をうかがうが、三人とも髪かみが長いので見分けづらいったらない。

「五月、食たべ過すぎじゃない？」

　前髪ぱっつんのツーサイドアップで、蝶ちょう々ちょうのような黒いリボンをひらひらさせている女の子が言った。

「そうですか？　まだ二個こ目めですけど。」

　昼に大おお盛もりのカツ丼どんを食べたくせに、五月はコンビニの肉まんをおいしそうにほおばっている。胃い袋ぶくろがブラックホールにつながっているとしか思えない。

「この、肉まんおばけ～！」

　蝶ちょう々ちょうリボンが後ろから、五い月つきの脇わき腹ばらをふにふにともみしだく。

「や、やめてください～～～！」

「男にモテねーぞー！」

　キャッキャ言いながら、逃にげる五月を追いかけていく。

「くっ、謝あやまるタイミングがねぇ……。」

　あの二人の友達が邪じゃ魔まだ。カテキョの話がダメになったら、らいはの手で腎じん臓ぞうをえぐりとられるかもしれない。仏ぶっ教きょうの力でなんとかならないものか……。

　大だい仏ぶつと一体化していた風ふう太た郎ろうの目の前に、いきなり残りの一人が現あらわれた。

「一人で楽しい？」

　ヘッドフォンを首にかけ、眠たそうな無む表ひょう情じょうで見つめてくる。横に流した前まえ髪がみで右側が隠かくれているので、なおさら感情が読めない。

「あ……わ、わりとね……こういうのが趣しゅ味みなんだ。」

　とっさにした言いい訳わけをカンちがいしたらしい。

「ふぅん……女子高生を眺ながめる趣味……予よ備び軍ぐん。」

　そのまま無言でスマホを取り出し、耳に当てる。

「通つう報ほうするのやめて……。あと、友達の五い月つきちゃんにも言うなよ？」

「わかった……でも。」

　ヘッドフォン娘むすめは素す直なおにスマホを下ろし、

「あの子は友達じゃない。」

　そう言い残して、五月たちを追いかけていった。

「……え～……。」

　仲よさそうに見えるのに、やっぱり人づきあいは面めん倒どうくさい。風ふう太た郎ろうは若じゃっ干かん引きつつ、帰っていく三人の後うしろ姿すがたを見送った。




「こ、ここか？」

　三十階建て高こう層そうタワーマンションが、威い圧あつするように風太郎を見下ろしている。

「マジもんの金持ちじゃねーか……。」

　メールで送られてきた家庭教きょう師し先さきの住所を、もう一度確かく認にんする。

「まちがい、ないよな。」

　エントランスに向かおうとしたとき、柱の陰かげから、いきなり五い月つきの友達二人──蝶ちょう々ちょうリボンとヘッドフォン娘むすめが現あらわれた。

「なに、きみ？　ストーカー？」

　腕うで組ぐみした蝶々リボンが、通せんぼするように『無む断だん立たち入いり禁きん止し』の看かん板ばんにガシッと足をのせる。

「用があるなら、アタシが聞くけど？」

「……おまえたちじゃ話にならない。」

「しつこい。きみモテないっしょ？」

　看板から足を下ろし、腕組みしたまま風ふう太た郎ろうに近づいてくる。

「早く帰れよ。」

　極ごく道どうのおじさんも真っ青のドスの利きかせ方かただ。

「……帰るもなにも、ここ僕ぼくの家ですけど？」

「え、マジ!?　ゴメン……。」

　蝶ちょう々ちょうリボンの強気がくじけ、一歩下がって口を押おさえる。

　ふふ、ころりとだまされやがって──風ふう太た郎ろうがほくそ笑えんだとき、ヘッドフォン娘むすめがボソッと言った。

「焼き肉定食、焼き肉抜ぬき……ダイエット中？」

　しまった、学食で聞かれていたか！　これはウソがバレるのも時間の問題……。

「……くっ！」

　風太郎はダッシュしてエントランスに突とっ進しんした。

「あっ!?　アンタやっぱここの住人じゃないでしょ！」

　後ろで蝶々リボンの声がする。

　外そと扉とびらが開き、ちょうど親子連れが内扉を入っていくところだ。

　いた！　ほかの住人たちとエレベーターを待っている、五い月つきの姿すがたが見える。

　ここが声をかけるラストチャンス……！

「間に合ってくれっ！」

　親子連れを追おい越こし、必死に走って五い月つきに手を伸のばす。

　──が、無む情じょうにも風ふう太た郎ろうの目の前でエレベーターのドアが閉しまった。

「……ああ。」

　エレベーターの前で荒あらい息をつくと、風太郎はキッと顔を上げた。

　部屋に入られたら、もうドアを開けてもらえないかもしれない。ほかの住人がいたので、きっとエレベーターは何回か停とまるだろう。

　しかし、五月の家は最上階のペントハウス──！

「うぉおおおおおおーーーーーっ!!」

　一いち縷るの望みを抱いだき、怒ど声せいを発しながら非ひ常じょう階かい段だんを駆かけ上あがる。

（全部あいつのせいだ！　赤の他人の顔色をうかがう居い心ごこ地ちの悪さも！　学校帰りにこんなところで汗あせだくになって走ってるのも！　変なやつらにからまれたのも、全部！）

　気合で三十階までたどり着き、非ひ常じょう階かい段だんのドアから廊ろう下かに躍おどり出でる。

　すると、そこに五月の後うしろ姿すがたが見えた。

（全部こいつのせいだっ！）

　滝たきのような汗あせを流し、ハアハアと肩かたで息をする。

「あなたは……。」

　殺さっ気きを感じたのか、振ふり返かえった五い月つきがうさんくさそうに眉まゆをひそめた。

「なんですか？　私わたしに何かご用ですか？」

「き、昨日は、その……。」

「え？　なんて？　というか、なぜあなたがここに？」

「昨日は……わ、悪か……。」

　風ふう太た郎ろうが口ごもっていると、

「用がないのでしたら、私はこれで。」

　最後まで聞かずに五月はさっさと背せを向けた。

「わーーっ、待て待て！」

　あわてて追いかける風太郎を、五月がキッと振ふり返かえる。

「なにがしたいのですか、あなたは！　私は今から家庭教きょう師しの先生が来てくださるので。」

「それ、俺おれ。」

「……はい？」

「家庭教師……俺。」

　ガーン!!　という効こう果か音おんが聞こえるほど、五い月つきはショックを受けている。

「だ、断だん固こ拒きょ否ひします！」

「俺だって嫌いやだ！　俺のほうが嫌だね！」

　言いながら、五月に詰つめ寄よっていく。

「だが、あきらめるわけにもいかない。昨日のことは、全面的に俺が悪かった、謝あやまる。」

　後ずさる五月を壁かべ際ぎわまで追い詰めると、風ふう太た郎ろうは壁かべドンして言った。

「今日から、俺がおまえのパートナーだ!!」

「そ、そんなの無理……。」

　五月は力が抜ぬけたように、その場にヘナヘナとへたり込こんだ。

「こんな人が……私わたしたちの家庭教きょう師しになるなんて……。」

　──ん？　今なんと言った？

「……私わたし、たち……？」

　風ふう太た郎ろうが首をかしげた、そのとき──。

　すぐ横のエレベーターのドアが開き、どやどやと人が降おりてきた。

「さっきマンションの前にいたストーカー、超ちょう気持ち悪かった！」

「ええ～？」

　いったん横を通とおり過すぎた団だん体たいが、風太郎に気づいていっせいに振ふり返かえる。

「あれ、優ゆう等とう生せいくん？」

　ショートカットの自じ称しょうお姉さん、一いち花かがにまっと笑う。見み透すかしたような目がいまいましい。

「いたー！　コイツがストーカーよ！」

　蝶ちょう々ちょうリボンが風太郎をビシッと指さす。因いん縁ねんをつけてきた、この正せい義ぎづらの名前は二に乃のというらしい。

「ええっ？　上うえ杉すぎさんがストーカー!?」

　しつこいくせに単たん純じゅんバカの四よつ葉ばは、簡かん単たんに信しんじ込こんでいる。いや、つきまとっていたストーカーはおまえだろう。

「……早とちりしすぎ。」

　いちばん落ち着いて見えるヘッドフォン娘むすめは三み玖くと判はん明めいしたが、やっぱり何を考えているのか理り解かい不ふ能のうだ。

「……なんでこいつらがここにいるんだ……？」

　風ふう太た郎ろうのつぶやきを聞いた五い月つきは、ため息をついて立ち上がった。

「ここに住んでるからに決まってるじゃないですか。」

　混こん乱らんしている風太郎を尻しり目めに、五月は『ＮＡＫＡＮＯ』という金ピカの表札がかかっているドアの前に歩いていく。

「へ、へぇー……同級生の友達五人でシェアハウスか……。」

　急きゅう激げきな負ふ荷かをかけられた風太郎の脳のうは限げん界かいを超こえた速度で高速回転し、一つの答えを導みちびき出だした。

（夢ゆめだ……これは夢にちがいない！）

　苦肉の解かい答とうは、しかし秒で打うち破やぶられた。

「ちがいます。私わたしたち──。」

　風ふう太た郎ろうの前に立った五人の中から、五い月つきがおもむろに口を開く。

「五つ子の姉し妹まいです。」

「!?」




　大きな熱帯魚の水すい槽そうの中を、全長五十センチはあろうかというアロワナが、白い鱗うろこを輝かがやかせて悠ゆう々ゆうと泳いでいる。

　風太郎は部屋の真ん中にある、座すわり心ごこ地ちのいいソファに座っていた。

　ポケットの中のビスケットではないが、いきなり生徒が五人に増ふえた。家庭教師の給料は相場の五倍のはずである。

「今日から、きみたちの家庭教きょう師しとなった上うえ杉すぎ風太郎です。これから楽しく勉強を……。」

　吹ふき抜ぬけの広々したリビングに、壁かべ一面の窓まどから光が降ふり注そそぐ。

「……って、なぜだ。なぜだれもいなーーい!!」

　風太郎は立ち上がり、がらんとした部屋に向かって叫さけんだ。

「はいは～い！　私わたしがいま～す！」

　元気のいい声とともに、うさぎ耳リボンをつけた五つ子の一人が、トレイにアイスティーをのせて滑すべり込こんできた。

「えっと……四よつ葉ばだっけか？　０点の。」

「えへへ……。」

　照れて頭をかく四葉を、風ふう太た郎ろうはまじまじと見た。たしかに五人とも〝美少女〟というカテゴリーには入るが、いきなり五つ子と言われても……。髪かみ形がたや制せい服ふくの着方も少しずつちがうし、そもそも女子の容よう貌ぼうに興きょう味みがないので、今一つピンとこない。

「……ちょっと眉み間けんにしわを寄よせてみてくれ。」

「え？　こ……こうですか？」

　ふとした思いつきだったが、ムスッとした四葉の顔にたちまち五い月つきの面おも影かげが重なる。

「……本当に五つ子なんだな……。ってか、なんでおまえはいるの？」

「そんなの、上うえ杉すぎさんの授じゅ業ぎょうを受けるために決まってるじゃないですか！」

「四葉……。」

　少なくともここに一人、味方がいる。風ふう太た郎ろうは感かん激げきした。

「抱だきしめていいか？」

「さぁ～っ！　ほかのみんなを呼よびにいきましょう！」

　気持ちは背はい景けいにバラをしょったキラキラ男子だったのに、四よつ葉ばは風太郎にくるっと背せを向けてそそくさと歩きだした。




　リビングの階かい段だんを上がると、中二階に五つ、同じ間かん隔かくでドアが並ならんでいた。

「私わたしたちの部屋は手前から、五い月つき、私、そして三み玖く、二に乃の、一いち花かの順番です。」

「五人集めるところからとは……。」先が思いやられる。

「大だい丈じょう夫ぶですって！　五月はすごく真ま面じ目めな子です。よほどのことがないかぎり協力してくれますよ！」

　四葉に勇気づけられ、期待しつつ五月の部屋をコンコンとノックする。

「嫌いやです。」

　拒きょ絶ぜつ反はん応のう丸出しの顔で、開口一番出てきた言葉がこれだ。

「そもそもなぜ同級生のあなたなのですか？　この町には、まともな家庭教きょう師しは一人もいないのでしょうか？」

「なんだよ！　昨日は勉強教えてほしいって。」

「気の迷まよいです！」

　風ふう太た郎ろうの鼻先でバタンとドアを閉しめ、部屋の中から「忘わすれてください。」と追おい討うちをかけてくる。

「あ、あはは……。五人いれば一人くらいこうなりますよ。」

　四よつ葉ばはぎこちなく笑い、自分の部屋を通とおり過すぎて次の部屋に案内する。

「三み玖くは私わたしたちの中でいちばん頭がいいんです。上うえ杉すぎさんと気が合うんじゃ？」

　部屋に入れてもらえただけマシだったが、

「……嫌いや。」きっぱりすっぱり拒きょ否ひされる。

　三み玖くは正せい座ざしている風太郎を冷たく見下ろし、

「なんで同級生のあなたなの？　この町にはまともな家庭……。」

「わかった！　さっきも聞いたそれ！」

　風ふう太た郎ろうの隣となりでなぜか同じく正座している四よつ葉ばが、笑え顔がおを引きつらせて言う。

「つ、次いきましょう。」

　三玖の部屋を出て、隣のドアをノックする。

「二に乃のは人づきあいがとっても上手なんです。上うえ杉すぎさんもすぐに……。」

　反はん応のうがない。コココココココと高速ノックをかますも、部屋はシンと静まり返っている。

　ズーンと落おち込こむ風太郎を見かねて、四葉が「い、いないのかな？」と必死にとりつくろう。

「大だい丈じょう夫ぶです！　まだ一いち花かが残ってます！　一花は……あ。」

　四葉の笑顔が不自然に固まった。おまけに、あとの言葉が続かない。

「なに、その間。」嫌いやな予感しかしない。

「驚おどろかないでくださいね……。」

　四葉がゆっくりドアを開け──今度は風太郎が固まった。

「な……なんだこの部屋。」

　脱ぬぎ散ちらかした服、雑ざっ誌し、空のペットボトル。文字どおり足の踏ふみ場ばもない。

「ここに人が住んでるのか？」

　おそるおそる入っていくと、ベッドの布ふ団とんがもぞもぞと動いた。

「人の部屋を、未開の地扱あつかいしてほしく……ないなぁ。」

　四よつ葉ばが電気のスイッチを入れたのだろう、部屋の明かりがついて、タオルケットを体に巻まきつけた一いち花かがむくっと起き上がった。

「ふわぁ～。」

「もー……また散らかして。」

　四葉が床ゆかに落ちている衣類を拾い上げ、せっせと片かたづけはじめる。

「まさかきみが私わたしたちの先生とはね～。それで五い月つきちゃんを。」

　一花め、また人を見み透すかしたように……。

「いいから。さあ、居い間まに行くぞ！」

　いらだった風ふう太た郎ろうが、タオルケットをひっぱがす。

「あ～っ！　ダメダメ。」

「!!」風ふう太た郎ろうは仰ぎょう天てんして手を離はなした。

　片かた肌はだぬぎになった肩かたと胸むねが、ギリギリいいあんばいに露ろ出しゅつしている！

「服着てないから、照れる。」

「な、なんでだよ！」

　汚お族ぞくで裸ら族ぞくか！　風太郎は真っ赤になって一いち花かから顔をそむけた。

「四よつ葉ばー、そのへんにある服、適てき当とうにちょうだい。」

「えーと……。」四葉が発はっ掘くつを始める。

　風太郎がふと見ると、メイク道具にアクセサリーなど、机つくえの上にもゴチャゴチャと物があふれかえっている。その下に開いてあるのは、ファッション雑ざっ誌しだ。

「この机つくえなんて、最後に勉強したのはいつのことやら……。」

「もー、勉強勉強って……。」

　一花はまたベッドにゴロンと横になった。

「せっかく同級生の女の子の部屋に来たのに、それでいいの？」

　タオルケットにくるまったまま、風太郎を挑ちょう発はつするように見上げてくる。

　──こいつ、わざとやってるのか？

「とにかく、早く着き替がえて居い間まに来てくれ。」

　これ以上、つきあっていられない。風ふう太た郎ろうはそっけなく言うと、一いち花かの部屋を出た。

「まったく……ん？」

　部屋の前の廊ろう下かで、三み玖くが待ちかまえるように立っている。

「フータロー……だっけ？　聞きたいことがあるの。」

「え？」

「私わたしの体たい操そう服ふくがなくなったの。赤のジャージ。」

「そうか、見てないな。」

「さっきまではあったの。フータローが来るまえはね……。」

　……なんだそのゴミを見るような目つきは。

　風太郎が不ふ穏おんな気配を嗅かぎとった瞬しゅん間かん、三玖が恥はずかしそうに両手で体を隠かくした。

「盗とっ……。」

「ってない！」

　濡ぬれ衣ぎぬもいいところだ。

「おーい、クッキー作りすぎちゃった。食べる？」

　階下から声が聞こえる。見ると、赤いジャージを着た二に乃のが、焼きたてのクッキーをのせたオーブン皿を手にしている。

　ジャージの胸むねには、『中野三』の刺し繡しゅう──犯はん人にんはこいつかーい！




　風ふう太た郎ろうの冤えん罪ざいは無事証しょう明めいされ、紆う余よ曲きょく折せつの末、部屋にこもっている五い月つきを除のぞく姉し妹まいがリビングに集まった。

　風太郎が参考書を手に宣せん言げんする。

「よし！　これで四人はそろった。さあ、勉強を始める……。」

「おいし～！　何味これ？」

　ファッション雑ざっ誌しのセクシー下着特集を読みながら、一いち花かが二乃の焼いたクッキーに舌した鼓つづみを打っている。やる気がないのは一いち目もく瞭りょう然ぜん。テーブルには勉強道具の代わりにポップコーンやスナック菓が子しが所ところ狭せましと並ならび、勉強会ではなく女子会の様相を呈ていしている。

「なんで私わたしのジャージ着てるの？」

「えー？　だって料理で汚よごれたら嫌いやじゃん。」

　三み玖くがムッとして、スマホをいじっている二に乃ののジャージを脱ぬがせにかかる。

「今すぐ脱いで。」

「ちょ!?　やめてっ！」

「返して！」

「あとで、あとで返すってば～！」

　一いち花かは二人の口げんかを止める様子もなく、まだ眠ねむそうに大きく伸のびをした。

　そんな中で、四よつ葉ばだけは真面目に参考書に取り組んでいる。

「上うえ杉すぎさん、ご心配なく！　私わたしは勉強してますから！」

　ドヤ顔のわりにノートは真っ白、すみっこにヘタクソないたずら描がきがしてあるだけ。

「ねー土曜日なんだし、遊びにいかない？」

「あ、私に荷物届とどいてなかった？」

「……ソーダ飲みたい。」

　二に乃の、一いち花か、三み玖く、三人の口からは勉強のべの字も出てこない。風ふう太た郎ろうは絶ぜっ句くした。

（……こいつら、どーしよーもね～！）

　と、そこへ二乃が話しかけてきた。

「クッキー嫌きらい？」

「いや、そういう気分じゃ……。」

「警けい戒かいしなくても、クッキーに毒どくなんか盛もってないから。食べてくれたら勉強してもいいよ？」

　どういう風の吹ふき回まわしか、風太郎の隣となりに座すわって愛あい想そよくニコッと笑う。戸と惑まどったものの、ここは誠せい意いを見せようと、風太郎はクッキーを黙もく々もくと口に運んだ。

「うわっ、モリモリ食べてくれる！　おいしい？」

　別人のようなかわいこちゃんぶり。しかも、料理の腕うでは確たしかなようだ。

「……ああ、うまいな。」

　ごくんと飲のみ込こみ、またクッキーを手に取る。

「うれしいな～。あ、そだ！　アタシたちさ～。」

　二に乃のがすっと目を細め、冷たく言い放った。

「ぶっちゃけ、家庭教きょう師しなんていらないんだよねー……。」

「グ……。」

　風ふう太た郎ろうがテーブルを見回すと、一いち花かは頰ほおづえをついてのんびり雑ざっ誌しを読み、三み玖くは見るからに無気力、四よつ葉ばにいたっては早くも舟ふねを漕こいでいる。ちなみに一問も解とけていない。

「な～んてね。はい、お水。」

　二乃はころっと笑え顔がおになって、風太郎にコップをさしだした。

「サ……サンキュー……。」

　どうしたものか、思案に暮くれつつコップを受け取る。

（くそっ……こいつらからしたら当然の反はん応のうだが、五人を卒業させるしか、俺おれには道がない……。）

　風太郎がやけになって水をゴクゴクと飲のみ干ほし、空のコップをテーブルに置くと同時に、用はすんだとばかりに二乃が立ち上がった。

「ばいばーい。」

　毒どく気けたっぷりの笑顔で風ふう太た郎ろうを見下ろしている。

「……んあ？」

　常つねに学年トップを誇ほこる頭ず脳のうを働かせる間もなく、風太郎の視し界かいが暗転した。




「お客さん……お客さん、着きましたよ。」

　ハッとして目を覚ますと、風太郎はタクシーの後部座ざ席せきで横になっていた。

「えっ……どこ？」

　起き上がると、いつの間にか外はとっぷり日が暮くれている。

「どこって、お客さんの家ですよね。」

「えっ!?　なんで……!?」

　そこでハッと気づいた。

「……あのとき!?」

　二に乃のが持ってきたコップの水。クッキーに毒どくは入ってなかったが、そっちに一服盛もられたらしい。やけに気がきくと思ったら、あの野郎……！

「四千八百円になります。」

「えっ!?　金!?　そんな大金!?」

　あせる風ふう太た郎ろうを見かねたように、助手席からカードを持った手がぬっと現あらわれた。

「カードで。」と、運転手にさしだす。

　──え、誰だれ？　身を乗り出した風太郎に、不ふ機き嫌げんそうな顔が振ふり返かえる。

「……五い月つき！」

「住所は、生徒手帳を見せていただきました。」

　タクシーを降おりた風太郎に、五月が助手席の窓まどから生徒手帳を渡わたしてきた。

「え……しゃ、写真見た……？」にわかに動どう揺ようする。

「なんのことですか？　それより、一ひと泡あわ吹ふかされましたね。これにこりたら、私わたしたちの家庭教きょう師しはあきらめることです。」

　風太郎は生徒手帳をシャツの胸むねポケットにしまい、きっぱり言った。

「それはできない。」

「……なぜそこまで。」

　五い月つきがけげんな顔で言ったとき、家の中からオーバーオールの少女が走り出てきた。

「あ～～っ！　やっぱお兄ちゃんだ！」

　頭のてっぺんで結んだ一束の髪かみがピョコンとはねる。

「らいは。」

「おかえりなさーい。ご飯できて……ん？」

　五月に気づくと、兄を突つき飛とばして助手席の窓まどに駆かけ寄よっていく。

「わあ！　この人って、もしかして生徒さん!?」

「な、なんでもない人だ、帰るぞ！」

　風ふう太た郎ろうはらいはを押おしやって家に入ろうとしたが、

「ウソだ！　あの、よかったらウチでご飯食べていきませんか？」

「えっ!?」

「だって……嫌いや……ですか……？」

　ウルウルの涙なみだ目めが、五月の胸むねをズキューンと撃うち抜ぬいた。




「はーい！　上うえ杉すぎ家特とく製せい、カレーと卵たまご焼やきでーす！」

　狭せまい居い間まの小さな食しょく卓たくに、四人分のカレーライスと卵たまご焼やきが並ならぶ。

「お口に合うといいんだけど。」

　大人びたセリフを口にしながら、らいはが五い月つきにほほえみかけた。

「とってもおいしそうです。」

「フン……お嬢じょう様さまに庶しょ民みんの味がわかるかね。」

　嫌いや味みを口にしたとたん、らいはが「コラ！」とお盆ぼんで風ふう太た郎ろうの頭をたたく。

「痛いって！」

　死んだ母親の代わりに毎日家事をしているせいか、最近は風太郎より力がある。

「がはは！　そんなこったから俺おれみてぇにモテねぇんだぞ！」

　父親の上杉勇いさ也なりが、一週間前に消しょう費ひ期き限げんが切れたパックの牛ぎゅう乳にゅうを豪ごう快かいに飲のみ干ほして言った。

「親おや父じ！」

「にしても、まさか風太郎が女の子を連れてくるとはなぁ！」

　ワイルドな金きん髪ぱつと、額ひたいにかけたサングラス。地味メンの息むす子ことは正反対の外見である。

　気さくなお父さんと、かわいい妹……五い月つきは温かい一家の様子をまぶしそうに見つめ、「いただきます。」と静かに手を合わせた。

「そうだ、お兄ちゃん。家庭教きょう師し、ちゃんとやってきた？」

「!!」

　いらぬところで鋭するどい妹よ──風ふう太た郎ろうはとっさに返事ができず、スプーンを取ろうとしていた五月の手も止まる。

「……その件けんについてですが。」

　大おお真ま面じ目めに答えようとする五月を、風太郎はあわててさえぎった。

「もちろんバッチグーよ！」

「なにを……。」

「いいから、らいはが悲しむ……！」

　小声で話していると、らいはが「どうしたの？」と不思議そうにきいてくる。

「いや、なんでもない！」

「は、はい。」

　それを聞いたらいはは、うれしそうにニッコリした。

「でも安心したよー。これで借金問題も解かい決けつだね。」

「らいは、お客さんの前だぞ。」

　風ふう太た郎ろうが妹をたしなめる。

「あ、ゴメン……。」

　狭せまい家の中に置いてある家具や家電は古びたものばかりで、窓まどや襖ふすまもあちこち補ほ修しゅうがしてある。五い月つきはそれらから目をそらすと、懐なつかしい味のカレーをそっと口に運んだ。




「お邪じゃ魔ましました。らいはちゃん、ごちそうさま。」

　食事を終えて帰かえり支じ度たくをした五月が、玄げん関かんで勇いさ也なりとらいはにあいさつする。

「五月さん……。」

　なぜかせっぱつまった表ひょう情じょうのらいはが、五月をじっと見つめる。

「お兄ちゃんはクズで自じ己こ中ちゅうで最低な人間だけど……。」

「ら、らいは。」

　妹よ、おまえは兄をそんなふうに……真しん剣けんなだけに心の傷きずは深い。

「いいところもいっぱいあるんだ。だから、その……また、食べにきてくれる？」

　なにを言いだすかと思えば。もちろんらいはのカレーはうまいが、セレブのお嬢じょう様さまが、こんな貧ひん困こん家か庭ていにもう一度来たいなどと思うはずがない。

　風ふう太た郎ろうが皮肉な目で見ていると、五い月つきの口もとがやさしく笑えんだ。

「もちろんです。頭を使うとお腹なかが空きますから。またごちそうしてください。」

　意外な言葉が出てきて、風太郎はちょっと驚おどろいた。

　勇いさ也なりに命じられて、風太郎が五月を送っていく。だが、もう仲のいいフリをする必要はない。タクシーを呼よんだバス停ていに着いた二人は、微び妙みょうな距きょ離りを取って互たがいに目も合わせない。

「カンちがいしないでください。」

　ふいに五月が硬かたい声で言った。

「あなたの事じ情じょうは察しがつきましたが、協力はできません。」

「そうかよ。」

　風ふう太た郎ろうは単語帳に目を落としたまま、ぶっきらぼうに答える。別に期待なんかしていないが、やっぱりさっきのは社交辞令だったか。

「勉強はしますが、教えは乞こいません。あなたの手を借りずとも、やり遂とげてみせます。」

　そう言うと、五い月つきは風太郎をチラッと横目で見やった。

「ですので、家庭教きょう師しをやるなら勝手にどうぞ。」

　勝手に──風太郎はハッとした。

「……今、なんて。」

「え？　ですから、勝手に……。」

　風太郎は突とつ如じょ、五月に向き直り、ガシッとその両りょう肩かたをつかんだ。

「そうか！　それでいいのか！　五月サイコー！」

　目から鱗うろこが落ちるとは、まさにこのこと。

「は……はい？」

「明日、午後イチにまた行く！　ほかの四人を集めておいてくれ！」

　勝利を確かく信しんした風ふう太た郎ろうは、悪徳商人のように姑こ息そくな笑えみを浮うかべた。

（そうだ……条じょう件けんは五人全員の卒業！）

　なにも馬鹿正直に、五人全員を相手にする必要はない。そう、赤点候こう補ほのやつ（おそらく四よつ葉ば）にだけ教えてやればいいのだ！




　そのころ、中なか野の家のダイニングテーブルでは──。

「フータロー、知ってるのかな……。」

　スマホを見みていた三み玖くが、ぼそっと言った。

「知らないだろうね～。」と一いち花か。

　二に乃のは爪つめの手入れ、四葉はソファでスヤスヤと寝ね息いきをたてている。

「私わたしたち五人が、落第しかけて転校してきたってこと。」





＊






　リンゴーン　リンゴーン　リンゴーン

　青空に教会の鐘かねが響ひびき渡わたる。

　教会の扉とびらの外で、風ふう太た郎ろうと花はな嫁よめは式が始まるのを待っていた。

「夢ゆめのような日って……ふふっ。」

　中の礼れい拝はい堂どうでは、二人を祝福するために集まった人々が待っている。

「風太郎が私わたしたちに会った日でしょ？　夢のようだなんて見えなかったんだけど？」

「そうだね……。」

　可か憐れんな花嫁が、はにかむように風太郎を見つめる。

　そう、五つ子姉し妹まいを前にしたあの瞬しゅん間かんを、風太郎は大人になってからも繰くり返かえし夢に見る。

　そして、いつも決まってこう思う──。




　とんでもない悪あく夢むだ！





第二話　屋上の告こく白はく







　翌よく日じつ、風ふう太た郎ろうは意い気き揚よう々ようと中なか野の家のリビングに乗のり込こんだ。

「今日はよく集まってくれた！」

　五つ子姉し妹まいはソファに並ならんで座すわり、風太郎の前にそっくり同じ顔をそろえた。

「私わたしたちの家ですし。」

　苦笑いする四よつ葉ばの膝ひざでは、一いち花かが気持ちよさそうに眠ねむりこけている。

「まだあきらめてなかったんだ……。」

　ぼそりと三み玖くが言う。その隣となりの五い月つきは、風太郎の真意が読めない様子。

「家庭教きょう師しはいらないって言わなかったっけ？」

　スマホを見ながら横おう柄へいに言い放ったのは、薬を盛もるという犯はん罪ざいスレスレの行こう為いで風太郎を追い出した二に乃のだ。

「だったら、それを証しょう明めいしてくれ。」

「……証明？」

「今から、テストを受けてもらう！」

　風ふう太た郎ろうは、用意してきたテストをテーブルにたたきつけるように置いた。

「合ごう格かくラインを越こえたやつには、金こん輪りん際ざい近づかないと約束しよう！」

「う、上うえ杉すぎさん!?」

　四よつ葉ばが思わず身を乗り出し、「ん～……？　テスト～……？」と一いち花かが眠ねむい目をこすって起き上がった。

「なんでアタシがそんなめんどーなこと……。」

　文もん句くタラタラの二乃とは裏うら腹はらに、五い月つきはいさぎよく立ち上がった。

「わかりました、受けましょう。」

「は？　五月、アンタ本気？」

「合格すればいいんです。」

　メガネケースを開け、赤いフレームのメガネをすちゃっと装そう着ちゃくする。

「これで、あなたの顔を見なくてすみます。」

　思おも惑わくどおり──風ふう太た郎ろうはニヤリとした。

「みんな、がんばろっ！」

　さすが単たん細さい胞ぼうの四よつ葉ば。「しょうがないな～。」と一いち花かも立ち上がる。

「合ごう格かくラインは？」

　やる気はまるで感じられないが、三み玖くが現げん実じつ的てきな質しつ問もんをしてくる。

「60……いや、50点あればそれでいい。」

　少し甘あますぎたか。そう言えば、三玖は五人の中でいちばん頭がいいと四葉が言っていた。

「はぁ～……別に受ける義ぎ理りはないんだけど……。」

　二に乃のはため息をつくと、キリッと風太郎をにらみつけて言った。

「あんまりアタシたちを侮あなどらないでよね。」

　そして、テスト開始から一時間後──。

　五枚まいの答案を持つ風ふう太た郎ろうの手は、驚きょう愕がくのあまりブルブルと震ふるえた。

「採さい点てん終わったぞ！　すげぇ、１００点だ！」

　トップの三み玖くが32点、五い月つき28点、二に乃の20点、一いち花か12点、口に出すのも恐おそろしいが、四よつ葉ばは８点。

「全員合わせてな！」

「エヘヘ……。」

　四葉、おまえは笑いでごまかせるレベルじゃない。ほかの四人は風太郎と視し線せんを合わせないように目を泳がせている。

「おまえら、まさか……。」

「逃にげろ！」

　二乃のひと声で五人がいっせいに駆かけだす。

「あっ!?　待てっ！」

　五つ子たちを追いかけながら、風太郎は理り解かいした。

　こいつら……五人そろって赤点候こう補ほかよっ！




「ハァ……ハァ……。」

　風ふう太た郎ろうが朝から走っているのは、寝ね坊ぼうして遅ち刻こくしそうになっているからだ。昨夜遅おそくまで勉強したため、目の下には疲ひ労ろうと寝ね不ぶ足そくによるくまができている。

「ハァ……ハァ……くそっ。」

　家庭教きょう師しと自分の勉強の両立が、こんなにもキツいとは──。

「……ギリギリセーフ！」

　校門を抜ぬけたところで、風太郎はやっと足を止めた。汗あせだくで息を整えていると、見たこともない黒くろ塗ぬりの外国車が校内に走はしり込こんできた。

　すぐそばに停とまった車に、興きょう味み津しん々しんで近づいていく。

「百万円はするだろう……。」

　数学の超ちょう難なん問もんはなんなく解といてみせる風太郎だが、貧びん乏ぼう生活が長いために五桁けた以上の金きん銭せん感覚はかなりアバウトである。

　と、ドアがガチャッと開いた。

「な、なんですか、ジロジロぶしつけな……。」

　車から出てきた五い月つきが、例によって風太郎をキッとにらみつける。

「おはようございまーす！」

「またアンタ!?」

「あ、フータローくん！」

「…………」

　続いて四よつ葉ば、二に乃の、一いち花か、三み玖くがぞろぞろと車から降おりてきて、何事もなかったように風ふう太た郎ろうの前を通とおり過すぎていく。

「えっ、あ!?　おまえら、また逃にげて……。」

　言い終わるまえに、五つ子たちはすでに校こう舎しゃに続く階かい段だんを駆かけ上あがっている。

　ええい、ちょこざいな！　風太郎は、手に持っていた赤本を投なげ捨すてた。

「よく見ろ、俺おれは手ぶらだ！　害はない！」

　足を止めて振ふり返かえった五人に、両手を広げて〝安心安全〟をアピールする。

「だまされないわよ！」

「油ゆ断だんさせて勉強教えてくるかも……。」

　二に乃のと三み玖くが、風ふう太た郎ろうを詐さ欺ぎ師し扱あつかいしてくる。

「おまえら、いったい俺おれをなんだと……。」

　風太郎も階かい段だんを上がって五人のもとに駆かけ寄よる。

「私わたしたちの力不足は認みとめましょう。ですが、自分の問題は自分で解かい決けつします。」

　先頭にいた五い月つきが、風太郎に背せを向けたまま言った。

「勉強は一人でもできる……。」と三玖。二乃も「そうそう。」と尻しり馬うまに乗る。

　そんな五人に、風太郎は爽さわやかな笑え顔がおを向けた。

「そうか！　じゃあ、テストの復ふく習しゅうは当然したよな？」

　ビクッとする五月、目をそらす一いち花か、笑顔が固まる四よつ葉ば、知らん顔の二乃。背せ中なかを向けている三玖の表ひょう情じょうはわからないが、五人五様のこの反はん応のう……。

「……問一、厳いつく島しまの戦いで毛もう利り元もと就なりが破やぶった武ぶ将しょうを答えよ。」

　試ためしに一問目の問題を出してみると、五月が振ふり返かえってフッと余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべた──のは目の錯さっ覚かくだったらしい。

　頰ほおを真っ赤にして、屈くつ辱じょくに耐たえるかのようにぷるぷる震ふるえている。

（無言……!!）

　確実に誰だれ一人ひとり、復ふく習しゅうなんかしていない。

　この三日間で身にしみてわかったことがある。この五人は極度の勉べん強きょう嫌ぎらいだ。

（そして……俺おれのことも嫌いっぽい……。）

　前を歩いていく五つ子姉し妹まいと、その後ろを歩く風ふう太た郎ろうの間にある距きょ離りは、すなわち心の距離……。風太郎のもっとも苦手とする分野であるが、こうなったら、一人ずつ信しん頼らい関係を築きずくしかない。

　風太郎は、表紙に『五つ子卒業計画』と題した自作の攻こう略りゃくノートをめくった。第一回実力テストのそれぞれの正せい解かい・不正解を○×で記した表に目を留とめる。

「あれ？」

　三み玖くだけ、一問目の問題に正解している。顔を上げると、三玖がチラッと風太郎を振り返った。そしてまた、知らん顔で歩いていく。

　どうして三玖はさっき答えなかったのだろうか……風ふう太た郎ろうは首をかしげた。




「はい、焼き肉定……。」

　学食のおばちゃんからトレイを奪うばい取とると、風太郎は席に向かう三み玖くを追いかけた。

「よう、三玖。はは、いま昼ご飯か？」

　ぎこちなく声をかけ、三玖のトレイの上をのぞき込む。

「あ、えと、三百五十円のサンドイッチに……なんだ、その飲み物……？」

「抹まっ茶ちゃソーダ。」

「抹茶？　へ、へえ……逆ぎゃくに味が気になるな……。」

「いじわるするフータローには飲ませてあげない。」

　逆にありがたいが、いじわるって。

「……一つ聞いていいか？　今朝の問題なんだが。」

　すると、あきらかに三玖が動どう揺ようした。さらに突つっ込こもうとしたとき──。

「う～えす～ぎさんっ！」

　突とつ然ぜん、背はい後ごからがしっと肩かたをつかまれた。

「うおっ!?　四よつ葉ば。」

「あははっ、朝は逃にげちゃってすみませんでしたぁ！」

　元気がありあまっている子うさぎの相手をしているヒマはない。

「それで、三み玖く……。」

「これ見てください！　英語の宿題！　全部まちがえてました！　あはははは！」

　バッテンだらけの解かい答とう欄らんを堂どう々どうと見せる。すべて答えを埋うめてあるのに一問も正解がないとは、むしろすごい。

「ほら、邪じゃ魔ましちゃ悪いよ。」

　四葉と一緒に来た一いち花かが間に入り、風ふう太た郎ろうに意味深なウインクをする。

「えっ邪魔？　一花も勉強みてもらおうよ～。」

「う～ん……パスかな。私わたしたち、ほら……バカだし。」と宙そらを見上げて言う。

「おまえ、だからってなぁ。」

　先を言わせまいとするように、「それにさぁ。」と一花が風太郎に向き直る。

「高校生活、勉強だけってどうなの？　もっと青春エンジョイしようよ。恋こいとか！」

「……恋？」

　風ふう太た郎ろうの口から、地じ獄ごくの底から聞こえてくるような低い声が出た。

「アレは学業からもっともかけ離はなれた愚おろかな行こう為いだ。したいやつはすればいい。だが、そいつの人生のピークは学生時代となるだろう。」

　死んだ魚のような目で、どす黒い負のオーラをまき散らす上うえ杉すぎ風太郎十七歳。

「……このこじらせ方、手て遅おくれだわ……！」一いち花かがドン引きする。

「あはは……恋れん愛あいしたくても、相手がいないんですけどね……。」

　四よつ葉ばは苦く笑しょうすると、三み玖くに軽い調子できいた。

「三玖はどう？　好きな男子とかできた？」

　とたんに三玖の顔がかぁっと赤くなった。
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「い、いないよ……！」そう言って、そそくさと去っていく。

「急にどうしたんだ？」

　理り解かい不ふ能のうのうえに挙動不ふ審しんまで加わったら、風ふう太た郎ろうにはお手上げだ。

「あの表ひょう情じょう……姉し妹まいの私わたしにはわかります！」

「まちがいない！」

　まさかの反はん応のうに、四よつ葉ばと一いち花かの鼻息が荒あらくなる。

「三み玖くは恋こいしてます！」

「三玖は恋してるね！」

「えっ!?」

（三玖が恋だと……？　あいつらには勉強してもらわないと困こまるのに……。）

　四葉たちの思おもい過すごしならいいが──。教室に戻もどった風太郎が、机つくえの中から五時限目の数学の教科書を出そうとしたときだ。

「……ん？　なんだこれ。」

　いちばん上に封ふう筒とうが置いてあり、表に『フータローへ　三玖』と書いてある。

　まさか恋れん愛あい相談ではあるまいな……と懸け念ねんしつつ手紙を開いてみる。

『放課後、屋上に来て。フータローに伝えたいことがある。どうしてもこの気持ちがおさえられないの。』

　竜たつ巻まきのような衝しょう撃げきが風ふう太た郎ろうを襲おそう。

（俺おれかーーーーーーい!!）

　ラブレター……三み玖くが、俺を？　まだ会って三日目ですけど!?

「なにニヤついているんですか？　気持ち悪いですよ。」

　通りかかった五い月つきが、風太郎を見て顔をしかめた。

「ばっ……ニヤついてねーし！」

　あわてて口角を下げ、授業中、半はん信しん半はん疑ぎの信の比ひ率りつが意思に反して大きくなろうとするのを必死でおさえる。

（これはイタズラ！　クールになれ上うえ杉すぎ風太郎。）

　カカカカカカと猛もうスピードで黒板の数式を解といていく。

（こんなことにわざわざつきあってやる必要は……ない！）




　人っ子一人いない、放課後の屋上。風太郎は腕うで組ぐみし、敵てきを迎むかえ討うつかのように仁に王おう立だちしていた。

「ほらねっ！」

　そんな風ふう太た郎ろうをあざ笑うように、カラスがカアと飛んでいく。

「程てい度どの低いイタズラに乗っかっちまったぜ。まぁ、本当に来られても困こまるん……。」

　そのとき、ドアがガチャッと開いた。

「だ、が……!?」

「よかった、手紙見てくれたんだ。」

　三み玖くがヘッドフォンをはずして首にかけ、風太郎のほうへ歩いてくる。

「食しょく堂どうで言えたらよかったんだけど……誰だれにも聞かれたくなかったから……。」

（あれ……？　この雰ふん囲い気き、ヤバくない……？）

　風太郎はさーっと青ざめた。さっきのは百パー負まけ惜おしみだったが、イタズラじゃないとなると本気で困こまる。

「フータロー……あのね……。」

　三玖は頰ほおを赤らめ、手を前でそろえてもじもじしている。このうれし恥はずかしいようなムズがゆい空気……三玖が恋こいをしてると言った、四よつ葉ばと一いち花かの声が脳のう裏りをよぎる。

「あの……三玖。」

「ずっと、言いたかったの……す……。」

　こ、告こく白はくなのか？　いや「す」とくればまちがいなく告白だろう！

「す……陶すえ晴はる賢かた!!」

「……陶、晴賢……？」

　ちょっと意味がわからない。なぜ愛の告白が戦国武ぶ将しょうの名前に？

　シーンとした間のあと、三み玖くは満足げに「よし！」とガッツポーズした。

「言えた、スッキリ。」

「ちょ、ちょっと待った！　なんのこと？　ひねった告こく白はくじゃないよな!?」

「うるさいなぁ……。問題の答えだけど？」

　面めん倒どうくさそうに言い、ヘッドフォンをつけながらきびすを返す。

「問題……？」

　今朝の、「厳いつく島しまの戦いで毛もう利り元もと就なりが破やぶった武ぶ将しょうを答えよ。」か！

「ま、待てって！　それをいま、なぜこのタイミングで!?」

　三玖の肩かたをつかんだ拍ひょう子しに、スマホが三玖の手から滑すべり落おちて地面に転がった。

「あっ、す、すまん！」

　壊こわれなかっただろうか。風ふう太た郎ろうのは格かく安やすスマホだが、五つ子姉し妹まいは最高級のやつだろうから、弁べん償しょう代だいが……。

「……武たけ田だ菱びし？」

　スマホを拾おうとしている三み玖くの肩かた越ごしに、女子高生らしからぬ待ち受け画面が見えた。

「それは、武たけ田だ信しん玄げんの……。」

　有名な風林火山の旗印だ。『疾はやきこと風の如ごとく、徐しずかなること林の如く』という、孫そん子しの元の句くも添そえてある。

「……見た？」

　三玖が、ホラー映えい画がに出てくる怨おん霊りょうさながらの目で風太郎を振ふり返かえった。

「あ？　あ、あ、はい……。」

　呪のろい殺ころされるかもしれないという不安に駆かられたとき、スマホをカーディガンのポケットにしまった三玖が、いきなり両手で顔をおおった。

「だ、誰だれにも言わないで……。」みるみる赤くなっていく顔を隠かくしながら言う。

「戦国武ぶ将しょう……好きなの……。」

「……は？」

「きっかけは、四よつ葉ばから借りたゲーム……。野心あふれる武ぶ将しょうたちに惹ひかれて、たくさん本も読んだ……でも、クラスのみんなが好きな人は、イケメン俳はい優ゆうやアイドルばかりで……。私わたしはひげのおじさん……変だよ。」

　三み玖くが恥はずかしそうに語る打ち明け話を聞きながら、風ふう太た郎ろうは考えた。

（たしかに変なやつ。）

　風太郎の目がずる賢がしこそうに光る。

（……と、切きり捨すてるのは簡かん単たん。だが、これはチャンスだ……！）

　一歩踏ふみ出だして三玖の前に立つと、断だん固ことした口調で言った。

「変じゃない！　自分が好きになったものを信じろよ！」

　三玖が戸と惑まどった表ひょう情じょうになる。

「そう言えば俺おれ、前回の日に本ほん史しは満点だったな。」

　押おさば引け。柔じゅう道どうの極ごく意いをもってしてクールに振ふる舞まう。

「そうなの!?」

　食いついた！

「これが学年一位の力だ！　俺の授じゅ業ぎょうを受ければ、三み玖くの知らない武ぶ将しょうの話もしてやれるぜ？」

　どやぁぁぁ！　と腕うでを広げたが、予想外の反はん応のうが返ってきた。

「それって……私わたしよりくわしいってこと？」

「え？」なんかちょっと怒おこってる？

「じゃあ問題ね！　信のぶ長ながが秀ひで吉よしを『猿さる』って呼よんでたのは有名な話だけど、この逸いつ話わはまちがいなの。本当はなんてあだ名だった？」

　対たい抗こう心しんむき出しでグイグイ詰つめ寄よってくる。

（め、めっちゃしゃべる！）

　三玖はむうっとほっぺたをふくらませ、風ふう太た郎ろうの答えを待っている。

「おっと……秀吉のあだ名……たしか日に本ほん史しの先生が言っていたような……。」

　ふと、つるっパゲで出っ歯の先生の顔が思おもい浮うかんだ。

「ハゲ……ネズミ……？」

「……正せい解かい。」

　悔くやしそうにそっぽを向く三み玖く。

（ありがとう、先生！）

　単なる偶ぐう然ぜんの一いっ致ちだったが、風ふう太た郎ろうの実力を認みとめた三玖は堰せきを切ったように語りはじめた。

「謙けん信しんが女だったって説もあって！」と目をキラキラ輝かがやかせ、

「うんうん、それな！」

「三みつ成なりは柿かきを食べなかったんだ……。」と感動で涙なみだぐみ、

「あー、それなー……。」

「信のぶ長ながが頭ず蓋がい骨こつにお酒を入れたとか。」と恐おそろしげな顔になる。

「あー、そ……それなー……はは。」

　日が西に傾かたむいてあたりが薄うす暗ぐらくなっても、三玖の熱い武ぶ将しょうトークはいつ果てるともなく続く。さすがに聞きき疲づかれしてきたが、〝武将〟は、勉強から逃にげている三み玖くと〝日に本ほん史し〟をつなぐ唯ゆい一いつの接せっ点てんだ。このチャンス、生かしてみせる！

「それでね！」

「あー、そろそろ帰らないと。なんか、話し足りないなぁ……うーん、この話、三玖は聞きたいだろうなぁ……。」

　棒ぼうに失礼なくらいの棒ぼう演えん技ぎだったが、三玖は興きょう味み津しん々しんである。

「そうだ！　次の家庭教きょう師しの内ない容ようは日に本ほん史しを中心にしよう。三玖、受けてくれるか？」

「う……。」

　うん、と言いかけて横を向き、どうしようか迷まようようなそぶりになったが、

「……そこまで言うなら……いいよ……。」と風ふう太た郎ろうを見ずに言った。

（勝った！）

　心の中でガッツポーズを決める。勉強する場さえ整えば、あとはどうにでもできる。

　悪く思うなよ──風太郎にも生活がかかっているのだ。

　屋上を出て、勝利に酔よいながら三玖より先に階かい段だんを下りていく。

「待って。これ、友好の印。飲んでみて。」

　三み玖くが、屋上の出入り口に設せっ置ちしてある自じ販はん機きで買った缶かんジュースをさしだす。

　数すう段だん戻もどってそれを見た風ふう太た郎ろうは、「ぐっ！」と妙みょうな声を出した。

　栃木のご当地飲料、レモン牛ぎゅう乳にゅうと並ならぶドリンク界の風雲児、抹まっ茶ちゃソーダだ。

「気になるって言ってたじゃん。大だい丈じょう夫ぶだって。鼻水なんて入ってないよ……なんちゃって。」

　慣なれないジョークを口にして、照れ笑いを浮うかべている。

（なんて？　鼻水って言った？　どういうこと……？）

　汗あせダラダラで固まっている風太郎を見て、三玖は察したらしい。

「……あれ？　もしかして、この逸いつ話わ知らないの？　……そっか。」

　さっきまでの友好ムードが一変し、躊ちゅう躇ちょなく抹茶ソーダを引ひっ込こめると、心底見下したような目になった。

「頭いいって言ってたけど、こんなもんなんだ……。やっぱ教わることなさそう。」

　バイバーイ、と冷たく言い放ち、風太郎を残して去っていく。

（こんなもん、だと……？）

　学年トップのプライドを粉こな々ごなに打うち砕くだかれた風ふう太た郎ろうは、憤ふん怒ぬの形相になった。

「これ、全部貸かし出だしで！」

　図書室のカウンターに歴れき史し関係の本をうずたかく積み上げる。

（許ゆるさねぇ……意地でも俺おれが勉強を教えてやる！）

　怒いかりに燃もえる風太郎を、受付の女子生徒が呆あっ気けに取られて見ていた。




　美しい朝焼けの空に、合戦の始まりを告つげるホラ貝が響ひびき渡わたる。

「三み玖く！　おまえが来るのを待ってたぞ！」

「なにか用？　フータロー。」

　互たがいに甲かっ冑ちゅうを着き込こんで対たい峙じする。三玖が武たけ田だ信しん玄げんなら、こっちは毘び沙しゃ門もん天てんの『毘』の字を掲かかげた上うえ杉すぎ謙けん信しんだ。

「俺おれと勝負だ！」

　気分は川かわ中なか島じま、しかし実じっ際さいは高校の西昇しょう降こう口ぐちである。

「おまえの得とく意いな戦国クイズ、今度こそすべて答えてやる！」

「やだよ。こりないんだね。」

　三み玖くが手にしているのは、『放課後、西昇降口で待つ』──テスト用紙の裏うらに書かれた、風ふう太た郎ろうからの果はたし状じょうである。

「フン。唯ゆい一いつの特とく技ぎで負けるのが怖こわいか？」

　あからさまな挑ちょう発はつに、三玖はふくれっ面つらになった。風太郎に歩あゆみ寄よって、挑いどむように果たし状を胸むねに押おしつけ、問題を出す。

「武たけ田だ信しん玄げんの風林火山……その『風』の意味することとは？」

「フンッ、そんな簡かん単たんなこと。」

　鼻で笑う風太郎に背せを向け、「正せい解かいは。」と三玖は階かい段だんの手すりに尻しりをのせた。

「『疾はやきこと風の如ごとく。』」

　句くをそらんじながら、三玖は文字どおり風のように手すりを滑すべり降おりていく。

「あいつ！」

　急いで階段を駆かけ下おりると、中庭を逃にげていく三玖の後うしろ姿すがたが見えた。

「くっ、また逃げやがった……！」

　──そうだ。あいつらは逃げ続けている。俺おれからも、勉強からも。

（もう逃がさねぇ！）

　三み玖くを追って校こう舎しゃの角を曲がった風ふう太た郎ろうは、出で会あい頭がしらに誰だれかとぶつかった。

「うわっ！」

　つんのめった風太郎の顔が、やわらかい胸むねにぽふっと埋うもれる。

「わーお、上うえ杉すぎさん！」

「よ、四よつ葉ば……。」

　その感かん触しょくにドギマギしつつ、風太郎はあわてて顔を離はなした。

「ちゃんと前を向いてなきゃダメですよ？」

　二人のそばを、女子テニス部がかけ声とともにランニングしていく。

「三玖が通らなかったか？」

「あっちに走っていきましたよ。」

　四葉は振ふり返かえって後ろを指さした。

「サンキュー！」

　逃にがすか。四よつ葉ばの脇わきを通とおり過すぎて走っていく。

「くそっ、どこ行きやがった……。」

　キョロキョロしながら走っていたら、校こう舎しゃから出てきた誰だれかとぶつかった。

「わーお、上うえ杉すぎさん！」

「よ、四葉!?」

　陸上のバトンが入った段だんボール箱ばこを抱かかえた四葉だ。

「ちゃんと前向いてなきゃダメですよー？」

　他人の空そら似にか？　風ふう太た郎ろうはぐいっと顔を近づけた。いや、やっぱり四葉だ。

「あ、あの……？」

「すまん四葉……落ち着いて聞いてくれ……。」

　風太郎は、いま来たほうをゆっくり振ふり返かえった。

「おまえのドッペルゲンガーがあそこに。」

　さっきぶつかった校こう舎しゃの角で、四葉が飄ひょう々ひょうとした能のう面めん顔がおでこっちを見ている。

「えっ!?　ほ、ホントだ、私わたしがいる!!」

「おまえ死ぬぞ。」

「えぇえええ～～～!?　死にたくないです～～～!!」

　青ざめてドッペルゲンガー四よつ葉ばに目を向ける。

「最後に食べるご飯はなんにしよう……。」

　そのとき、風太郎はあることに気づいた。

「……あれ？　あの四葉、少し髪かみが長くね？」

　首をかしげていると、もう一人の四葉は頭のうさ耳リボンを外し、ヘッドフォンを首にかけた。

「おまえ、三み玖くだろ！」

　四葉に化けていた三玖が、しれっと背せを向け走りだす。

　トリッキーな技わざ使いやがって！　顔も体つきも同じだから、同じかっこうをされると、まったく見分けがつかない。

「よかったです～。」

　ホッとしている四よつ葉ばを残し、再ふたたび三み玖くを追いかける。

「このまえはだまして悪かった！　俺おれはこの二日間で、図書室にある戦国関連の本すべてに目を通した！」

「ウソばっかり……。」

　三玖は振ふり返かえることなく逃にげ続つづけ、校こう舎しゃの正面に回って下校する生徒たちの間を駆かけ抜ぬけていく。

　ちょうど二に乃のが、友達と話しながら昇しょう降こう口ぐちを出てきた。ノロノロと追いかけっこしている二人を見て「はあ～!?」とすっとんきょうな声をあげたが、ひたすら三玖の背せを追う風ふう太た郎ろうにわき見をする余よ裕ゆうはない。

「今なら、おまえとも対等に、会話できる自信がある！」

　だが、体力には自信がない。き、きつい。不要だと切きり捨すてたはずの運動能のう力りょくが、こんなところで必要になるなんて……。三玖はこんなに走って平気なのか？

　汗あせびっしょりで食しょく堂どうの横を走っていたときだ。荒あらい息のあいだから、三み玖くが突とつ然ぜん言った。

「ハァハァ……武ぶ将しょうしりとり、龍りゅう造ぞう寺じ隆たか信のぶ。」

　風ふう太た郎ろうはハッとして立ち止まった。そうきたか──。

「『ぶ』……『ふ』もありだよな？」

　笑え顔がおになり、張はりきって駆かけだす。

「福ふく島しま正まさ則のり！　『賤しずヶが岳たけの七しち本ほん槍やり』の『一いち番ばん槍やり』として名高い武将だ！」

　少し見直したように、三玖がチラッと振ふり返かえった。

　龍りゅう造ぞう寺じ政まさ家いえ、江え戸ど重しげ通みち、長ちょう宗そ我か部べ元もと親ちかときて、今度はまた風太郎の番だ。

「……金かな森もり長なが近ちか……！」

「か……河かわ尻じり秀ひで隆たかっ！」

　陸上部が練習しているグラウンドの横を、武ぶ将しょうしりとりしながらフラフラ追いかけっこする。

「ハァハァ……片かた倉くら小こ十じゅう郎ろう！」

「ハァハァ……上うえ杉すぎ景かげ勝かつ！」

「つ……津つ田だ信のぶ澄ずみ、ハァハァ。」

「み……三み好よし……長なが慶よし……。」

　中庭に戻もどり、正面玄げん関かんを過すぎ、食しょく堂どう、グラウンド、そしてまた中庭。延えん々えんとしりとりマラソンが続く。

「……し、島しま津づ豊とよ久ひさ……。」

「さ……さ……真さな田だ……幸ゆき村むら……もうダメぇ～……。」

「らぁ!?　ら……ら……。」

「ねぇ……なんで……そんなに……必死、なの……？」

　また中庭に戻もどってきた二人は、同時に芝しば生ふに倒たおれ込こんだ。
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「ハァ……ハァ……俺おれのスピードと張はり合あえるなんて、やるじゃん……。」

「……私わたし……クラスでいちばん足遅おそかったんだけど……。」

　その三み玖くに追いつけなかった風ふう太た郎ろうのスピードとは。

「暑い……。」

　三玖はムクッと上体を起こすと、風太郎の目の前で黒いストッキングを脱ぬぎはじめた。

　そのしぐさがやけに色っぽくてドキリとする。

　風ふう太た郎ろうは、さりげなく手で目を隠かくすようにして立ち上がった。

「の、のど渇かわいたな……。」と近くの自じ販はん機きに歩いていく。

「……まったく、あいつの羞しゅう恥ち心しんはどうなってんだ？」

　そのあいだに三み玖くはベンチに移い動どうし、息を落ち着けている。

　風太郎は、ほてった三玖の頰ほおに冷たい缶かんジュースをぴたっと押おし当あてた。

「ひゃっ!?」

「わっ、すまん！」

　驚おどろかすつもりはなかったが、ふくれて風太郎をにらんでいる。

「……これ、好きなんだろ？」

　自じ販はん機きで買った、抹まっ茶ちゃソーダだ。

「百十円は手て痛いたい出しゅっ費ぴだが……もちろん、鼻水は入ってない。」

　大きく目を見開いた三玖に、不ふ敵てきな笑えみを向ける。

「石いし田だ三みつ成なりが、大おお谷たに吉よし継つぐの鼻水が入った茶を飲んだエピソードから取ったんだろ？　この逸いつ話わにたどり着くまでに何なん冊さつ読んだことか……。」

　風ふう太た郎ろうがさしだした抹茶ソーダを、三み玖くは黙だまって受け取った。

「ま、けっきょくはたまたま居い合あわせた四よつ葉ばがスマホで調べてくれたんだが……。」

「四葉……？」

　少しやわらいでいた三玖の表ひょう情じょうが、急にこわばった。

「私わたしが武ぶ将しょう好ずきって、四葉に話したの？」

　風太郎を見上げ、きついまなざしでにらんでくる。

「いや、言ってないが……姉し妹まいにも秘ひ密みつにする必要あるのか？」

　風太郎は戸と惑まどった。むしろ、誇ほこるべき特とく技ぎではないか。

「……姉妹だから言えないんだよ。」

　三玖は靴くつを脱ぬいで膝ひざを抱かかえ、𠮟しかられた子こ供どものように顔を埋うずめた。

「なんでだよ？」

「……五人の中で、私がいちばん落ちこぼれだから。」

　三玖のことを少しばかりわかった気でいたが、ほんの上うわ澄ずみだったらしい。三玖は〝自分の好きなもの武将〟に自信がないのではなく、〝自分自身〟に自信がないのだ。

「あいつらの中じゃ、おまえは優ゆう秀しゅうだ。このまえのテストだって、いちばん上だったろ？」

「フータローはやさしいね……。」

「ど、どんぐりの背せい比くらべには変わらないがなっ！」

　照てれ隠かくしに、つい憎にくまれ口ぐちをたたく。

「でも、なんとなくわかるんだよ……。私わたし程てい度どにできること、ほかの四人もできるに決まってる……五つ子なんだもん。」

　言いながら、三み玖くは風ふう太た郎ろうに悲しそうな笑え顔がおを見せる。

（……待てよ……？）

　三玖の言うことが正しいとすれば、あの結果はもしかして──。

「だから、フータローも私わたしなんかあきらめて……。」

「俺おれの仕事は五人の家庭教きょう師しだ。あいつらも、そしておまえも勉強させる。おまえたちには、五人そろって笑顔で卒業してもらう！」

　ビシッと指を立て宣せん言げんする。

「……勝手だね。」

　あんまり風ふう太た郎ろうが堂どう々どうと言うので、三み玖くは思わずクスッと笑った。

「でも、無理だよ。私たち、五人合わせて１００点なんだよ？」

「ああ、絶ぜっ対たいにできっこない……そう思ってた。今日までは。」

「え？」

「だが、三玖の言葉を聞いて自信がついたぜ。五つ子だから、三玖にできることは、ほかの四人にもできる。言いい換かえれば、ほかの四人にできることは、三玖にもできるということだ！」

　風太郎は三玖をまっすぐ見つめ、胸むねポケットから折りたたんだ紙を取り出した。攻こう略りゃくノートの、第一回実力テストの正せい解かい・不正解を記したページだ。

「これを見てくれ。このまえのテストの結果だ。なにか気づかないか？」

　広げてベンチに置いた紙を、三玖がのぞき込こむ。

「あ……！　正解した問題が一問もかぶってない……。」

「そう！　たしかにまだ平へい均きん20点の問題児……だが俺おれはここに可か能のう性せいを見た！　一人ができることは、全員できる！」

　駅前通りでスマホを見ている一いち花かも。

　友達とショッピングしている二に乃のも。

　公園で蟻ありの行列を観察している四よつ葉ばも。

　本屋で参考書を選んでいる五い月つきも。

「そして三み玖く、おまえも。全員が１００点の潜せん在ざい能のう力りょくを持っていると、俺は信じている！」

　やる気を出させるためのでまかせなんかじゃない。風ふう太た郎ろうは確かく信しんしていた。

「……なにそれ。屁へ理り屈くつ。」

　すげなく一いっ蹴しゅうされて、う、と詰つまる。

　三玖は靴くつを履はき、缶かんジュースのプルタブを引き上げた。

「……本当に。」と口をつけ、抹まっ茶ちゃソーダをゴクゴクと飲む。

「『五つ子』を過か信しんしすぎ……。」

　夕焼け色に染そまった中で、三玖がかすかにほほえんだ気がした。




　翌よく日じつの午後、風ふう太た郎ろうは図書館で四よつ葉ばに勉強を教えていた。

「はぁ～……残り四人も、おまえくらい前向きだとなぁ。」

「声はかけたんですけど……。」

　すまなそうにしていた四葉が、なぜかパッと笑え顔がおになった。

「あっ、でも残り四人じゃなくて、三人ですよ？」

「え……？」

「ねっ、三み玖く？」

　見ると、三玖がおずおずと立っているではないか！

「おおっ、来てくれたの……。」

　歓かん迎げいしようと近づいた風太郎をなぜか素す通どおりし、三玖は奥おくの本ほん棚だなに向かった。

　風太郎と四葉がきょとんとしていると、戦国関連の本を数すう冊さつ抜ぬき取とり、それぞれの貸かし出だしカードを確かく認にんしていく。

　その口もとがフッとほころんだ。氏し名めい欄らんのすべてに、『上うえ杉すぎ風太郎』の名前がある。

「フータローのせいで考えちゃった……。」背せ中なかを向けたまま、三み玖くが言う。

「ほんのちょっとだけ、私わたしにもできるんじゃないかって。だから……。」

　風ふう太た郎ろうを振ふり返かえり、初めて心を許ゆるしたような、少し照れた笑え顔がおを見せた。

「責せき任にん、取ってよね。」

「ふっ、まかせろ！」

　風太郎が自信満々に自分の胸むねをたたく。

「……はっ！」

　四よつ葉ばのうさ耳リボンが、アンテナのようにピコーンと立った。三玖に駆かけ寄より、こっそり耳打ちする。

「三玖の好きな人って、上杉さんじゃ!?」

「えっ。」

　一いっ瞬しゅんの間のあと。

「……ないない。」

　三玖はまんざらでもなさそうに、頰ほおを染そめて笑った。





第三話　問題は山積み







　風ふう太た郎ろうは、マンションの外そと扉とびらと内うち扉とびらのあいだで立たち往おう生じょうしていた。

「くっ……なんだこれ!?」

　内扉の自動ドアがぴったり閉とじて開かないのだ。

「センサー反はん応のうしろ！　くそぉ……あの五人だけでなく、おまえも俺おれの邪じゃ魔まをするのか！」

　自動ドアのガラスに手と顔を押おしつけて訴うったえる。よりにもよって、このタイミングで故こ障しょうするとは……。

　ふと見ると、自動ドアの上に監かん視しカメラがある。

「あの～……三十階の中なか野のさんの家庭教師をしている上うえ杉すぎと申します。そこのドア壊こわれてますよ？　おーい。」

　監かん視しカメラに向かって話しかけていると、後ろから声がした。

「一人でなにやってるの？」

　コンビニのレジ袋ぶくろをさげた、三み玖くである。

「今どきオートロックも知らないんだ……。」

　どうもただの自動ドアではないらしい。

「ここで私わたしたちの部屋番入れてくれたら、つながるから。」

　説明しながら、隅すみっこに設せっ置ちされたテンキーつきの操そう作さ盤ばんに自分のカードキーを差さし込こむ。すると風ふう太た郎ろうを阻はばんでいた扉とびらはあっさり開いた。これまでは、たまたまほかの住人と一いっ緒しょだったので入れたらしい。

「おお！　……ま、まぁ知ってたけどな。」

　見み栄えを張はる風太郎を、三玖が少しあきれたように見る。

（スタートからつまずいちまった。前ぜん途と多た難なんだぜ……だが。）

　五つ子姉し妹まいとの対決が待っている。この勝負、負けるわけにはいかない。

「なにしてるの？」

　三み玖くはすでに内うち扉とびらの向こう側にいる。

「家庭教きょう師し、するんでしょ？」

　そう言って、三玖は風ふう太た郎ろうにまあるく笑った。




　まずはリビングに三玖以外の四人を集めるところからだ。

　階かい段だんを上がってすぐの、五い月つきの部屋のドアをノックする。

「やっぱり来ましたか……。」

　五月がムスッとした顔を出す。

「はは……。」

　お次は四よつ葉ば。

「いらっしゃーいっ、上うえ杉すぎさーん！」

　勢いきおいよくドアが開き、こちらは満面の笑えみ。

「よ、よう……。」

　二に乃のは少し開けたドアの隙すき間まから風ふう太た郎ろうをにらみつけ、無言のままバタン！

「うっ！」

　最後は一いち花か。安定して散らかった汚お部べ屋やで、案の定ベッドに潜もぐり込こんでいる。

　できるなら足を踏ふみ入いれたくないが、あの寝ねぼすけを部屋から引きずり出さなければ。

「えっと……そのへんにないかな……？」

　まだ眠ねむそうな一花のために、風太郎についてきた四よつ葉ばが先に部屋に入り、よつばいになって服を探さがしてやっている。

「白い服でしょう？」

「ごめんね……。」

　……って、あの薄うすいタオルケットの下は今日も裸はだかか！

「なんで昼ひる過すぎまで寝てんだよ……。」

　風太郎はあきれつつ部屋に入った。足を置くスペースを探すのも一苦労だ。

「うわっ!?」

　服の山の中から、四葉がセクシーな黒いレースのスリップを引っぱり出した。

「一いち花か、こんなの持ってるの……？　お、大人……。」

「同じ顔だし、四よつ葉ばでもいけるんじゃない？」

「えええ～～～!?」

　赤くなっている四葉に、一花が起き上がってニマニマする。

「小学生のころのパンツは、そろそろ捨すてないとねー。」

「わ～～～っ！　上うえ杉すぎさんがいるから、シーッ！　シーーーッ！」

　手をバタバタさせて大おお騒さわぎする。四葉は少し迷まようようにスリップを見つめ、

「……え～と……上杉さんは、どう思います？　似に合あうと……。」

　恥はじらいながら体に当てて、風ふう太た郎ろうを振ふり返かえった。

「なんでもいいから、早く着き替がえてくれ。」

　相手にしてられるか。風太郎はさっさと部屋を出ていった。

「フン！　上杉さんのオシャレ下級者！」

　なんとでも言うがいい。勉強さえしてくれれば、セクシー下着だろうが小学生のパンツだろうがフンドシだろうが、どうでもいいのである。




「さあ、準じゅん備び万ばん端たんですっ！　勉強を始めましょー!!」

　二に乃の以外の四人がリビングに集まると、四よつ葉ばが張はりきって言った。

「私わたしもまぁ、見てよっかなぁ～。」

　ソファから身を起こして一いち花かが伸のびをする。

「……約束どおり、日に本ほん史し教えてね。」と三み玖く。

「私は、ここで自習するだけなので。」

　五い月つきは一人、奥のダイニングテーブルへ。

　いろいろ問題はあるが、最初に比くらべれば急きゅう激げきな進歩である。

（こいつらだって人の子。やさしく接せっすれば理り解かいし合あえるんだ！）

　風ふう太た郎ろうは感動を嚙かみしめた。

「よーしやるかっ！」

　そのうち五つ子のほうから、「待って～！」「勉強教えて～！」と追いかけてくるように……。

「まーだいたの？」

　風ふう太た郎ろうのやる気をくじくように、上から冷たい声が降ふってきた。

「このまえみたいに、途と中ちゅうで寝ねちゃわなきゃいいけど。」

　中二階の手すりにひじをつき、二に乃のが意地悪い笑えみを浮うかべて見下ろしている。

（あれはテメェが薬を……！）

　おっと、いけない。やさしくやさしく。

「どうだい？　二乃も一いっ緒しょに！」

　作つくり笑え顔がおで二乃を見上げ、爽さわやかに両手を広げる。

「死んでもお断ことわり！」

　間かん髪はついれずそっぽを向く二乃。風太郎のウソくさい笑顔がヒクッと引きつった。

　……まあいい。今日のところは四人で満足するとしよう。

「ハハハ！　それじゃ今日は俺おれたちだけでやるか！」

「はーい！」四よつ葉ばが元気よく手をあげる。

「そうだ、四葉ぁ。」

　二に乃のがスマホを手に、階かい段だんを下りてきた。

「バスケ部の知り合いが大会の臨りん時じメンバーを探さがしてるんだけど。アンタ運動できるんだし、今から行ってあげれば？」

「い、今から!?　えっと……でも……。」と、困こまったように風ふう太た郎ろうをチラリと見る。

「なんでも、五人しかいない部員の一人が骨こっ折せつしちゃったみたいで……。このままだと大会に出られないらしいよ。かわいそーに。」

「ハッ、そんなのやるわけ……。」

　ない、と風太郎が言うまえに二乃がかぶせてくる。

「がんばって練習してきただろうに……あー、かわいそう……。」

「う……。」

「よ、四よつ葉ば？」まさかな？　おまえだけは信じてるぞ？

「上うえ杉すぎさん、すみません！　困ってる人をほっといてはおけません！」

　四葉はガバッと頭を下げると、そのまま家を飛び出していった。

「ウソだろ……。」

「あの子、断ことわれない性せい格かくだから。」

　一いち花か、そういう情じょう報ほうは早く教えてくれ。言葉が出ない風ふう太た郎ろうを尻しり目めに、「一花も二時からバイトって言ってなかったっけ？」と二に乃のがさらに言う。

「あーいっけない！　忘わすれてた！」

　一花はバタバタと駆かけだしていった。

「五い月つきも、こんなうるさいトコより図書館とか行ったほうがいいよ。」

「それもそうですね。」

　五月も立ち上がる。

「……えっ？」

　数分前に風太郎が感動を嚙かみしめたリビングに、静せい寂じゃくが訪おとずれた。




「よーし、おまえら集まれ～……授じゅ業ぎょうを始めるぞ～……。」

　魂たましいの抜ぬけた風太郎に、三み玖くが言う。

「フータロー、現げん実じつを見て。もうみんないない。」

「くっ……。」

　ダイニングテーブルに座すわっている二に乃のは、してやったりという顔だ。

（毎度邪じゃ魔ましやがって……いったい何が目的だ。）

　勉強したくないだけなら、みんなを追い出す必要はないはず……警けい戒かいしていると、二乃が立ち上がった。

「あれー？　三み玖くまだいたんだー？」

　三玖にわざとらしく話しかけてくる。

「まちがって飲んだアタシのジュース、買ってきなさいよ。」

「もう買ってきた。」

　三玖がテーブルの上のコンビニのレジ袋ぶくろを指さす。今回ばかりは二乃の作戦失敗だ。

「さあ、授業始めよう。」

　三玖が風ふう太た郎ろうを促うながした。無表情の下にも、勉強への意欲がうかがえる。

「よし、切きり替かえていこう。」

　風太郎も、気を取り直して三玖に応こたえる。

「抹まっ茶ちゃソーダって……ちょっと三み玖く！」

　袋ふくろの中の缶かんジュースを取り出した二に乃のが、不満げに振ふり返かえった。

「どこからやるの？」

「じゃあ鎌かま倉くら時じ代だいから初めてみるか。」

　三玖と風ふう太た郎ろうは、二乃に背を向け寄より添そうように相談している。二乃はいきり立った。

「アンタら、いつからそんなに仲良くなったワケ!?　え？　三玖、こういう冴さえない顔の男が好みだったの？」

「コイツ今ひどいこと言った。」風太郎が冷静にツッコむ。

「二乃はメンクイだから。」

「おまえも地味にひどいな……。」

　二乃は風太郎を押おしのけ、三玖に迫せまった。

「メンクイのなにが悪いんですか？　外見より中身とか言いたいワケ？」

「だったら？」三玖も負けてはいない。

「なーるほど。外見気にしないから、こんなダサい服で出かけられるんだ？」

　二に乃のがきれいにネイルした指先で三み玖くの胸むねを小こ突づく。
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「この尖とがった爪つめがおしゃれなの？」

「アンタにはわかんないかなー！」

「わかりたくもない。」

　見かねた風ふう太た郎ろうが、バチバチと火花を散らす二人の間に割わって入はいった。

「おまえら、姉し妹まいなんだから仲よくしろよ。外見とか中身とか、そんなの今はいいだろ。」

「そうだね。もう邪じゃ魔ましないで。」

「邪魔ですって!?」

　再ふたたび争いが勃ぼっ発ぱつしそうになったとき、風太郎のお腹なかがぐぅ～～～と鳴った。

「あ……。」そう言えば、昼食を食べていなかった。

　すると、二乃がニヤリとして言った。

「じゃあ、三玖の言うとおり中身で勝負しようじゃない！　どっちが家庭的か、料理対決！」

「な、なんで……。」

　風ふう太た郎ろうに異いを唱える余よ地ちを与あたえず、二に乃のはさっさとキッチンに立って宣せん言げんした。

「アタシが勝ったら今日は勉強なし！」

「そ、そんなのやるわけないよな……？」

　風太郎は、おそるおそる三み玖くにきいた。

「フータロー、すぐに終わらせるから座すわって待ってて。」

　腕うでまくりしてキッチンに向かう姿すがたは、一いっ騎き討うちに臨のぞむ武ぶ将しょうのごとくである。

「おまえが座ってろ!!」

　内気そうに見えて、三玖は相当な強ごう情じょっぱりらしい。

「ことごとくうまくいかない……。」

　風太郎はあきらめの境きょう地ちでつぶやいた。




「じゃ～～～ん！　旬しゅんの野菜と生ハムのダッチベイビー！」

　二乃の自信作は、ルッコラやズッキーニ、トマトなど彩いろどりあざやかなパンケーキ。

「お……オムライス……。」

　対する三み玖くの料理は、焦こげてボロボロの物体だ。

「さあ、どっちがおいしいか、ジャッジしてよね。」

　風ふう太た郎ろうの前に二皿の料理が置かれると、三玖がたまりかねたように言った。

「やっぱいい、自分で食べる！」

「せっかく作ったんだから食べてもらいなよー？」二に乃のがニヤニヤする。

　たしかに、見た目には歴れき然ぜんとした差があるが……風太郎は手を合わせた。

「……いただきます。」

　スプーンを取り、まず二乃のダッチなんとかを食べる。ふわふわモチモチの食感がいい。次に、三玖のオムライスもどきを無言でモグモグ食べる。

　二乃が勝利の笑えみを浮うかべた。その隣となりで、三玖は真っ赤になってうつむいている。

「……うん。どっちもふつうにうまいな。」

「「え？」」二乃と三玖はぽかんとなった。

「本当だ。どっちもうまいぞ。」

　そう言って、三玖の焦こげたオムライスをおいしそうにほおばる。

「はぁ!?　そんなワケ……。」

　身を乗り出した二に乃のがふと三み玖くに目をやると、口元で両手を合わせ、うれしそうにほほえんでいる。

「……なにそれ！　つまんない！」

　二乃はキレて席を蹴けり、ドタドタと階かい段だんを上がっていった。

「まったく、アイツは……。」

　あきれつつも、バクバクもりもりと食事を続ける。

　風ふう太た郎ろうは何を食べてもおいしいと感じる、いわゆる貧びん乏ぼう舌じたなのであった。




　リビングの壁かべ一面の窓まどから、夕日が射さし込こんでいる。

「もう遅おそくなっちまったな……。」

　風太郎が、三玖の洗あらった食器をふきんで拭ふいていく。

「まんまと二乃の策さくにはまっちまったワケだ。今回は出直すとするわ。」

「ごめん……。」

　だが、これでハッキリした。なぜかわからないが、二に乃のは風ふう太た郎ろうに特別な悪意を持っている。

「二乃のやつ……あいつとわかり合える日が来るとは思えん。」

「そんなことない……と思う。」

　食器を洗い終えた三み玖くが、蛇じゃ口ぐちの水を止めて窓まど辺べへと歩いていく。

「誠せい実じつに向き合えば、わかってくれるよ。」

「誠実にって……どうすりゃいいんだよ？」

　風太郎もキッチンを離れ、三玖のほうに歩み寄る。

「私わたしに言われてもわかんない。」

　窓まどの外を見ていた三玖は、風太郎を振ふり返かえって言った。

「それを考えるのが、フータローの仕事でしょ？」

　そのまなざしに信しん頼らいを感じたと言ったら、うぬぼれすぎだろうか。

　二人の眼がん下かには、茜あかね色いろに染そまった町まち並なみが広がっていた。




「……誠せい実じつに向き合う……誠実に……。」

　三み玖くの言葉をはんすうしながら、風ふう太た郎ろうはエントランスの内うち扉とびらを出た。

「あっ！　ヤベ……。」

　忘わすれ物ものに気づいて戻もどろうとしたが、内扉が閉まった後だった。だが、三玖に教わってオートロックのシステムはわかっている。

　部屋番号を押おすと、インターホンに三玖が出た。

「なに？」

「悪い、単語帳忘わすれた。」

「シャワー浴びてるから、勝手にどうぞ。」

「おい、三玖。それでいいのか……。」

　どうも五つ子に男だと思われていないフシがある。内扉が開き、風太郎は再びエレベーターで三十階に戻った。

「お、お邪じゃ魔ましま～す……！」

　家のドアを開け、玄げん関かんから心もち大きく声をかける。

　リビングに入っていくと、三み玖くがソファに座すわり、長い髪かみをドライヤーで乾かわかしていた。バスタオル一枚まいという、あられもない姿すがただ。

「み、三玖!?　もう風ふ呂ろ出たのかよ……！」

　ドライヤーを止め、目を細めて風ふう太た郎ろうをじっと見てくる。

（そういえばこいつ、気にしないやつだったな……さっさと取って帰ろう。）

　手で顔を隠かくしながらそそくさと通とおり過すぎ、テーブルに置きっぱなしだった単語帳に手を伸のばしたとき──。

「だれ？　三玖？」

　風太郎はハッとして振ふり返かえった。

「お風ふ呂ろ入るんじゃなかった？　空いたけど？」

　乾かわかした髪かみに、ひらひらの蝶ちょう々ちょうリボンをつけている。

（二に乃の──!?）

　全身からサーーッと血の気が引く。考えてみれば、三玖にしてはいくらなんでも風ふ呂ろから出るのが早すぎる。

「いつもの棚たなにコンタクト入ってるから取ってくんない？」

　目が悪くて、誰だれだかわかっていないらしい。

（あ、危あぶねぇー……。）

　さっきの声も、幸いドライヤーの音が邪じゃ魔ましてくれたようだ。だが、どうする？　こんな超・不ふ誠せい実じつ、バレたらおしまいだ……!!

　返事がないので、二に乃のはけげんに思ったらしい。

「なに？　お昼に意地悪したこと、まだ根に持ってんの？」

　両方のリボンをつけ終えた二乃が、立ち上がって歩いてくる。

（ヤバい！　コ、コンタクト……どの棚たなだ!?　ここか!?）

　水すい槽そうの上の棚を開けてみる。

「あれは勢いきおいで……悪いとは思ってるわよ。」

　背はい後ごから、二乃が近づいてきた。

（くそっ！　どこだ!?）

　あせって別の扉とびらを開けてみたが、それらしきものはない。

「なにしてんの？　そこじゃないって。」

　二に乃のが風ふう太た郎ろうの背後に回まわり込こんで立ち止まった。

「その上の棚だって。」

　後ろから手を伸のばした二乃のたわわな胸むねが、風太郎の背せ中なかにむぎゅっと当たった。

「……あれ、たしかこの棚に……。」

　二乃が背せ伸のびして手て探さぐりするたび胸が押おしつけられ、バスタオル一枚まいとシャツ一枚を通してやわらかい感かん触しょくが伝わってくる。

（んぎゃああああ～!!）

　今は向き合える状じょう況きょうじゃない。限げん界かいだ……逃にげよう！　二乃を軽くはねのけ、ひと言も口をきかずに駆かけだす。

「やっぱ怒おこってんじゃん！」

　ムッとした二乃の声。

「アイツのせいだ……全部アイツのせい！」

　アイツ……俺おれのことか？　風太郎は思わず足を止めた。

「パパに命令されたからって、好き勝手ウチに入ってきて……アタシたち五人の家に、アイツの入る余よ地ちなんてないんだから。」

　風ふう太た郎ろうはゆっくり二に乃のを振ふり返かえった。いつもツンと澄すましている二乃が、幼おさない子こ供どものように口をへの字にしてむくれている。

（こいつ……もしかして……。）

「もう決めた！　今後アイツは出入り禁きん止し！」

　駄だ々だをこねるように両手を振り回す二乃。その手が、開きっぱなしだった棚たなの扉とびらにごつんと当たった。

「いった～い……！」

　風太郎はハッとした。今の衝しょう撃げきで棚たなの中に積んである分ぶ厚あつい本がぐらぐらして落ちそうになっている。

「危あぶなっ！　上っ！」

「えっ？」

　全速力で駆かけ戻もどった風太郎が、体を投げ出すようにして二乃をかばう。

　ほぼ同時に、本がドサドサと落ちてきた。

「きゃっ！」

　──このとき、風ふう太た郎ろうはまだ理り解かいしていなかった。

「……だ……誰だれ……？」

　押おし倒たおしたかっこうになった風太郎の赤い顔を、あおむけに倒れた二に乃のが目をこらして見つめる。

「……えっ……。」
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　ぼんやりしていた輪りん郭かくがはっきりして、それが誰だれだかわかったらしい。

　どんな罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせられるかと思いきや……二乃は顔を真っ赤にして、みるみる涙なみだ目めになった。




　人目を引くブルーの車体のスポーツカーが、路ろ肩かたでハザードランプを点てん滅めつさせている。

「今日は、ありがとうございました。」

　前かがみになり、車の中をのぞき込こんでいるのは一いち花かだ。

「一花ちゃん、今日も最高だったよ。また次もよろしく。」

　軽けい薄はくそうな口ひげの中年男が、一いち花かにサムズアップする。

「……はい。」

　姉し妹まいには見せないよそゆき顔で、一花はニコッとほほえんだ。




　バスケの大会が行われている体育館では、ちょうど旭あさひ高校対西にしヶが丘おか高校の試合が終わったところだ。

「ハァ……ハァ……。」

　肩かたで息をしている四よつ葉ばを、バスケ部員たちが笑え顔がおで囲かこむ。

「ホントありがとう！　中なか野のさん上手で頼たのもしいよ～。」

　四葉のおかげで、大差で勝利したのだ。

「次も……ガンバりましょう！」

「あのさ、お願いがあるんだけど。」

　キャプテンが四葉のほうへ一歩、歩あゆみ寄よった。

「このまま、正式にバスケ部に入らない？」




　リビングの騒さわぎも知らず、三み玖くはバスタブにつかっていた。

　──こういう冴さえない顔の男が好みだったの？

　二に乃のの言葉を思い出す。

「……変なこと言うから……。」

　湯に口を沈しずめてブクブクすると、おもちゃのアヒルが左右に揺ゆれた。

（そうじゃ、ないのに……。）

　頰ほおが赤いのは、のぼせたせいではなさそうだった。




　そう、風ふう太た郎ろうはまるで理り解かいしていなかった──この馬鹿五人組の一人一人と向き合うことの難むずかしさを。そして、自身も教わることになる。風太郎もまた、馬鹿野や郎ろうだということを！

「不法侵しん入にゅう～～～！」

　二に乃のが叫さけぶ。風ふう太た郎ろうがあわてて体を起こすと、二乃も胸むねを押おさえて起き上がった。

「ち、ちがう！　俺おれは取りにきただけだ！」

「撮とる……？　アタシの裸はだかを!?　この変へん態たい！　痴ち漢かん！　盗とう撮さつ魔ま！」

「そっちの撮るじゃねぇ！」

　そのとき、カシャッとシャッター音がした。

「……え？」二人同時に音がしたほうを見る。

　スマホに証しょう拠こ写真を収おさめた五い月つきが、虫けらを見るような目で風太郎に言った。

「……最低。」




　黒い法服に身を包んだ一いち花かが、木き槌づちをたたく。

「静せい粛しゅくに！」

「裁さい判ばん長ちょう、これをごらんください。」

　五月検けん事じが、スマホで撮さつ影えいした写真を証拠として提てい出しゅつした。

　そこには、タオル一枚まいの二乃を押おし倒たおしている風太郎の姿すがたが──。

　弁べん護ご人にんは三み玖く、二に乃のは羞しゅう恥ちのあまり原げん告こく席せきで顔を伏ふせている。

「被ひ告こくは家庭教きょう師しという立場にありながら、ピチピチの女子高生を前に欲よく望ぼうを爆ばく発はつさせてしまった！　この写真は上うえ杉すぎ被告で間ま違ちがいありませんね!?」

　五い月つき検事が、正せい座ざしてうなだれている風ふう太た郎ろうをビシッと指さした。

「え、冤えん罪ざいだ……。」

　なんなんだこの状じょう況きょうは……風太郎の心しん象しょう風景は法ほう廷ていだが、実じっ際さいは中なか野の家のリビングルームのテーブルで、四よつ葉ばを除のぞく五つ子たちに囲かこまれている。

　ちなみに四葉は、バスケ部の助すけっ人とのため欠席中だ。

「裁さい判ばん長ちょう。」

『中野二』の赤ジャージに着き替がえた二乃が、うつむいたままスッと手を挙げた。

「はい、原げん告こくの二乃くん！」一いち花かはノリノリである。

「この男は一度マンションから出たと見せかけて、私わたしのお風ふ呂ろ上あがりを待っていました。」

「お、おい！　捏ねつ造ぞうだ！」

　二乃が顔を上げ、うろたえる風太郎を横目で冷たく見る。

「悪あく質しつ極きわまりない犯はん行こうに、コイツの今後の出入り禁きん止しを要求します！」

「なっ！　それはいくらなんでも……。」

「たいへんけしからんですなぁ。」

「一いち花か！　俺おれは忘わすれ物ものを取りに……。」

「ぷーん。」と不満そうにそっぽを向く一花。

「さ、裁さい判ばん長ちょう……。」

「あっはは。」

　他ひ人と事ごとだと思って、この小こ芝しば居いを完全に面おも白しろがっている。

　そのとき、三み玖くが「……異い議ぎあり……。」と小さく手を挙げた。

「フータローは悪人顔してるけど、これは無む罪ざい。」

「いや、悪人顔って……。」ちょこちょこひどい。

「私わたしがインターホンで通した。録音もある。これは不ふ慮りょの事じ故こ。」

　有ゆう能のうな弁べん護ご人にんのように、三玖は理路整然と主しゅ張ちょうする。

「三玖～……。」

　力強い味方を得えた風ふう太た郎ろうは、ジーンと目め頭がしらが熱くなった。

　納なっ得とくできないのは二に乃のだ。テーブルに身を乗り出して三み玖くに食ってかかる。

「アンタまだコイツの味方でいるつもり!?　コイツははっきり言ったの！　『撮とりにきた』って！　盗とう撮さつよ！」

「忘わすれ物ものを『取りにきた』、でしょ？」

　冷静にやり込こめられた二乃は、正せい攻こう法ほうを捨すて奇き襲しゅう作戦に出た。

「……裁さい判ばん長ちょう。三玖は被ひ告こくへの個こ人じん的てき感かん情じょうでかばってま～す。」

　三玖の顔が、たちまち湯気が出るほど真っ赤になった。

「ち、ちが……。」

「三玖、信じてくれると信じてたぜ。」

　気づかない風太郎が嬉き々きとして近ちか寄よっていくと、

「それ以上近づかないで。」

　キッパリ手で制せいされ、おまけに顔までそむけられる。

「あれー!?」なんなんだ、この手のひら返し。

「え～？　その態たい度どは警けい戒かいしてるってことかな～？」

　ここぞとばかり、二に乃のが三み玖くを挑ちょう発はつする。

「してない。二乃の気のせい。」

「言っとくけど、アタシは裸はだかを見られたんだから！」

「見られて減へるようなものじゃない。」

「アンタはそうでもアタシは違ちがうの！」

「同じような体でしょ。」

　一いち花かは二人のバトルを楽しそうに傍ぼう観かんしているが、五い月つきはおろおろして仲ちゅう裁さいに入った。

「い、今は二人で争ってる場合じゃ……。」

「五月は黙だまってて。」

「てか、アンタもその写真消しなさいよ！」

　三玖と二乃にそれぞれ怖こわい目でにらまれた五月が、「裁さい判ばん長ちょう～～～！」と一花に泣きついていく。

「よーしよし……。」

　五い月つきをなぐさめつつ、一いち花かは五月のスマホを手に取り、写真を吟ぎん味みした。

「う～ん……三み玖くの言うとおりだとしても、こんな体たい勢せいになるかな～？」

「一花！　やっぱアンタは話がわかるわ！」

　我わが意を得えたりと、二に乃のが風ふう太た郎ろうの背はい後ごに回って糾きゅう弾だんする。

「コイツは突とつ然ぜん、アタシに覆おおいかぶさってきたのよ！」

「いや、あのときは……。」

「フータロー、それ本当？」と三玖が静かに問いかけてくる。

「そ、そうだが……それは……。」

「やっぱ有ゆう罪ざい。切せっ腹ぷく。」

　ムスッとむくれて、またそっぽを向く三玖。

「三玖さん!?」

　ちまちまと構築してきた信しん頼らいが、ブラジルあたりまで失しっ墜ついした。身の潔けっ白ぱくを証しょう明めいしないと、このままじゃ家庭教きょう師しができなくなる。だが、風太郎の言葉だけで信じてくれるだろうか……。

「棚たな……。」

　一いち抹まつの不安を抱いだきながらも、風ふう太た郎ろうが弁べん明めいしようとしたとき──。

「棚たなから落ちた本から、二に乃のを守った……。」

　ほぼ同時に、五い月つきが言った。

「よく見れば、そうとも受け取れますが……ちがいますか？」

　もう一度、スマホの画が像ぞうをじっくり確かく認にんしたらしい。

「そ、そのとおりだ！　ありがとな、五月！」

　風太郎はテーブルに大きく両手をついて、五月のほうへ身を乗り出した。

「お礼を言われる筋すじ合あいはありません。あくまで、可か能のう性せいの一つを提てい示じしたまでです。」

　いかにも不本意そうに、五月は目をそらしながら言った。

「たしかに……。」

　五月のスマホの画像を見て、三み玖くも考え直したようだ。

「やっぱフータローくんにそんな度ど胸きょうはないよね～。」

　いつものように、一いち花かが半笑いでからかう。

　一気に形けい勢せい逆ぎゃく転てんされた二に乃のが、目をつりあげた。

「ちょっと～！　なに解かい決けつした感じ出してんの!?　適てき当とうなこと言わないで!!」

「二乃、しつこい。」と三み玖く。

「アンタねぇ……！」

　一いち花かが組んでいた足を下ろし、「まぁ、そうカッカしないで。」と大人びた表ひょう情じょうで言った。

「私わたしたち、昔は仲よし五姉し妹まいだったじゃん。」

　二乃がなぜか、フッと暗いまなざしになる。

「とはいえ、俺おれの不注意が招まねいた事じ故こだ。悪かったな。」

　容よう疑ぎが晴れて一安心した風ふう太た郎ろうは、二乃に頭を下げた。

「昔はって……アタシは……っ！」

　二乃は風太郎には目もくれず、声を震ふるわせて言うなり部屋を飛び出していった。

「おい、あいつ出てったぞ？　いいのか？」

　風太郎は心配になったが、姉妹は誰もあとを追おうとしない。

「……ほっとけばいいよ。」

　しょっ中ケンカしているせいか、三み玖くは冷たく言った。




　エレベーターの階数表ひょう示じが、どんどん下がっていく。

「ハァ……やっと家に帰って勉強できる……。」

　風ふう太た郎ろうが疲つかれきって壁かべに寄よりかかったとき、スマホの着信音が鳴った。

　らいはからのメールだ。件けん名めいに『お疲つかれ様さま』とある。

『はーい、ご飯できてるよー！　今日はなんと、お兄ちゃんの好きなカレーうどんです！』

　風太郎の表ひょう情じょうがなごみ、やさしいまなざしになる。たまに口ゲンカもするが、妹はいつも心をあったかくしてくれる存そん在ざいだ。

　さっきの出来事がよみがえった。あいつらは、これでいいんだろうか。

（……って、人の家に過か度どな干かん渉しょうもよくないか。）

　外そと扉とびらを出た風太郎は、はたと足を止めた。

　エントランスのすぐ脇わきに、二に乃のが膝ひざを抱かかえて座すわり込こんでいる。

「あ……！」

　気づいた二乃がすばやく立ち上がり、まだ開いている内うち扉とびらにダッシュしたが、一歩遅おそかった。二に乃のは閉とじた扉の前でつかの間たたずみ、あきらめて戻もどってくると、いまいましげに風ふう太た郎ろうをにらみつけた。

「まったく、使えないわね！」

「え～～～……。」八つ当たりもいいところだ。

　二乃はまた、さっきの場所に座り込んだ。どうやら、鍵かぎを持っていないらしい。かと言って、中の三人に開けてもらうのもバツが悪いのだろう。

「なに見てんのよ？　アンタの顔なんてもう見たくないわ。」

　憎にくまれ口ぐちをたたき、風太郎をにらみつける。

「そうか、悪かったよ。」

　へたに手助けなんかしたら、感かん謝しゃされるどころか怒おこられそうだ。

（一人で待ってろ……。）

　風ふう太た郎ろうは二に乃のを残して歩きだしたが、やはり気になってチラッと振ふり返かえる。

　しょんぼりした顔で心細そうに座すわり込こんでいる姿すがたを見たら、とても放っておけない。

「……はあ……。」

　やれやれだ。きびすを返し、二乃の反対側のエントランス脇わきに座すわり込こむと、風太郎はズボンの尻しりポケットから単語帳を引っぱり出した。

「……なにしてんの？」

「どうしても解とけない問題があってな。解いてから帰らないとスッキリしないんだ。」

「……あっそ。勉強勉強ってバカみたい。」

「勉強がバカとは矛む盾じゅんしてるな……いや、バカだから勉強してるとも言えるが。」

　単語帳から目を離はなさずに話す。

「……うるさい。みんなバカばっかりで嫌きらいよ。」

　二乃が吐はき捨すてるように言った。

「嫌いって、姉し妹まいのこともか？」

　風太郎は単語帳をめくる手を止め、二乃を見た。

「それはウソだ。」

「ウソじゃない！　アンタみたいな得え体たいの知れない男を招まねき入いれるなんてどうかしてるわ……。アタシたちの──。」

「『五人の家に、アイツの入る余よ地ちなんてない。』」

　二に乃のの言葉を先取りする。

「そう、おまえは言ったよな？」

「……もういい！　黙だまって！」

　それ以上聞きたくないというように、二乃は顔をそむけた。

「俺おれが嫌いってだけじゃ説明つかないんだよ。姉妹のことが嫌い……？　むしろ逆ぎゃくじゃないのか？　五人の姉妹が大好きなんじゃないのか？　だから異い分ぶん子しの俺が気に入らないんだ。」

「……なにそれ……見けん当とうちがいもはなはだしいわ……人のことわかった気になっちゃって……そんなのありえないわ、キモ……。」

　そう言って、膝ひざを抱かかえて顔をうずめた。鈍どん感かんな風ふう太た郎ろうにも、二乃の強がりだとわかる。

　二人のあいだに一いっ瞬しゅん、心が通ったような不思議な沈ちん黙もくが流れる。

「……なによ……悪い……？　アタシはただ……。」

　顔を上げた二に乃のは、真っ赤になって言いよどんでいる。

　やっと心を開いてくれる気になったようだ。風ふう太た郎ろうは意い気き込ごんで言った。

「二乃、わかるぞ、その気持ち！　俺おれにも妹がいてな……。」

「そうよ！　アタシ、悪くないよね！」

「え……？」

　なんか想そう像ぞうしていた流れとちがう。見ると、二乃はいつもの強気な顔に戻もどっている。

「バカみたい！　なんでアタシが落ち込まなきゃいけないの？」

　自分に言い聞かせるように言うと、勢いきおいよく立ち上がった。

「やっぱ決めた！」

　その口元が、フッとほころんだ。

「アタシはアンタを認みとめない。たとえ、それであの子たちに嫌きらわれようとも！」

　風太郎を見下ろし、髪かみをサッと後ろに払はらう。

　あのまま帰ればよかった──と後こう悔かいしても、あとの祭りだ。風ふう太た郎ろうが絶ぜっ句くしていると、外そと扉とびらが開いて三み玖くが出てきた。

「二に乃の。いつまでそこにいるの？　早くおいで。」

　三玖は何事もなかったように、ごく自然に二乃に接せっしている。

「三玖……。」

　これが五つ子ルールなのか!?

「あ、フータローもいたんだ。ちょうどよかった。明日だけど……。」

「さあ帰るわよ、三玖！」

　二乃が話をさえぎって、三玖を強ごう引いんに連れていく。

「でも、まだ話が……。」

「い！　い！　か！　ら！」

　三玖の背せ中なかを押おして帰っていく二乃を、風太郎は呆ぼう然ぜんと見送った。

　──これだから、過か度どな干かん渉しょうは嫌いやなんだ……。

　内うち扉とびらのガラスドアが閉しまる直前、二乃が風太郎にあっかんべーをした。





第四話　今日はお休み







『快かい晴せいの日曜日、いかがお過すごしですか？　今日は東ひがし町ちょうで花火大会がありますね……。』

　ちゃぶ台兼けん勉べん強きょう机づくえの上の、今ではめったにお目にかかれない年代物のラジカセからローカルなＦＭラジオが流れている。

　風ふう太た郎ろうは、その横に積み上げた参考書を前に、不気味なうすら笑いを浮うかべた。

　今日は丸一日休みだ。五つ子のことは忘わすれて、思うぞんぶん勉強できる！

　高速で数学の問題を解といていた風太郎は、「お？」と手を止めた。

「この公式、あいつらに教えておいたほうがいいな……。」

　さらに別のプリントにも目が留とまる。

「この問題もよくできてる。これなら四よつ葉ばも理り解かいできるかも……おっ、これは三み玖くが。」

　ニヤニヤしながら手に取った教科書を、風ふう太た郎ろうはふとわれに返ってパーッと放り出した。

「って!?　なにやってんだ俺おれーっ!!　立りっ派ぱな家庭教きょう師しか!!」

　叫さけびながら大の字にバタンと倒たおれる。あいつらのせいで勉強が進まない。いなくても俺の邪じゃ魔まをするとは……！

　そのとき、ピンポーンと玄げん関かんのチャイムが鳴った。

「借金取りか？」

　父親の勇いさ也なりは今日も仕事だ。風太郎はうんざりしながらドアを開けた。

「金ならありま……せん。」

　顔を見たとたん、脊せき髄ずい反はん射しゃでドアを閉しめた。借金取りではなかったが、気持ち的には同じくらいお引き取り願いたい客だ。

「なんで閉めるんですか！　開けてください。」

　ドンドンと戸を叩たたく。

　らいはが居い間まから心配そうにのぞいているので、しかたなくもう一度ドアを開ける。

「あなたにお渡わたしするものがあります！」

　五い月つきが、ムッとして言った。

「父からあずかった、上うえ杉すぎくんのお給料です。」

　居い間まに通した五月から、給きゅう与よの封ふう筒とうを受け取る。中の金きん額がくを確かく認にんした風ふう太た郎ろうの体が、関節が外れる勢いきおいでガクガク震ふるえだした。額ひたいから尋じん常じょうでない量の汗あせが噴ふき出でる。

　久ひさ々びさに見る諭ゆ吉きち先生の顔──それも、団体でお出ましではないか！

　らいはが、後ろから風太郎の手元をのぞき込こんだ。

「お兄ちゃんの汗で諭吉さんがしわしわに！」

「一日五千円を五人分。計二回で五万円だそうです。」

　まさか、これほど報ほう酬しゅうが高こう額がくとは……。

「お母さん、お兄ちゃんがやりました。」

　タンスの上に飾かざってある母親の遺い影えいに、らいはが手を合わせて報ほう告こくする。

（すげぇ……これなら借金もあっという間に……。）

　ギラギラしていた風太郎の目が、ふと正気に戻もどった。

「じゃあ私わたしはこれで……。」

　腰こしを上げかけた五い月つきに、風ふう太た郎ろうはタン！　と封ふう筒とうをちゃぶ台に置いて、「受け取れねぇ。」と突つき返かえした。

「たしかにおまえたちの家に二回行った。だが俺おれはなにもしてねぇ。」

　五月は一いっ瞬しゅん、意外そうな表ひょう情じょうになったが、さらりと口にした。

「そうでしょうか、セクハラしてたじゃないですか。」

　らいはが「お兄ちゃん？」と汚けがらわしいものを見る目になる。

「あの誤ご解かいは解とけただろ！」

　風太郎が抗こう議ぎすると、五月はふっと表情を和なごませた。

「なにもしてないことはないと思いますよ。あなたの存そん在ざいは、五人のなにかを変えはじめてます。」

「……五人って……。」

「ハッ、まちがえました、四人です。」

　五月は急いで打ち消すと、また封筒を風太郎のほうへ戻もどしてくる。

「と、とにかく返金は受け付けません。どう使おうがあなたの自由です。」

　毎月かなりの報ほう酬しゅうが見込めるともなれば、少しぐらい使ってもバチは当たるまい。風ふう太た郎ろうは封ふう筒とうを前にう～～～んと腕うで組ぐみして考えた末、言った。

「らいは、なにか欲ほしいものはあるか？」




　ゲームのルーレットが、大当たりのマスで止まった。

「あわわわわ～！」

　派は手でな光と音を出しながら、コインがジャラジャラと払はらい出だし口ぐちから噴ふき出だしてくる。

「お兄ちゃん！　コインが、コインが！」

　らいはがオタオタして、後ろに立っている風太郎を振ふり返かえる。

「ハハハ、やったな！」

　無む邪じゃ気きに遊ぶ妹に笑いかけると、風太郎はスッと素すに戻もどった。

「なんでおまえも来てんだ。」

「しかたないでしょう……。」

　らいはのリクエストでゲームセンターにやってきたはいいが、隣となりになぜか五い月つきがいる。

「断ことわれよ！」

「断れませんよ、かわいすぎます！」

　あんなウルウルの目で「五い月つきさんももちろん行くよね？　ダメ？」とお願いされたら、うなずく以外になにができようか。

「わかる！」

　兄バカの風ふう太た郎ろうも、グッとこぶしを握にぎりしめて全力同意。

　風太郎と五月も、エアーホッケーやクレーンゲーム、太たい鼓このゲームなど、らいはと一いっ緒しょに楽しく遊んだ。だいたいが頭ず脳のうより運動神しん経けいを要するので風太郎はまったくいいところを見せられなかったが、らいはが大笑いしているのでよしとする。

　よほど来てみたかったのだろう、らいはは目を輝かがやかせ、あちこちキョロキョロしながら歩いていく。

「らいはちゃん、楽しそうですね。」

　風太郎とらいはの後ろをついていきながら、五月がほほえむ。

「らいはには、家の事じ情じょうでいつも苦労かけてる。本当はやりたいことがもっとあるはずだ。」

　よその子こ供どもたちのように、たまには家族でどこか出かけたいだろう。毎日の食事作りも大変なはずなのに、らいはは文もん句く一つ言わない。

「あいつの望みは、すべて叶かなえてやりたい。」

　いつになく真しん剣けんな風ふう太た郎ろうの横顔を、五い月つきがじっと見つめる。

「お兄ちゃん、五月さん！　最後に三人であれやってみたいな。」

　らいはが指さしているものを見た風太郎は息をのんだ。あれは、うわさに聞くプリクラ。風太郎とは別次元に住む、リア充じゅう御ご用よう達たしのシロモノではないか。

「そ、それよりあっちのほうが……。」

　反対方向へ足を向けた風太郎の肩かたに、五月がポンと手を置く。

「すべて叶える……でしょう？」

　決意を浮うかべた目が、あなたも観念なさいと言っている。

　しぶしぶ撮さつ影えいブースに入り、真ん中の台の上に立ったらいはの両側に、それぞれ風太郎と五い月つきが立った。プリクラ機がやけに明るい声で、『素す敵てきな笑え顔がおで決めちゃお☆』などとよけいなお世話をやいてくる。

「二人とも顔が硬かたいよ！」

　らいははニコニコしているが、五月も風ふう太た郎ろうに負けず劣おとらず顔がこわばっている。

「やっぱりおまえらだけで……。」

　出ていこうとする風太郎の手を、らいはががっちりつかんだ。

「逃にがさないよ！　ほら、五月さんも。」と、もう片かた方ほうの手で五月の手を取る。

「なんかこれ、家族写真みたいだね。」

「…………！」

　動どう揺ようする二人をよそに、カシャ！　とシャッター音が鳴った。

　外に出て数分待つと、プリクラ機から印刷されたシール写真が出てきた。

「おまえ、なんて顔してんだ。」

「あなたこそ。」

　風太郎と五月がディスり合っていると、らいはが満面の笑えみで振ふり返かえった。

「お兄ちゃん、五い月つきさん、ありがとう！　一生の宝たから物ものにするね。」

　そう言って、プリクラの写真を大切そうに胸むねに当てる。

　らいはの純じゅん真しんな姿すがたに、二人はいつの間にか気まずさを忘わすれてほほえんでいた。




　ゲームセンターを出ると、もう日が暮れようとしていた。

　らいははプリクラの写真を見ながら、ルンルンで先を歩いていく。

「けっきょく日曜日が潰つぶれちまった……。」

　らいはが喜よろこんでくれたのはいいが、風ふう太た郎ろうの予定は大おお幅はばにくるってしまった。

「いや、まだ夜がある。おまえらも夜は勉強しろよ。」

　風太郎が言うと、五月はあきらかにギクッとした。

「あ……私わたしはここで……。」

　くるっと回れ右して、足早に帰ろうとする。

「なんだか怪あやしいな……宿題は出てるだろう？　済すませたのか？」

「わーっ、ついてこないでください！」

　ゾンビのように両手を突つき出だして追いかける風ふう太た郎ろうから、五い月つきが必死で逃にげていく。

　すると、後ろから不思議そうならいはの声がした。

「お兄ちゃん、五月さんが四人いる。」

「え？」

　振ふり向むいた風太郎の目に、五月を除のぞく、浴衣ゆかた姿すがたの五つ子が映うつった。

「あっ!!　上うえ杉すぎさん！」

　四よつ葉ばが真っ先に声をあげた。頭のうさ耳リボンと同じグリーン地の、かわいい花はな柄がらの浴衣を着ている。

「五月！　なんでそいつといるのよ。」

　オシャレな二に乃のは、うさぎの絵がプリントされた薄うす紫むらさき色いろの浴衣ゆかた。

　薄うすいブルー地にツバメ模も様ようの浴衣の三み玖くは、なぜか不ふ機き嫌げんそうだ。

「もしかしてデート中？　ごめんね～？」

　一花が冷やかし笑いする。黄色が差し色の風かざ車ぐるま柄がらの浴衣は、四人の中でいちばん大人っぽい。

「ちがいます！」

　一いち花かのおふざけを真に受けた五い月つきが、全ぜん身しん全ぜん霊れいで否ひ定ていする。

「おー、上うえ杉すぎさんの妹ちゃんですか？」

　四よつ葉ばが歩あゆみ寄よって、らいはの前にしゃがみ込こんだ。

「これから一いっ緒しょに、花火大会に行きましょう！」

「花火!?」らいはの顔がパッと輝かがやく。

　風ふう太た郎ろうも行かせてやりたいのはやまやまだが、遊んでばかりもいられない。

「ちょっと待て！　俺おれには勉強する予定があるし、おまえらも宿題が。」

　五つ子が同時にギクリとした。

「お兄ちゃん……。」

　らいはがウルウルして風太郎を見上げる。

「ダメ？」

「もちろんいいさ！」

　笑え顔がおで即そく答とう、ハイ日曜日終しゅう了りょう──。

　だが、ただでは転ばない。風ふう太た郎ろうは厳きびしい顔で五つ子たちに向き直った。

「ただし、おまえらは、宿題を、終わらせてからだ！」




　提灯ちょうちんの薄うす明あかりに照らされた会場にはたくさんの屋台が並ならび、すでに多くの人でにぎわっている。

「やっと終わった～！」

　二に乃のが大きく背せ伸のびをする。

　いったんマンションに戻もどり、風太郎の厳げん重じゅうな監かん視しのもと、五つ子たちは全員ミッションをやり遂とげた。

「みんな、お疲つかれさま～！」

　宿題が終わるまで、自宅で待機していたらいはも合流する。

「花火って何時からだっけ？」

「十九時から二十時まで。」

「まだ一時間あるし、屋台行こーっ!!」

　四よつ葉ば、三み玖く、一いち花かがワイワイ相談しながら歩いていく。
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（なんだ……あのテンションの高さは……。）

　後ろをついていく風ふう太た郎ろうは、一人どよ～んと暗いオーラを漂ただよわせていた。

「あっ、金魚すくいしませんか？」

「うん、やる～！」

　四よつ葉ばとらいははお子様どうし、すっかり意気投合している。

　風太郎はきびすを返し、近くにあった車止めのポールに腰こしかけた。ま、五つ子たちにしては珍めずらしく、あの二に乃のまでが「花火大会始まっちゃうわよ～!!」と言いながらもすんなり宿題をやっていたし、今回は我が慢まんしてつき合うことにしよう。しかし、そこまでして花火が見たいかねえ……。

「なんですか、その祭りにふさわしくない顔は……。」

　声をかけられ、風太郎は「あ？」と顔を上げた。

　両サイドを残し、低めの位置でお団だん子ごにしたまとめ髪がみ、赤いストライプ模も様ようの浴衣ゆかた、手には食べかけのアメリカンドッグ。

　風ふう太た郎ろうがジッと見つめていると、その顔がみるみる赤くなった。

「あ……あんまり見ないでください。」

　うなじに手をかけ、恥はずかしそうにそっぽを向く。

「誰だれだ？」

「……は!?」

「ただでさえ顔が同じでややこしいんだから、髪かみ形がたを変えるんじゃない。」

「い……五い月つきです！　どんなヘアスタイルにしようと私わたしの勝手でしょう！」

「あ～あ、ダメだな～。」

　たくらみ顔の一いち花かが三み玖くと一いっ緒しょにやってきた。

「女の子が髪かみ形がた変えたら、とりあえず褒ほめなきゃ。」

　腰こしをかがめ、風太郎の耳元にささやく。

「ほら、浴衣ゆかたは本当に下着を着ないのか興きょう味みない？」

「それは昔の話な。知ってる。」

　一花の挑ちょう発はつに耐たい性せいがつきつつある風太郎は、みじんも動じない。

「本当にそうかな～？」

　あろうことか、浴衣の襟えり元をチラリとはだける。

「一いち花か……！」

　五い月つきと三み玖くがギョッとした。

「なーんて冗じょう談だんで～す。どう？　少しはドキドキした？」

「……ウザッ。」

　なんなんだ、この妙みょうなノリは。風ふう太た郎ろうは頭を抱かかえた。

　そのとき、一花の巾きん着ちゃくの中でスマホが震ふるえだした。スマホを取り出しながら、その場を離はなれて少し距きょ離りを取る。

　入いれ替かわりに、二に乃のがやってきた。

「アンタたちこんなとこでなにしてんのよ。一花、もう行くよ！」

　一花は「ごめん、ちょっと電話。」とみんなに背せを向け、スマホを耳に当てた。

「はい……えっ……今夜、ですか？」

　風太郎がなにげなく見ると、一花はしゃべりながらなぜか表ひょう情じょうを曇くもらせている。さっきまでのふざけた一いち花かとは別人のようだ。

「ていうか！」

　怒おこったような声に視し線せんを戻もどすと、二に乃のが腕うで組ぐみして風ふう太た郎ろうを見下ろしている。

「今日は五人で花火を見にきたのに、なんでアンタもいるのよ。」

「俺おれは妹と来てるだけだ。」

　言ったそばから、らいはが四よつ葉ばと歩いてきた。

「お兄ちゃーん、見て見て！　四葉さんがとってくれたの！」

　たくさんの金魚が、ビニール袋ぶくろの中で泳いで、というよりうごめいている。しかも三袋ふくろだ。もはや金魚すくいなどという控ひかえめなものではなく、大漁という単語が浮うかぶ。

「……四葉。もう少し加か減げんはできなかったのか。」

「あはは……らいはちゃんを見てると、不思議とプレゼントしたくなっちゃいます。」

「これも買ってもらったんだ！」

　らいはがうれしそうに、手持ち花火のセットを見せる。

「それ今日いちばんいらないやつ！」

「だって、待ちきれなかったんだもーん。」

　まったく、いつやるんだよ……だが、かわいいので許ゆるす。

「四よつ葉ばのお姉さんに、ちゃんとお礼言ったか？」

「四葉さん、ありがと！　だーい好き！」

　らいはが四葉に抱だきついていく。

「あーん、らいはちゃんかわいすぎます。私わたしの妹にしたいです！」

　キュンキュンしてらいはに頰ほおずりしていた四葉が、ふと真顔になった。

「待ってくださいよ……私わたしが上うえ杉すぎさんと結けっ婚こんすれば、合法的に姉と妹に……。」

「自分でなに言ってるかわかってる？」

　二に乃のがツッコみ、風ふう太た郎ろうの鼻先に指を突つきつける。

「アンタも四葉に変な気を起こさないでよ！」

「ねぇよ！」

　思わず後ずさりした風太郎のひじが、三み玖くの胸むねにぽよんとぶつかった。

「ああ、すまん！」

「い……いいよ……。」

　三み玖くが赤くなってうつむいたところへ、一いち花かが戻もどってきた。

「お待たせ。さ、行こう。」

「ん？　どこか行くのか？」

　風太郎の素そ朴ぼくな質しつ問もんに、三玖が答える。

「二に乃のがお店レストランの屋上、借り切ってるから。」

「借り切るだと!?　ブルジョワか！」

　しかし、身動きもできないようなこの人ひと混ごみより、はるかに落ち着いて見られるだろう。それに、背せの低いらいはも苦労せずにすむ。

「ちょっと待ちなさい。」

　とがった二乃の声に、移い動どうを始めていた一同が振ふり返かえった。

「せっかくお祭りにきたのに、アレも買わずにいくわけ？」

　四人の姉し妹まいがいっせいに「あっ。」と声をあげる。

「そういえばアレ、買ってない……。」

「あ、もしかしてアレの話してる？」

「アレやってる屋台、ありましたっけ。」

「早くアレ食べたいなー。」

　三み玖く、一いち花か、五い月つき、四よつ葉ばが〝アレ〟についていっせいにしゃべりだす。どうやら五つ子の好物らしい。

「なんだよ……アレって？」

　気になって風ふう太た郎ろうがきくと、五人が「せーの。」と声を合わせる。

　一花は「かき氷」、二乃は「リンゴ飴あめ」、三玖は「人形焼き」、四葉は「チョコバナナ」、五月は「焼きそば」。

　同時に言った〝アレ〟は、見事に全員バラバラだ。

「「「「「全部買いにいこーっ！」」」」」

　そこだけは意見が一いっ致ちする。

「……おまえらが本当に五つ子か、疑うたがわしくなってきたぞ。」

　風太郎はボソッとつぶやいた。




　打ち上げ時間が近くなるにつれ、ますます人出が増ふえてきた。

「らいは、離はなれると迷まい子ごになるぞ。ここつかんでろ。」

　風ふう太た郎ろうが半はん袖そでシャツの腕うでをさしだす。

　らいはが「はーい。」とシャツの袖をつかんで歩く。

　そばを歩いていた二に乃のが、仲なか睦むつまじい兄妹の様子をチラッと見やった。

「納なっ得とくがいきません！　……あの店主。」

　五い月つきはご立りっ腹ぷくである。香りにつられて立たち寄よったベビーカステラの屋台のおじさんが、「べっぴんさんにはおまけしちゃうよ～！」と一いち花かの袋ふくろにはこぼれるほど入れたのに、五月の袋はスカスカなのだ。

「どういうことですか？　同じ顔なのに。」

「複ふく雑ざつな五つ子心……。」と三み玖くがぽつりと言う。

「らいはちゃん！　次は輪投げしよっか！」

「うん、やるー！」

　四よつ葉ばとらいはは、「行こ～！」と元気よくゲームの屋台に駆かけだしていった。

「迷まい子ごになるなよ！」風ふう太た郎ろうは気が気でない。

「あっ、焼きそば、焼きそば！」

　五い月つきはお目当ての屋台に突とつ撃げき。一いち花かも続く。

「アンタたち遅おそい!!」

　先頭を歩いていた二に乃のが、イライラして振ふり返かえった。

「二乃のやつ、気合入ってんな。」

　風ふう太た郎ろうはひょっとこのお面を頭につけた三み玖くと並ならんで歩きながら言った。なぜ数あるお面の中からそれを選んだのか、やはり三玖の趣しゅ味みは独どく特とく、ぶっちゃけ年寄りくさいと言わざるを得えない。

「おまえらもずっとテンション高いし。花火なんて毎年やってるだろ。」

「……花火は、お母さんとの思い出なんだ。」

　三玖は遠くを見るような、切ないような目で話しだした。

「お母さんが花火が好きだったから、毎年そろって見にいってた……お母さんがいなくなってからも、毎年そろって……私わたしたちにとって花火って、そういうもの。」

　そういうことか……風ふう太た郎ろうは、三み玖くから二に乃のに視し線せんを移うつした。どうりであいつがはりきっているわけだ。人ひと混ごみの中で、なんだか二乃の後うしろ姿すがただけが浮うかび上あがって見えた。




『大変長らくお待たせしました。まもなく花火大会を開始いたします。』

　会場に設せっ置ちされたスピーカーからアナウンスが流れ、来場者からワッとどよめきが起こる。

「アンタたち……あれ？」

　一人で先を歩いていた二乃は、振ふり返かえってキョロキョロした。

　みんなの姿が見当たらない。いつの間にか、距きょ離りが開いてしまったらしい。

「痛いたっ、足踏ふんだの誰だれよ！」

　人がいっせいに花火会場に向かって動きだした。流れに逆さからって探さがしにいこうとしたが、どんどん人波が押おし寄よせてくる。

「ちょっと……みんな、どこ!?」

　会えなかったらどうしよう。だんだん不安になってくる。

「四よつ葉ば！　一いち花か！　五い月つき！　三み玖く！　上うえ……。」

　押おされて転びそうになった二に乃のの手を、誰だれかがつかんで引ひき寄よせた。

「つかんでろ。」

　風ふう太た郎ろうが、さっき妹にしたように、二乃の手を自分のシャツの袖そでに持っていく。

「な、なによ……！」

「こんなところじゃらちがあかない。ひとまず予約したっていう店まで案内してくれ。」

　そう言うと、風太郎は二乃から手を離はなして前を向く。さっきまで一いっ緒しょに歩いていた三玖とも、いつの間にかはぐれてしまった。

「アンタなんかお呼よびじゃないわよ。」

「はいはい、行くぞ。五人で花火を見るんだろ。」

　目の前の風太郎の背せ中なかが、なぜか大きく見える。悔くやしかったけれど、ホッとしたのもたしか──二乃は顔を赤らめ、そっと風太郎の袖を指でつまんで歩く。

　やっと人ひと混ごみを抜ぬけ、目的のレストランにたどり着いた。

「……ここか？」

「ええ。このビルの屋上。」

　もう開始時間が目前に迫せまっている。二人は階かい段だんを駆かけ上あがった。

「ハァハァハァ……きっともうみんな集まってるわ……。」

　屋上に出ると同時に、ヒュ～と花火が打ち上がった。

「あっ！」

　ドーン！　大きな破は裂れつ音おんがして、夜空に色あざやかな大輪の花が咲さく。

「どうしよう……。」

　花火に照らされながら、二に乃のはバツの悪そうな、ぎこちない笑え顔がおになった。

「よく考えたらお店の場所、アタシしか知らない……。」

　──花火大会終しゅう了りょうまで、残り五十九分五十一秒。




　ドドーン、パパーン、ドォンドォン。

　次々と花火が打ち上がる。

　二乃はさっきから死んだ魚の目で黙だまりこくっていて、沈ちん黙もくを持もて余あました風ふう太た郎ろうは、花火のうんちくを語りだした。

「日本で最初に花火を見たのは徳とく川がわ家いえ康やすという説があるんだ。起き源げんは中国だが、ヨーロッパを経へて、種たね子が島しまに鉄てっ砲ぽうと共に伝わり……。」

「全然つまんない！　なにが悲しくてアンタと二人で花火見ないといけないのよ！」

「おまえが悪いんだろ！」

　逆ぎゃくギレした二に乃のとケンカ腰ごしで言い合う。

　二乃はスマホを手に、唇くちびるを嚙かんでうつむいた。

「スマホも全然つながらないし……がんばって宿題も終わらせたのに……なんでこうなるの……。」

　しょんぼりしている二乃はらしくなくて、風ふう太た郎ろうもなんだか不ふ憫びんになる。

　そのとき、二乃のスマホに四よつ葉ばから着信が入った。

「四葉？　もう、どこにいるの？　え、時計台？　うん、わかった。迎むかえにいくからそこで、あ……。」

　途と中ちゅうで通話が切れ、ツーツーという電子音になった。

「……もう！　妹ちゃんは大だい丈じょう夫ぶ。四よつ葉ばと一いっ緒しょにいるから。」

「あ、ああ……。」

「ぼさっとしてないで、アンタも電話しなさいよ！」

「あ、そうか。」

　あわててスマホを取り出すも、連れん絡らく先さきを登録してあるのは『親おや父じ』と『らいは』の二人だけ。

「ダメだ、この携けい帯たい使えねぇ!!」

「使えないのはアンタよ!!」

「……あれ？」

　ふと下の広場を見た風ふう太た郎ろうは、見覚えのある浴衣ゆかたの後うしろ姿すがたを発見した。

「あれ、一いち花かじゃないか？」

「え!?　あ、ほんとだ！」

　二に乃のがあわてて電話をかけるが、聞こえてきたのは不通を伝えるアナウンスだ。

「なんでよ！　また電波が……。」

　二に乃のの必死な様子に、「花火は、お母さんとの思い出なんだ。」と言った三み玖くの声がよみがえる。風ふう太た郎ろうは、突とつ然ぜんくるりと背せを向けた。

「ここで待ってろ。俺おれがみんなを連れてくる。」

　そう言って、屋上の出入り口に向かう。

「……おまえと二人っきりも嫌いやだしな。」

　途と中ちゅうで立ち止まり、目を合わせないで言いい訳わけがましくつけ加えた。

「ふん、アタシこそ……。」と二乃は言いかけてやめた。柵さくに置いた手にグッと力を込こめる。ここで言い合いなんかしてる場合じゃない。悔くやしいが、頼たよれるのは風太郎だけだ。

「……なんでもない。みんなのことはまかせたわ。」

　二乃は風太郎を振ふり返かえり、まっすぐに目を見て言った。




　花火に沸わく見物客のあいだをぬって、風太郎は一いち花かのもとへ急いだ。

「一花！」

　一いち花かがハッとして振ふり向むく。風ふう太た郎ろうは足を止め、息を切らしながら言った。

「……よかった。二に乃のが待ってる。早く店に戻もどるぞ。」

　一花に伸のばそうとした手が、パシッと誰だれかにつかまれる。

「きみ、誰？」

　現あらわれたのは、派は手でな紫むらさき色いろのセーターを着た口ひげの中年男だ。

（あ、あんたこそ誰だ!?）

　なんだか軽けい薄はくそうなおっさんである。

「一花ちゃんとどういう関係？」

　風太郎は、つかまれた手を振りほどいた。

「関係？」改めてきかれると、とっさに言葉が出てこない。うつむいて考え込む。

「俺おれは……その……友じ……教きょう師し……関係者……知人……そうだ、知人だけど！」

　やっとふさわしい言葉を見つけて顔を上げると、ひげのおっさんがいない。

「あれ……？」

　キョロキョロとあたりを見回すが、一花も一いっ緒しょに姿すがたを消している。

「知人ですけどー!?」

　思わず天に向かって叫さけび、周しゅう囲いの注目を一身に浴びる。

　──いったい一いち花かはどういうつもりなんだ!?

「フータロー。」

　声をかけられて、風ふう太た郎ろうはハッと振ふり返かえった。

「……一花っ……。」と思ったのは早とちりで、そこにいたのはひょっとこ──ではなく、ひょっとこのお面を頭につけた三み玖くだ。

「三玖、よかった！　よく俺おれを見つけられたな。」

「うん……目立ってたから。」

　気まずそうに目をそらす。悪い意味で、と言わなかったのは武ぶ士しの情なさけだ。

「そうだ、一花を追いかける！　ついてきてくれ。」

　風ふう太た郎ろうが行こうとすると、三玖は「あ、待って！」としゃがみ込こんだ。

「痛いたっ……。足……踏ふまれちゃって……。」

　見ると、足あしの甲こうが真っ赤に腫はれている。

「フータローは先行ってて。」

「……背せ中なかに乗ってくれ。」

　風ふう太た郎ろうは三み玖くに背せを向けてしゃがみ、三玖が返事をする間もなくおんぶする。

　体温を感じるほどの近さに、三玖の頰ほおがほんのり染そまった。

「三玖、そこから一いち花かは見えるか？」

　風太郎におぶわれたままで、三玖は背せ伸のびして周しゅう囲いを見回した。

「一いち花か……？　見えないけど……。」

　風太郎は一歩進んでは立ち止まり、また一歩進んでは立ち止まる。

「まさか、このまま追いかけるつもりじゃ……。」

　三玖が恥はじらいつつ言うと、風太郎は無言のまま三玖を背中からおろした。

「重いし追いかけるのは無理だ。」

　きっぱり宣せん言げんする。腰こしが痛いたい。らいはとは全然背せ中なかの重みがちがう。

　近くの階かい段だんに三玖を座すわらせ、風太郎は足に自分のハンカチを巻まいてやった。

「これで少しはましになっただろ。」

「どーも。」とプイッと顔をそむける三み玖く。

（あれ……なんか怒おこってる……？）

　デリカシーを学習しない風ふう太た郎ろうであった。




　みんなとはぐれた四よつ葉ばは、らいはと時計台のたもとにいた。

「らいはちゃん、たこ焼き買ってあげよっか。あっ、あそこに焼きそばが！　向こうにお好み焼きも……。」

　行こうとする四葉のたもとを、台だい座ざに座ったらいはがしっかとつかむ。

「四葉さん、ここ離はなれちゃダメです。」

　誰だれかが見つけてくれるまで、その場所を動かない。迷まい子ごになったときの基き本ほんだ。

　四葉のお腹なかが、グーッと元気よく返事をする。

「ハイッ。これ食べて我が慢まんしてね。」

　らいはが紙かみ袋ぶくろからリンゴ飴あめをさしだし、ニコッとした。これでは、どっちがお姉さんだかわからない。

「あはは……面めん目ぼくない……。」

　四よつ葉ばは苦笑いしながら頭をかいた。
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「それで……一いち花かを見かけたのは本当？」

　三み玖くと風ふう太た郎ろうは、階かい段だんに腰こしかけて話していた。

「ああ……俺おれに気づいたはずなんだが、ひげのおっさんとどこかに行きやがった。心当たりあるか？」

「ううん……あ。」

　いったんかぶりを振ふったものの、三玖は急に思い出した。

「まえに、一花がひげの人の車から出てきたの見たかも。」

「なんだそれ、あやしい関係だったりしないだろうな……いや、どうでもいいが。」

　スマホを取り出して時間を確かく認にんする。もう十九時二十分だ。

「あと四十分。なにやってんだよあいつ。このままじゃ、五人集まるまえに花火が終わっちまうぞ。」

　三み玖くは意外そうに風ふう太た郎ろうを見た。

「勉強関係ないのに協力的。フータローのくせに。」

「失礼な……俺おれにも思うところがあるんだよ。」と言いながら立ち上がる。

「……このために必死に宿題をやっているのも見たしな。」

　三玖を振ふり返かえり、「歩けるか？」と手をさしだす。

「……うん。」

　デリカシーは皆かい無むでも、風太郎はやさしい。三玖もほほえんで手をさしだす。

　二人の手が重なったとき、「すみません。」と声をかけられた。

　会場のスタッフらしき女じょ性せいたちが、クリップボードを手に立っている。

「花火大会に来られた方にアンケートをしているのですが。お二人はどのような関係でしょう？」

　なにこれデジャブ？　風太郎は固まった。さっき、ひげのおっさんに一いち花かとの関係をきかれた光景がよみがえる。

「あー、きくまでもなかったですよね。お二人はカップルということで。」

　もう一人の女性が言い、スタッフどうし笑え顔がおを見合わせる。

「わ、私わたしたちは恋こい人びとじゃなくて……！」

　釈しゃく明めいしようとした三み玖くに、女性スタッフは不思議そうな目を向けた。

「……どう見てもそう見えますが……。」

　視し線せんの先は、つないでいる風ふう太た郎ろうと三玖の手だ。

　二人とも気づいてカーッと赤くなり、パッと手を離はなす。

「こ、これは……っ。」

「そんなんじゃなくて……わ、私わたしたちは……友じ……。」

「ただの知り合いですよ。」

　風太郎が食い気味に三玖の言葉をさえぎった。

「ん？　それより同級生でいいのか……う～ん、それだけでは足りない気もする……顔なじみ……依い頼らい人にん……。」

　ぶつぶつと一人言を言いながら答えを探さがす。

　女じょ性せいスタッフたちは関わり合いになるのを避さけるように、「そ、そうでしたか。失礼いたしました～。」と足早に去っていった。

「フータロー。」

　三み玖くがぷっとムクれて風ふう太た郎ろうをにらむ。

「えっ……？　な、なんだ？」

　また怒おこらせたか……？　もちろんその理由は見当がつかない。

　動どう揺ようしている風太郎を見て、三玖はフッと寂さびしげに笑えんだ。

「……ううん。なんでもない。」

　口ではそう言ったが、さっきの表ひょう情じょうが風太郎の心に引っかかる。

「あ、フータロー。あれ。」

　三玖が雑ざっ踏とうの中を指さした。あの赤いストライプの浴衣ゆかたは五い月つきだ。スマホを手に持って、キョロキョロしながら歩いている。

「ここで待ってろ、俺おれが連れてくる。」

　風太郎は人ひと混ごみをかき分け、五月を追いかけた。

「五月！」

　ハッとして五い月つきが振ふり返かえった。安あん堵どを浮うかべた明るい笑え顔がおが、風ふう太た郎ろうを見たとたん切れた電球のように暗くなる。

「なんだ、あなたですか……。」

「残念さを少しは隠かくしなさい。この先で三み玖くが休んでる。ひとまず合流しよう。」

「あ、はい……。」

「これで行ゆく方え不ふ明めいは一いち花かだけか。」

　移い動どうしながら、風太郎は前を歩く五月の背せ中なかに向かって言った。

「……一つ、きいていいか？　俺おれたちってどういう関係？」

「なんですかその気味の悪い質しつ問もん。」

　心が鋼はがねになりつつあるので、五月の辛しん辣らつな返事も平へい常じょう心しんでスルーする。

「そうですね……百歩譲ゆずって赤の他人でしょうか。」

「百歩譲っても!?」簡かん単たんに心折れた。ポッキリ逝いった。

「……それに、私わたしにきかずとも。」

　五月は足を止め、風太郎を振ふり向むいた。

「あなたはその答えを、すでに持ってるじゃないですか。」

　パーン！　ひと際きわ大きな花火が五い月つきの背はい後ごで上がった。

　……なんだ答えって。風ふう太た郎ろうは首をかしげた。やっぱり人間関係は、勉強よりはるかに難むずかしい。

「今はそれより一いち花かです。どこに行ったのでしょう。」

　五月は心配そうに先へ進んでいく。

「よかった。五月ちゃんと合流できたんだね。」

　風太郎のすぐ後ろで、いきなり声がした。

「一いち……！」

　名前を呼よぼうとした口もとに一花がピタッと指を当て、「こっち来て。」と風太郎を五月から引き離はなすように、反対方ほう向こうへ引っぱっていく。

「花火見た？　すごいよね。」

「おい！　どこ行くんだ、五人で見るんだろ!?」

　風太郎がいなくなったことに気づかない五月と、どんどん距きょ離りが離はなれていく。

「あはは、いーからいーから。」

　戸と惑まどう風ふう太た郎ろうを細い路ろ地じ裏うらに連つれ込こみ、一いち花かが逆ぎゃく壁かべドンする。

「……それでね。さっきのことは秘ひ密みつにしておいて。」

　目に強い意い志しを感じるものの、顔からも声からもまるっきり感かん情じょうを読み取れない。

「私わたしは、みんなと一いっ緒しょに花火を見られない。」

　一花が言ったそのとき、立て続けに五発の花火が上がった。




　そのころ、ほかの五つ子たちは──。

「……え？　上うえ杉すぎくん？」

　さっきまで後ろにいた風太郎の姿すがたが見えないことに気づいた五い月つきは、うねるような人の波にもまれながら、不安げな顔で風太郎を探さがしはじめた。

　階かい段だん近くのショーウインドウの前にポツンとたたずんでいるのは、なかなか戻もどってこない風太郎を待っている三み玖くだ。

　時計台の四よつ葉ばとらいはは、まさかみんながそんな状じょう況きょうだとは思わない。

「きれいだねぇ。」

「うん！」

　迷まい子ごを決きめ込こんで時計台の下に並ならんで座すわり、無む邪じゃ気きに花火を楽しんでいた。

　そしてビルの屋上に残された二に乃のは、五人で見るはずの花火を、一人で切なく見上げていた。




　──花火大会終しゅう了りょうまで、残りあと二十四分。





第五話　全員で五等分







（フータロー……遅おそい……。）

　ショーウインドウの前の三み玖くは、心細さを打ち消すように目を閉とじた。

　ただの知り合いですよ──風ふう太た郎ろうの言葉が、抜ぬけないトゲのように胸むねに刺ささっている。ただの知り合い。特別でもなんでもない、その他大おお勢ぜいの一人……。

　三玖はゆっくり目を開けた。ショーウインドウのガラスに、いつもと代かわり映ばえしない自分の顔が映うつる。一いち花かが言ってたっけ……。

　──女の子が髪かみ形がた変えたら、とりあえず褒ほめなきゃ。

　三玖はヘッドフォンとひょっとこのお面を外して、巾きん着ちゃくからハンカチを取り出した。




　みんなと一いっ緒しょに花火を見られない──ってどういうことだ？

　路ろ地じ裏うらで一いち花かに壁かべドンされている状じょう況きょうを含ふくめ、風ふう太た郎ろうにはまるで意味がわからない。ついさっきまで、一花はあんなにハイテンションだったではないか。

「急なお仕事頼たのまれちゃって……だから、花火は見にいけない。」

　一花は少しうつむき、フッと笑って風太郎から離はなれた。

「それにほら、同じ顔だし、一人くらいいなくても。」

「それは無理があるな……。」

「ごめんね、人、待たせてるから。」と一花はきびすを返した。

「お、おい！　ちゃんと説明しろよ！」

　風太郎の声に、一花の足が止まる。

「なんで？」

「え？」

「なんでおせっかい、焼いてくれるの？　私わたしたちの家庭教きょう師しだから？」

　振ふり向むいて、静かに問とい詰つめてくる。風太郎はグッと言葉に詰まった。

「どうして？」

　口角は上がっているけれど、一いち花かの目はまったく笑っていない。
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「……たしかに！」

　痛いたいところを突つかれた風ふう太た郎ろうの手が、わなわなと震ふるえだす。

「客観的に見て、なんでよけいな面めん倒どう見てんだって感じだよな！」

「じゃあ、そういうことだから。」

　バーイと手を振り、路ろ地じ裏うらを出ようとした一花が、急に立ち止まった。

「あ、やば！」と、あわてて風太郎のところに戻もどってくる。

「どうしよう！　仕事仲間がこっちに！　黙だまって抜ぬけてきたから、怒おこられちゃう……。」

　一花はまた歩いていって、路地裏の角からそっと様子をうかがっている。

　風太郎も一花の後ろから顔をのぞかせると、人ひと混ごみの中で、紫むらさき色いろのセーターを着た中年の男が人を探さがしている様子だ。

「……あれ？　あのおっさん、さっきおまえと。」

「大変、こっちに来る！」

　一いち花かが振ふり返かえって、後ずさりする風ふう太た郎ろうに迫せまってくる。

「お、おい！」

　いきなり一花が抱だきついてきた。なりゆきで風太郎の手が一花の背せ中なかに回り、自然と抱き合うかっこうになる。

　と、ほぼ同時に、口ひげのおっさんが路ろ地じ裏うらをのぞき込こんだ。

　顔を見られないようにするためだろう、一花は風太郎の胸むねに深く顔をうずめている。

　おっさんはチラッと二人を見て、そのまま「よっこいしょ。」と、角のブロックに腰こしを下ろした。

（そこ座すわるんかい！）

　幸い気づかれることはなかったが、身動きが取れないじゃないか。

　気のせいか、胸むねから伝わる一花の鼓こ動どうがどんどん速く大きくなっていく。

「おい……いつまでこうしていればいいんだ？」

「ごめん、もう少し……。」

　背せ中なかに回った一花の手が、小こ刻きざみに震ふるえている。

「私わたしたち、はたから見たら恋こい人びとに見えるのかな？」

「ん、まぁ……欧おう米べいじゃあるまいし、この状じょう態たいは恋人に限かぎられるだろうな……。」

「ふふっ……本当は友達なのに、悪いことしてるみたい。」

　風ふう太た郎ろうは大きく目を見開くと、戸と惑まどい気味に一いち花かから体を離はなした。

「俺おれらって、友達なのか……？」

「えっ！」

　一花はドキリとした。まさかフータローくんは、友達以上だと思ってるってこと……？

「えーっと……ハグだけで友達超こえちゃうのは、さすがに早いかなー。」

　ごまかし笑いしながら、ポリポリとほっぺたをかく一花。

「そ、そうじゃなくて……！　俺はただの雇やとわれ教きょう師しだ。それさえなければ、おまえたちと接せっすることもなかっただろう。そんな関係を友達と言うには違い和わ感かんが……。」

　あまりに経けい験けん値ちが低いため、人づき合いにも定てい義ぎが必要なのである。

　ぽかんとして聞いていた一花が、あきれ顔になった。

「なにそれっ、めんどくさっ。私は友達だと思ってたのに、やっぱりフータローくんはちがったんだ。傷きずつくなぁ～。」

「いや……俺おれは……。」

　そこで風ふう太た郎ろうは、ふいに思い出した。アンケートを受けたとき、風太郎が三み玖くのことを「ただの知り合いですよ。」と言ったこと。そのあと、三玖がムクれて寂さびしそうに笑ったこと──。あのとき、三玖も本当は、傷ついていたんだろうか。

「もしもし。」

　おっさんの声が聞こえてきて、風太郎はわれに返った。

「申もうし訳わけありません。少しトラブルがあって……撮さつ影えいの際さいは大だい丈じょう夫ぶですので。」

　電話で誰だれかに必死で弁べん解かいしている。

「撮さつ影えい？　……おまえの仕事って……。」

　一いち花かはまた、風太郎の体に隠かくれるようにして背せ中なかに手を回した。

「じつはあの人、カメラマンなの。私わたしはそこで働かせてもらってる。」

「カメラアシスタント……。」

　見当をつけて言うと、一花はかすかに目をそらした。

「……うん。いい画えが撮とれるように試し行こう錯さく誤ごする……今はそれが何より楽しいんだ。」

「そんなことしてて大だい丈じょう夫ぶかよ。おまえたちは勉強に集中しなきゃ、進学すら怪あやしいんだぞ。」

　風太郎には、まるで崖がけっぷちで道草を食っているように見える。学生の本分は学業、それ以外は不要と切きり捨すてている風ふう太た郎ろうからすれば、時間の浪ろう費ひ以外のなにものでもない。

　と、一いち花かが体を離はなし、真しん剣けんなまなざしで風太郎を見上げた。

「……フータローくんは、なんのために勉強してるの？」

　思いがけない問いかけが返ってきた。

（なんの、ために……。）

　ふいに遠い日の記き憶おくがよぎる。

　風になびく長い髪かみ。淡あわいピンク色のワンピースの少女が、風太郎に明るく笑いかけている──。

「それは……。」

「一花ちゃん！　見つけた！」

　突とつ然ぜん、おっさんのでかい声がした。

「しまっ……。」

　風ふう太た郎ろうと一いち花かが同時に振ふり向むく。が、おっさんはこちらを見もせず、路ろ地じ裏うらを通とおり越こして視し界かいから消えた。そしてまたすぐ、誰だれかの手を引いて戻もどってくる。

「こんなところでなにやってんの？　早く来て。」

「あ、あの。」

　おっさんに手を引っぱられて通とおり過すぎていったのは──。

「……三み玖く!?」

　一いっ瞬しゅんの間のあと、一花が気づいた。いつもたらしているセミロングの髪かみを、後ろで結んである。薄うす暗ぐらい場所では、ショートに見えたのかもしれない。

「もしかして、私わたしとまちがえて……。」

　一花と風太郎は顔を見合わせた。




　二に乃のは花火に背せを向けてテーブルに座すわり、スマホに保ほ存ぞんしてある昔の写真を見ていた。

　子こ供どものころの五つ子が、お団だん子ごみたいに並ならんで花火を見上げている。

　一人で見る花火なんか、意味がない……。

　そのとき、スマホの画面が五い月つきからの着信画面に切きり替かわった。

「五月！　今どこ？」

「わかりません……迷まよってしまって……もう、みんなで見るのは無理かもしれません。」

　泣きそうな声が聞こえてくる。

「なに弱気になってんのよ！　いい、今アタシが……。」

　そこで通話が途と切ぎれ、ツーツー音になる。

「……っ！」

　持ち前の負けん気がむらむらと頭をもたげ、二に乃のはグッとスマホをにぎりしめた。

（あきらめてたまるもんですか！　絶ぜっ対たい五人で花火見るんだから！）

　決意の表ひょう情じょうで立ち上がった二乃の背はい後ごで、ドドーン！　と特大の花火が上がった。




　風ふう太た郎ろうと一いち花かは、おっさんに連れ去られた三み玖くを追っていた。

「いた！　あそこだ。電話は？」

「つながらない。」

「おまえ、なんで仕事抜ぬけ出だしてきたんだよ。」

　一いち花かは言葉に詰つまったが、すぐにツンとあごをそらした。

「言いたくない！　……どうやらフータローくんとは友達じゃないらしいし。」

「……そうは言ったが……。」

　いや、一花の言うとおりだ。なんでそんなこときいてんだ俺おれ。こいつらが何をしてようが、俺には関係ない。関係ないんだ……！

　自問自答する風ふう太た郎ろうに、頭の中でひげのおっさんが問いかけてくる。

　──一花ちゃんとどういう関係？

　なんでもない、と寂さびしげに笑えんだ三み玖く。〝ただの知り合い〟は正せい解かいじゃなかったのか？

　──それに、私わたしにきかずとも。

　風太郎の足が止まる。俺たちがどんな関係かきいたとき、五い月つきはあのあとなんて言った？

「フータローくん？」

　一花も立ち止まり、下を向いて考かんがえ込こんでいる風ふう太た郎ろうを不思議そうに見る。

　風太郎はアッと顔を上げた。

　──あなたはその答えを、すでに持ってるじゃないですか。

　あのときはわからなかった答えが、夜空に開いた花火のようにひらめいた。




　風太郎がハンカチで応おう急きゅう処しょ置ちしてくれた足が痛いたみだし、三み玖くは片かた足あしを引きずるようにして引っぱられていく。どういう関係か知らないけれど、このひげのおじさんは三玖を一いち花かと思おもい込こんでいるようだ。

「あの……私わたし……一花じゃ……。」

　元気のいい四よつ葉ばの声とちがって、ボソボソ話す三玖の声は雑ざっ踏とうにかき消されてしまう。

　花火会場を離はなれ、人通りの少ない、シャッターの閉しまった商店街に入った。

　どうしよう。このままどこかに連れていかれたら──。

　そんな三玖の不安をかき消すように、誰だれかの手が三玖の手をつかんだ。そのままおじさんから引き離し、もう一方の手で体を支ささえてくれる。

　さらわれた姫ひめを救すくいにきた騎き士しのごとく登場したのは、風ふう太た郎ろうだ。

「きみはさっきの……？　なんだきみは？　きみはこの子のなんなんだ!?」

「俺おれは……。」

　この関係を友達とは言えないが、初めて五つ子の家に行ったあのとき、五い月つきに対してとっさに出た言葉がいちばんしっくりくる。

「俺はこいつの……こいつらの……。」

　ババン！　と花火が上がる。

「パートナーだ！　返してもらいたい。」

　風太郎は、ひげのおっさんに毅き然ぜんと言い放った。

　三み玖くが胸むねを射い抜ぬかれたように風太郎を見つめる。

　追いついてきた一いち花かも、打たれたように立たち尽つくした。

「な、何をわけのわからないことを！」

「よく見てくれ！　こいつは一花じゃない！」

「あの……。」

　後ろから一いち花かが控ひかえめに声をかけるも、気が高ぶっているおっさんの目には入らない。

「その顔は見まちがいようがない！　うちの大切な若わか手て女じょ優ゆうから手を離はなしなさい！」

　言い切った瞬しゅん間かん、おっさんの目に本物の一花が飛とび込こんできた。

「ええっ!?　一花ちゃんが二人ー!?」

「わかて、じょゆう……？」

　風ふう太た郎ろうと三み玖くは、狐きつねにつままれたような顔で一花を振ふり返かえった。

　一花はバツが悪そうに、赤くなった顔を手で隠かくしている。

「カメラで撮とる仕事って……そっち!?」

　撮るほうではなく、撮られるほう。完全に風太郎の早とちりである。




　一方、時計台の迷まい子ごたちは誰だれにも会えないまま、花火大会はクライマックスに入った。

「……四よつ葉ばさん。花火、もうじき終わっちゃうね……。」

　らいはが悲しそうに言った。

「大だい丈じょう夫ぶです！」と四よつ葉ばはいつもどおりに明るい。

「私わたしたち五人、服も食べ物も色も、好きなものはバラバラだけど、最後は気持ちを一つにしてきました。だから……。」

　満面の笑えみを、らいはに向ける。

「必ずみんなで花火を見られますよ！」

「……うん！」

　らいはも笑え顔がおになって、大きくうなずいた。




「一いち花かが……。」と風ふう太た郎ろう。

「一花ちゃんが……。」とおっさん。

「女じょ優ゆうって……？」と風太郎。

「五つ子って……!?」とおっさん。

「「マジ!?」」

　最後は二人の声がシンクロした。

　仕事仲間にはちがいないが、ひげのおっさんの正体は、一いち花かが所しょ属ぞくする芸げい能のうプロダクションの社長だった。だが、五つ子だということはまったく知らなかったらしい。

「そ、そうだ、こうしてる場合じゃない。行こう一花ちゃん！」

　ひげのおっさん改め、ひげの社長が一花の手をつかんで行こうとする。

「おい、待てって！」

　風ふう太た郎ろうが声をかけたが、一花は振ふり返かえらない。代わりに社長が振り返った。

「人ちがいをしてしまったのは、本当にすまなかったね。でも一花ちゃんはこれから大事なオーディションがあるんだ。」

「そんな。一花、花火、いいのかよ！」

　五つ子にとっては、ただの花火じゃない。毎年、五人そろって花火を見ることに意味があるんじゃないのか。

　一花は少しだけ振り向いて笑え顔がおを作り、「みんなによろしくね。」と、さらりと言った。

「さあ急ごう。」と社長が足早になる。

「一花……！」

　風ふう太た郎ろうが迷まよっているあいだにも、一いち花かと社長はどんどん遠ざかっていく。

「フータロー。一花をお願い。」

　そんな風太郎に、三み玖くが言った。

「三玖……だが、おまえを一人にするわけには……。」

「私わたしはもう、大だい丈じょう夫ぶだから。」

　三玖はにっこりした。風太郎が、ただの知り合いじゃなくて、パートナーだと言ってくれた──それだけで今は十分。

（……どうすれば……。）

　風太郎は決心がつかない。一花を連つれ戻もどしにいきたいのはやまやまだが、三玖のケガをした足が気にかかる。

　そのとき、後ろから能のう天てん気きな声がした。

「どうやら、お困こまりのようですね。」

「ですねー。」

「お……おまえらは!?」

　大小二つの人ひと影かげが、頭をピコピコさせながら近ちか寄よってきた。




　風ふう太た郎ろうがあとを追うと、一いち花かは会場近くのバスロータリーに一人でたたずんでいた。

「一花！」

　階かい段だんの上で立ち止まり、ゼイゼイと肩かたで息をする。

「フータローくん……。」

「ひげのおっさんは!?」

「車……、取りにいってるとこ。」

　階段を下りながら、風太郎は一花を見み据すえた。

「本当に戻もどるつもりはないんだな。」

「……フータローくん、もう一度きくね。」

　下りてきた風太郎に、一花は改めて言った。

「なんでただの家庭教きょう師しのきみが、そこまでおせっかい焼いてくれるの？」

「俺おれとおまえが、協力関係にあるパートナーだからだ。」

　一いち花かはフッと口もとをゆるめ、手に持っていたタブレットをさしだした。

「……台本？」

　風ふう太た郎ろうが受け取ったタブレットには、台本の形でセリフが書いてある。

「半年前に社長にスカウトされて、それからちょくちょく名前もない役をやらせてもらってた。けっこう大きな映えい画がの代役オーディションがあるって教えてもらったのが、ついさっき。いよいよ本ほん格かく的てきにデビューかもってとこ。」

「それがおまえのやりたいことか。」

「そう！　せっかくだから練習相手になってよ。」

　一花は一歩、風太郎に歩あゆみ寄よると、タブレットを指さした。

「相手役の先生がフータローくんね。」

「な、なんで俺おれが……。」

　体をそむける風太郎に、また一花が近づいてくる。

「協力関係でしょ。」

「……棒ぼう読よみでしかできないからな。」風太郎は観念した。

「やった！」

　一いち花かは大おお喜よろこびで、少し距きょ離りを取って風ふう太た郎ろうと向かい合った。

　台本はよくある学園もので、場面はクライマックスの感動の卒業シーンだ。

「じゃあ、いくぞ。」

　風太郎は照れくさそうにしながらも、本気モードが垣かい間ま見みえる。

「うん。お願い。」

　一花の表ひょう情じょうがスッ……と変化した。

　風太郎がゴホンと咳せきばらいをして、最初のセリフを読む。

「『そ、卒業おめでとう。』」

　棒ぼう読よみ選せん手しゅ権けんがあったら、まちがいなくダントツ一位の一本調子である。

「『先生、今までありがとう。あの教室で先生に出会って、初めて私わたしは……。』」

　一花はよどみなくセリフを口にする。

　風太郎の頭に、ふいにその場面が思おもい浮うかんだ。

　机つくえが並ならんだ誰だれもいない教室。窓まどから夕日が射さし込こんでいる。

「『先生……あなたが先生でよかった……あなたの生徒でよかった。』」

　そこに立っているのは、切ない表ひょう情じょうの女子高生──。

　風ふう太た郎ろうは思わず目め頭がしらを押おさえた。

「……あれっ、もしかして私わたしの演えん技ぎ力りょくにジーンときちゃった？」

「『あなたが先生でよかった。』なんて、おまえの口から聞けるとは……。」

「そっちか！」

　そのとき、ブルーのスポーツカーがロータリーに入ってきた。

「……あ、社長の車だ。」

　一いち花かは風太郎からタブレットを受け取り、

「じゃあ行くね。とりあえず役、勝ちとってくるよ。」

　笑え顔がおで言うと、少し先で停とまった車のほうへ歩いていく。

　風太郎はふうっと息を吐はいて目を閉とじた。今の一花の笑顔。さっき、「みんなによろしくね。」と言って去ったときと同じ笑顔だ。

「おい！」

　声をかけ、振ふり向むいた一いち花かの顔をいきなり両手で挟はさみ込こむ。

「……!?」

　一花はワケがわからず顔を赤くしている。

　その頰ほおを、風ふう太た郎ろうがむにゅっとつまんで引っぱった。

「ほえ？」

「その作り笑いをやめろ！」

　一花は、風太郎から逃にげるように後ずさった。

「ははは……え……？」

　一花の笑いが、中ちゅう途と半はん端ぱに途と切ぎれる。

「おまえはいつだってそうだ。路ろ地じ裏うらにいたときも、おっさんとそのまま行こうとしたときも。大事なところで笑って本心を隠かくす。ムカッとくるぜ。」

　風太郎に言われっぱなしのまま、一花は目を合わせない。

「おまえをパートナーだと言ったよな……。俺おれの家には借金がある。」

　突然の告白に、一花は思わず風太郎を見た。

「その借金を返すために家庭教きょう師しをやってる。だが、おまえたち五人には手を焼きっぱなしだ。けっきょく、なんの成果もあげられないまま給料をもらっちまった。」

　淡たん々たんと語り、最後は声を張はり上あげる。

「せめてもらった分の義ぎ理りは果たしたい。それが俺おれの本心だ。以上！」

　一いち花かはあぜんとして、風ふう太た郎ろうを見つめている。

「おまえはどうなんだ。余よ裕ゆうあるフリして、なんであのとき、震ふるえてたんだよ。」

　路ろ地じ裏うらで抱だきついてきたときだ。風太郎の背せ中なかに回した一花の手が、小さく震えていた。

　一花の瞳ひとみから気負いが消え、その向こうで花火がヒュ～ッと一直線に上がっていく。

「……この仕事を始めてやっと、長女として胸むねを張れるようになると思ったの。一人前になるまではあの子たちに言わないって決めてたから、急にオーディションの話がきたこと言えなくて、花火の約束あるのに、黙だまって来ちゃった。」

　一花は風太郎に背せを向け、ビル街のほうを見上げた。今ごろあのビルのどこかで、四人の妹たちは仲よく並ならんで花火を見ているだろうか。

「これでオーディション落ちたら……みんなに合わす顔がないよ。」

　色あざやかな花火が、夜空で続けざまに弾はじける。

「……もう、花火大会、終わっちゃうね……。」

　ぽつんと言うと、一いち花かは風ふう太た郎ろうに目を戻もどして、いつもの調子で言った。

「それにしても、きみが私わたしの細かなちがいに気がつくなんて思わなかったよ。お姉さんびっくりだ。」

「俺おれがそんなに敏びん感かんな男に見えるか？」

　なぜかドヤ顔の上から目線できく。

「自覚はあるんだ……。」

「おまえのささいなちがいなんて気づくはずもない。ただ、あいつらとちがう笑え顔がおだと思っただけだ。」

　真しん剣けんに向き合ってくる風太郎に、一花は降こう参さんしたように苦く笑しょうした。

「……まいったな。フータローくん一人だませないなんて、自信なくなってきたよ。」

「演えん技ぎの才さい能のうないんじゃね？」

「わーお！　直球だね。」

「言っておくが、そのほうが俺おれにとって好都合だ。寄より道みちせずに勉強に専せん念ねんしてくれるからな！」

　すでに血も涙なみだもない鬼おに家庭教きょう師しに戻もどっている。

「寄り道なんかじゃない。これが私わたしの目指してる道だよ！」

　いつもあっさりしている一いち花かが、珍めずらしくムキになって風ふう太た郎ろうとにらみ合う。

　そのとき、焦じれたように車のクラクションが鳴った。

「一花ちゃん、早く乗って！」

　運転席から、社長がイライラした顔を出した。

「は、はーい。」

　あわてて車に向かう一花の背せ中なかに、風太郎は言った。

「まぁ、あいつらに謝あやまるときはつき合ってやるよ。パートナーだからな。」

　その言葉に、気負っていた一花の心がフッと軽くなる。一花は、安心したように笑えんで目を閉とじた。

　走り去る車を見送ると、風ふう太た郎ろうはおもむろにスマホを取り出した。

「……もしもし、らいはか。四よつ葉ばに代わってくれるか。」




「本日のオーディションは以上です。えー、結果は後日……。」

　終しゅう了りょう直前、バン！　と部屋のドアが開いた。

「遅おくれてすみません、中なか野の一いち花かです……！」

　浴衣ゆかたから洋服に着き替がえ、息を切らして深々と頭を下げる。

　そんな一花に、審しん査さ員いんの冷ややかな視し線せんと参加者たちの迷めい惑わくそうな視線が集まる。

「……じゃあ、準じゅん備びはいいですか？」

　審査員たちはしぶしぶという感じで、すでにやる気をなくしているようだ。

「よろしくお願いします。」

　審査員一同の前に立ち、一花はもう一度頭を下げた。

「『卒業おめでとう。』」

　男だん性せい審査員の一人が、相手役のセリフを事じ務む的てきに読む。

　……大だい丈じょう夫ぶ、もし落ちても一人じゃない。一いち花かの口元に、自然な笑えみが浮うかんだ。

「『先生、今までありがとう。』」

　審しん査さ員いんたちが顔を上げ、おやっという表ひょう情じょうになる。

（うまく笑えてるかな……ああ……こんなとき、みんなはどうやって笑うんだろう。）

　四よつ葉ばなら──三み玖くなら──五い月つきなら──二に乃のなら──。

　一花は、ゆっくりと目をつむった。頭の中で、風ふう太た郎ろうが一花の目の前に立っている。

　私わたしなら、こう笑う。

「『あなたが先生でよかった……あなたの生徒でよかった！』」

「おお……！」

　輝かがやくような一花の笑え顔がおに、審査員たちの目が釘くぎづけになった。




　ドーン！　ババババ……ババ～ン！

　フィナーレの花火が夜空いっぱいに有終の美を飾かざり、最後の火花が消えた。

『第十四回、秋の花火大会は終しゅう了りょういたしました……。』

　見物客たちがざわざわと帰っていく。

　一いち花かと社長は、オーディションを終えてロータリーに戻ってきた。

　風ふう太た郎ろうが歩道の植うえ込こみの縁へりに腕うで組ぐみして座すわり、目を開けたまま鼻からちょうちんを出している。

「完全に目を開けたまま寝ねてる……怖こわ……。」

　一花が引き気味に見ていると、鼻ちょうちんがはじけ、風太郎がビクッと目を覚ました。

「オーディションは終わったのか？」

　起きていたふうを装よそおうが、だいぶ無理がある。

「うん、おかげさまで。」

「いやぁ、一花ちゃんにあんな表ひょう情じょうが出せるとは……それを引き出したのは、おそらくきみだ。」

　感動した社長が、目を閉とじて語りだした。その隙すきに、風太郎が一花の手を取る。

「私わたしも個こ人じん的てきにきみに興きょう味みがわいてきたよ。チュッ♡」

　社長が投げキッスと同時に目を開ける。

「……え？　あれ？　一いち花かちゃん？」

　二人の姿すがたは、すでになかった。




　風ふう太た郎ろうと一花は、住じゅう宅たく街がいを歩いていた。

「フータローくん、どこに向かってるの？」

「近くの公園だ。あいつらが待ってる。」

　それを聞いた一花は、申もうし訳わけなさそうに目を伏ふせた。

「みんな怒おこってるよね……。花火大会見られなかったこと……。」

「そうだな。……だが、あきらめるにはまだ早いんじゃないか？」

　風太郎が立ち止まった。一花も、ハッとして足を止める。

　公園の真ん中で、四人が手持ちの花火をしている。

「あ、一花に上うえ杉すぎさん！　おかえりなさーい。」

　四よつ葉ばが二人に気づいた。
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　ビルの屋上でイラついていた二に乃の。人ひと混ごみを半べそで歩いていた五い月つき。ショーウインドウの前で、所しょ在ざいなさげに待っていた三み玖く。

　一いち花かを追えずに困こまっていたとき、らいはと一いっ緒しょに現あらわれた四よつ葉ばが、風ふう太た郎ろうに協力してくれた。近くの公園を探さがして花火の準じゅん備びをし、みんなに電話をかけて集めてくれたのだ。

　言葉を失なくしている一花に、風太郎は笑って言った。

「打ち上げ花火と比くらべると、ずいぶん見み劣おとりするがな。」

「上うえ杉すぎさん、準じゅん備び万ばん端たんです！　我が慢まんできずにおっ始めちゃいました。」

　四葉が立ち上がって、花火をブンブン振ふり回まわす。

「おまえが花火を買ってたおかげだ。助かったよ。それに、らいはの面めん倒どうも……。」

　ベンチに目をやると、遊あそび疲つかれたらいははすっかり眠ねむりこけている。

「いえ、どっちかと言うと面倒みられてたような……。ししし。」四葉がニマッと笑う。

　二乃も立ち上がって、「きみ！」と風太郎を指さしてきた。

「五月を置いてどっか行っちゃったらしいじゃない。この子、半べそだったわよ。」

「二乃！　そのことは内ない緒しょって！」

「わ、悪い……。」

　正直、風ふう太た郎ろうは一いち花かのことでいっぱいいっぱいだった。

「アンタにひと言言わなきゃ気がすまないわ！」

　二に乃のがツカツカと風太郎に歩あゆみ寄よってくる。

「ぐっ……。」またなんか文もん句くを言われるのか？

「お！　つ！　か！　れ！」

　風太郎をにらみつける顔が真っ赤っかだ。

「まぎらわしい……。」

　二乃の精せいいっぱいのねぎらいらしい。

「五い月つき……。」

　口ごもっている一花に、五月はニコッと笑った。

「さあ、一花も花火しましょうよ。三み玖く、そこにある花火、取ってください。」

「うん……。」

　美しい星空の下の小さな公園が、五つ子の新しい花火会場だ。

　風ふう太た郎ろうの顔をまともに見られない三み玖くはそっぽを向いたまま、腕うでを伸のばして五い月つきの体からだ越ごしに花火をさしだす。

「ああ……。」と風太郎が受け取る。

「遠くありません？」

　真面目な五月に、三玖のほのかな恋こい心ごころを知る由よしもない。

「じゃあ本ほん格かく的てきに始めよっか。」

　二に乃のが花火を掲かかげたとき──。

「みんな！」

　一いち花かが四人の注目を集め、「ごめん！」と頭を下げた。

「……私わたしの勝手で、こんなことになっちゃって……本当にごめんね。」

「そんなに謝あやまらなくても。」五月が言った。

「まぁ、反省してるんだし……。」と風太郎も援えん護ご射しゃ撃げきする。

　それでも頭を下げ続けている一花に向かって、「まったくよ！」と二乃が声を上げた。

「なんで連れん絡らくくれなかったのよ。今回の原げん因いんの一いっ端たんはアンタにあるわ。」

　そして、きまり悪そうに視し線せんを外してつけ加える。

「あと、目的地を伝つたえ忘わすれたアタシも悪い……。」

「私わたしは、自分の方向音おん痴ちに嫌いや気けがさしました。」

　五い月つきが自じ嘲ちょう気味に肩かたをすくめる。

「私も、今回は失敗ばかり……。」

「よくわかりませんが、私も悪かったということで！　屋台ばかり見てしまったので。」

　三み玖くと四よつ葉ばも次々に言った。

「みんな……。」

　やっと頭を上げた一いち花かに、「はい、アンタの分。」と二に乃のが花火を渡わたす。

　一花はフッと表ひょう情じょうをやわらげて、二乃から花火を受け取った。

　ほかの三人も花火を手に、一花を囲かこむ。

「お母さんがよく言ってましたね。」

　五月の脳のう裏りに、幼おさないころ、花火を見ながら母親が娘むすめたちに言った言葉がよみがえる。

「誰だれかの失敗は五人で乗のり越こえること。誰かの幸せは五人で分かち合うこと。」

　小さな五つの手をつなぎ合わせて指切りしたあの日から。

「喜よろこびも……。」

「悲しみも……。」

「怒いかりも……。」

「慈いつくしみも。」

　四よつ葉ば、三み玖く、二に乃の、一いち花かが続ける。

「私わたしたち全員で五等分ですから。」

　最後に、五い月つきがしめくくった。

　ロウソクにかざした五本の花火が、ぱぁ～っと火花を散らす。

「わーーーっ！」

　五つ子はいっせいに歓かん声せいをあげた。




　五人のにぎやかな声を聞きながら、風ふう太た郎ろうはらいはが眠ねむっている隣となりのベンチで一人、地味に線せん香こう花火をしていた。

（……ん？　待てよ。）

　風ふう太た郎ろうはハタと気づいた。

（あいつらは花火をしてる。らいはは満足して寝ねてる……。）

　重大な事実に到とう達たつする。

（俺おれ、帰ってもいいんじゃね!?）

　こんな時間になってしまったが、自習再さい開かいだ！

　五つ子たちは一か所に集まって、打ち上げ花火をしようとしている。

「行くよ～～！」

　四よつ葉ばが火をつけ、シュバッと音を立てて花火が打ち上がった。

　空中で小さくパーンと弾はじける。さっきとは比くらべものにならない、しょぼい花火だ。

　けれど五つ子たちの顔は楽しそうに、幸せそうに輝かがやいている。

（……もう少しだけ見ておくか。）

　風太郎は、フッと笑ってベンチに座すわり直なおした。




　水を張はったバケツが、使い終わった花火でいっぱいになった。

「残り五本……。」と二に乃の。全部種類のちがう花火が残っている。

「じゃあ、好きなのを選びましょう。」

　五い月つきが言い、「せーの！」で、いっせいに花火に手を伸のばす。

「やったぁ！」

「フフ……。」

「これです！」

　四よつ葉ばと二乃、五月はそれぞれちがう花火を選んだが、一いち花かと三み玖くは同じ花火をつかんでいる。

「あ……。」

「あは、珍めずらしいね、同じの選ぶなんて。」

　一花が先に手を離はなし、残っていたスパーク花火を手に取った。

「私わたしはこっちでいいよ。それは譲ゆずれないんでしょ？」

　三玖は手の中の線せん香こう花火を見つめた。

　──パートナーだ！

　あのときの風ふう太た郎ろうの姿すがたが、カッコよく美化されて脳のう裏りに浮うかぶ。

　三み玖くはしゃがんだまま、線香花火に火をつけた。

「三玖！　線香花火より、派は手でなほうがおもしろいよ！」

　四よつ葉ばの花火からは、色とりどりの火花が勢いきおいよく弾はじけている。

「私わたしは、これがいい……。」

「へ～、そんなに好きなんだ。」

「……うん、好き……。」

　地味な線香花火の輝かがやきを見つめる三玖の頰ほおが、赤く染そまった。




「まだお礼言ってなかったね。」

　一いち花かはみんなから離はなれて、ベンチの風太郎に歩あゆみ寄よっていった。

「応おう援えんしてくれたぶん、私もきみに協力しなきゃ。」

　風太郎は正面を見み据すえたまま、何も答えない。

「パートナーだもんね。私わたしは一ひと筋すじ縄なわじゃいかないから覚かく悟ごしててよね。」

　返事の代わりに、スピーと鼻ちょうちんが出てきた。

「……もう！」

　一いち花かはあきれて隣となりに座すわり、目を開けたまま寝ねている風ふう太た郎ろうの体をそっと倒たおして、頭を自分の膝ひざにのせてやった。

「がんばったね……ありがとう……。」

　膝ひざ枕まくらですやすや眠ねむっている、風太郎の頭をなでる。

「今日は、おやすみ……。」

　ひそやかな一花の声が、星のまたたく夜空に吸すい込こまれていった。





第六話　積み上げたもの







　晩ばん秋しゅうの気配が忍しのびよる、衣ころも替がえの日の朝──。

「や！　おっはー！」

　通学路にあるカフェの前で、一いち花かが甘あまったるそうなコーヒーを手に風ふう太た郎ろうを待っていた。

「……おっす。」

　短くあいさつを返し、そのままスルーして歩いていく。

「あれ？　冬服へのコメントなし？」

「朝からなんの用だよ……。」

　小走りで追いついてきた一花が、風太郎と肩かたを並ならべて歩きだす。

「一いっ緒しょに登校しようと思って。」

　他校の男子生徒がすれちがうたび、立ち止まって一いち花かを振ふり返かえっていく。

「おまえは妙みょうに目立つから嫌いやなんだが。」

「むふふ……。あのあとね、みんなに仕事のこと打ち明けたんだ。」

　一花が女じょ優ゆうをしているなんて、青天のへきれきだったにちがいない。

　五い月つきは目がまんまるになるし、半はん信しん半はん疑ぎの二に乃のはスマホで検けん索さく、四よつ葉ばは無む邪じゃ気きに大おお喜よろこび。気の早いことに、三み玖くはサインちょうだいと色紙を持ってきた。

「みんなビックリしてたな～。」

「だろうな。」

「でも……スッキリした！」

　反対なのには変わりないが、一花のはればれとした笑え顔がおを見て、風ふう太た郎ろうの口元も小さくほころんだ。




「来週から中間試験が始まります。」

　朝のホームルームで、担たん任にんが生徒たちの気を引きしめるように言った。

「念のために言っておきますが、今回も30点未満は赤点とします。各自、復ふく習しゅうを怠おこたらないように。」

　五い月つきはいつものちょいダサメガネをかけ、先生の話を真ま面じ目めに聞いている。

「ついに来たか……。」

　学年トップを独どく走そうする風ふう太た郎ろうであるが、今回ばかりはあせりを隠かくせない。あの馬鹿どもをなんとかせねば……。最大の頭ず痛つうの種は、勉強会に参加してくれない五月と二に乃のだ。

　休み時間、机つくえに座すわって勉強している五月に歩あゆみ寄よっていく。

「五月！」

「……なんですか？」

　五月の嫌いやそうな顔も、日にち常じょう風景の一つになってきた。慣なれとは恐おそろしい。

「いや～！　休み時間なのに予習してるなんて、えらい！」

　風太郎は机をガシッとつかみ、五月のほうへ身を乗り出した。

「家でも自習してると聞くぞ。同じクラスだからわかる。おまえは姉し妹まいの中でいちばん真面目だ！」

　わかりやすく機き嫌げんをとる。

　が、五い月つきは風ふう太た郎ろうの褒ほめ殺ごろしを真に受け、ちょっぴり照れた表ひょう情じょうになった。

「そうでしょうか……。」

「ああ！」

　五月を励はげますように、両方のこぶしを突つき上あげる。

「ただ馬鹿なだけなんだ！」

　五月がピクッと固まる。

「だから意い地じ張はってないで、勉強会に参加してみろよ！　きっとおまえでも成せい績せきアップできると……。」

　怒いかりのあまり赤くなったり青くなったりしていた五月は、なんとか耐たえてニッコリした。

「そうですね！　私わたし一人では限げん界かいがあると感じていました。」と教科書を持って席を立つ。

「うむ。」

「この問題、教えてもらってもいいですか？」

「もちろん！」

　快かい諾だくしたが、五い月つきはとっくに風ふう太た郎ろうの横を通とおり過すぎ、教きょう壇だんの女じょ性せい教きょう師しのもとにいる。

「わかりました。あとで職しょく員いん室しつまで来なさい。」

「ありがとうございます、先生。」

　途と中ちゅうまではいいセンいってたのに、なにが悪かったのか……。

　ガクッと肩かたを落とした風太郎に、五月が振ふり向むいてあっかんべーする。

（……っ！　俺おれはあきらめねぇぞ。……次だ！）

　階かい段だんの踊おどり場ばで腕うでを組み、仁に王おう立だちして階下にいる二に乃のを待ちかまえる。

「二乃！」

「げ……！」

　この反はん応のうも毎日のあいさつのようなもの。まったく慣なれとは恐おそろしい。

　二乃はムスッとして、友達二人と階かい段だんを上ってくる。

「おまえ、中間試験は……。」

「みんな、行こう。」

　二に乃のは風ふう太た郎ろうを無む視しして通とおり過すぎ、さらに階段を上っていく。

　友達が、踊おどり場ばに取り残された風太郎をチラッと見て二乃に言う。

「ねぇ……あの人、二乃のこと呼よんでなかった？」

「アイツ、アタシのストーカー。」

「えっ、こわ～。」

　二乃のやつ、また人を変へん態たい扱あつかいする気か！

「二乃！　俺おれはあきらめないぞ！」

　風太郎は、踊り場から二乃に訴うったえた。

「祭りの日、一度はつき合ってくれただろ！」

　階段を上り切った二乃がピタッと足を止める。

「え……？」

　二乃の両側にいる友達が、驚おどろいて風太郎を振ふり返かえった。

「考え直してくれないか！　なんならおまえの家でもいいんだぞ！　あと一回だけ！　一回だけでいいから！」

　声を大にして叫さけぶ。風ふう太た郎ろうは必死すぎて、自分が正しょう真しん正しょう銘めいの変へん態たいになっていることに気づかない。

「おまえの知らないことをたくさん教えてやるよ！」

　完かん璧ぺきに誤ご解かいした友達二人は、恥はずかしそうに顔を見合わせている。

「二に乃の!!　必ず満足させてやる！」

　ずっと背せを向けたままだった二乃が、うつむきがちに振り返って階かい段だんを下りてくる。

　風太郎は両手を広げて二乃を待ち受けた。

「おお！　わかってくれ……た……か……。」

　──おかしい。想そう像ぞうしていた表ひょう情じょうとちがう。

　憤ふん怒ぬと羞しゅう恥ちで真っ赤になった二乃は、大きく手を振りかぶった。

「アンタねぇ～～！　誤ご解かいされるでしょーが～～っ!!」

　バチーーーン！　校こう舎しゃに盛せい大だいなビンタの音が響ひびき渡わたった。




「あはは、派は手でにやられたね。」

　放課後、図書室での勉強会に集まった一いち花かが笑って言った。

　風ふう太た郎ろうの頰ほおに、くっきり二に乃のの手のひらの形が残っている。

「……大だい丈じょう夫ぶ？」三み玖くが心配する。

「ああ……それより。」

「上うえ杉すぎさんっ！　問題です！」

　四よつ葉ばは元気よく立ち上がると、その場でくるっと一回転した。

「今日の私わたしはいつもとどこがちがうでしょーか？」

「おまえら、もうすぐ中間試験だってことは聞いてるな？」

　相手にせず、一花と三玖に向かって話す。

「無む視し!?」

　四葉はめげずに、風太郎のそばで頭のうさ耳リボンを突つき出だした。

「ヒントは、首から上でーす！」

「いいか……このままでは、とてもじゃないが試験は乗りきれない。」

「じゃーん！　正せい解かいは『リボンの柄がらがいつもとちがう。』でした～！　今チェックがトレンドだって。」

　風ふう太た郎ろうが、四よつ葉ばのチェック柄のリボンをむんずとつかむ。

「おまえの答案用紙もチェックが流行中だ、よかったな！」

　バッテンだらけの０点の答案用紙を見せつける。

「わ～、最さい先せん端たん～～～。」

「あはははは！」一いち花かがおもしろそうに笑う。

「一花！　笑ってる場合じゃないぞ。四葉はやる気があるだけましなほうだ！」

　風太郎は四葉のリボンを直してやり、机つくえをバシッとたたいた。

「中間試験まで一週間！　徹てっ底てい的てきに対たい策さくしていくぞ！」

「え～～～。」

「当然だっ！　だから三み玖くも、日に本ほん史し以外を……んっ？」

　風太郎は目をみはった。てっきり戦国武ぶ将しょうの名前を書き連ねてあると思った三玖のノートには、英文がびっしり書いてあるではないか！

「三み玖くが、自ら苦手な英語を勉強している……。熱でもあるのか？」

「平気。少しがんばろうと思っただけ。」

　三玖は真しん剣けんな顔でノートに向かっている。

「三玖……。」なぜだか知らないが、いい傾けい向こうだ。

「よーし！　みんながんばろー！」

　四よつ葉ばがこぶしを突つき上あげた。「おー！」と一いち花かも続く。

「お静かに！」

「はい……。」

　図書委員に注意され、四よつ葉ばと一花も三玖にならって勉強に取りかかった。







　図書室が閉しまるギリギリまでねばって、四人は校こう舎しゃを出た。

　四葉が「あー、疲つかれた！」と大きく伸のびをする。

「一いっ刻こくも早く帰りたい……。」と三玖。

　一いち花かがふと振ふり返かえると、風ふう太た郎ろうは思おもい詰つめた様子で立ち止まっている。

（くそ……放課後だけでは時間が足りない……。週末もどこまで詰められるか……。）

　中間試験は国数英理社の五科目。勉強会に参加している三人も、成せい績せきはあのときのままだ。どうやったら成績を上げられるんだ……。

「ふぅ～～～。」

　突とつ然ぜん、耳に息を吹ふきかけられた。

「ひゃああああ～～～!?」

　仰ぎょう天てんして飛びのいた風太郎に、一花がニコッとする。

「い、一花!?」

「そんなに根こん詰つめなくていいんじゃない？　中間試験で退たい学がくになるわけじゃないんだし。私わたしたちもがんばるからさっ！　じっくりつき合ってよ。」

　励はげますように、風太郎にほほえみかける。

「あ、まァ、ご褒ほう美びくれるんだったら、もっとがんばれるけどね。」

「あっ私！　駅前のフルーツパフェがいいです！」

「私わたしは抹まっ茶ちゃパフェ……。」

　すぐに四よつ葉ばと三み玖くがのってくる。

「なんか食べたくなってきた！」

　勉強のエンジンがかかるのは遅おそいくせに、こういうときだけは話が早い。

「みんな誘さそって今から行こうか？」三玖がスマホを取り出した。

「一いっ刻こくも早く帰りたいんじゃなかったのか！」

　けれど、おかげで無む駄だな肩かたの力が抜ぬけた。一いち花かの言うとおり、そんなにあせらなくてもいいのかもしれない……。

「上うえ杉すぎさーんっ！　早くしないと置いてっちゃいますよっ！」

　元気よく風ふう太た郎ろうに手を振ふる四葉、笑え顔がおを向けてくる一花と三玖。

　三人を見つめる風太郎の表ひょう情じょうも、いつになく明るかった。




　三人と別れ、風太郎が一人で駅前の歩道橋を歩いているときだ。

「って、待ちなさーーーいっ！」

　五い月つきが走って追いかけてきた。

「ハァ……ハァ……あなた、あの状じょう況きょうからよく一人で帰れましたね。」

「え？」

「あそこは一いっ緒しょに行くところでしょ！」

　なんのことかと思ったら、四よつ葉ばたちの誘さそいを断ことわったことを言っているらしい。あせらずに行こうとは思ったが、パフェなどという腹はらの足しにならないものは、金と時間の無む駄だだ。

「いや、帰って勉強を……。なんだよ、それを言いに追いかけてきたのか？」

「ちがいます。あなたに電話を取り次げとのことです。」

　そう言いながらスマホを取り出し、誰だれかに電話をかけている。

「俺おれに……？」

「……五月です。いま代わります。」

　誰だ……？　けげんに思いながら五月からスマホを受け取り、電話に出る。

「もしもし……？」

「上うえ杉すぎくんかね。娘むすめたちが世話になっているね。」

　五つ子の父親!?

「お、お父さん！　はじめましてっ！　お世話になっております！」

「きみにお父さんと呼よばれる筋すじ合あいはないよ。」

「あなたにお父さんと呼ぶ筋合いはありません。」

　テンパっている風ふう太た郎ろうに、五い月つきも横から冷たい視し線せんを送ってくる。

「なかなか顔を出せなくてすまないね。どうだい、家庭教きょう師しはうまくやっているかい？」

「ええ、今まさに行っている最中です。おいおい、五月。その答えはあとでな。」

　一人芝しば居いで強ごう引いんにごまかす。五月の目がますます冷たくなった。

「みんないい子で、この調子なら問題はありません！」

「それはよかった。」

　どうにか切きり抜ぬけた──と安あん堵どしたのもつかの間、

「近ぢか中間試験があると聞いたが、順調そうでなによりだ。」

　中間試験……！　風太郎はぴきーんと固まった。

「少々酷こくだが、ここできみの成果を見せてもらいたい。今度の中間試験──五人のうち一人でも赤点を取ったら、きみには家庭教きょう師しを辞やめてもらう。」

「!!」クビの二文字が、風ふう太た郎ろうの頭上に重くのしかかる。

「それでは、健けん闘とうを祈いのる。」

「か、考え直してください！　いくらなんでも尚しょう早そうでは……。」

　しかし、すでに通話は切れていた。

「……くそっ！」

　怒いかりにまかせてスマホをたたきつけようと振ふり上あげる。

「私わたしのスマホですけど!?」五い月つきがあわてて止めた。

「ああ……悪い。」

　五月にスマホを返すと、風太郎は意気消しょう沈ちんして肩かたを落とした。

　一人ならなんとかなっても、馬鹿×五人だ。週末の家庭教師だけではカバーできないだろうし、二に乃のと五月が素す直なおに言うことを聞いてくれるかどうか……いずれにせよ、圧あっ倒とう的てきに時間が足りない。

「父からなにか言われましたか？」

　風ふう太た郎ろうの様子がおかしいことに、五い月つきも気づいたらしい。

「せ……世間話をしただけだ……。」

　ナイアガラの滝たきなみに脂あぶら汗あせがだらだら流れる。

「それだけでその汗あせの量ですか!?」

「人のことより、自分の心配をしたらどうだ？　中間試験の対たい策さくはしてるんだろうな？」

　探さぐるような目を向けると、五月は痛いたいところを突つかれたようにドキッとした。

「も、問題ありません！」

「問題ないわけあるか。今日やった小テストの点数、悪かっただろ？」

「見たのですかっ!?」

　かまをかけたら、案の定だ。風太郎の口からため息が漏もれる。やっぱり悪かったのか……とか言ったら怒おこるだろうな。五月なりにがんばってるんだろうし。

　代わりに風太郎は、ぎこちない笑え顔がおを作った。

「どうだ、五月。わからない箇か所しょがあったら教えてやるぞ？」

「なんですか？　私わたしが信用できないのですか？」

　ムスッとほっぺたをふくらませる。

（あ～～～！　怒っちゃった！）

「あなたに教えは乞こわないと言ったはずです。」

　取りつく島もなく去っていく五い月つきに、風ふう太た郎ろうは追いかけながら必死に説せっ得とくを試みる。

「おまえは真ま面じ目めなわりに要よう領りょうが悪い！　俺おれを頼たよってくれたら、わかりやすく教えてやる！」

　ここまでしたてに出ても、振ふり返かえりもせずズンズン階かい段だんを下りていく。

「一いち花かや三み玖くを少しは見習えよ！」

　イラッとして、つい口が滑すべった。

「……あなたは忘わすれているでしょうが、私わたしは最初にあなたを頼りました。」

　五月は途と中ちゅうで足を止めて言うと、風太郎をキッと振り返った。

「それを拒きょ否ひしたのはあなたでしょう！　イヤイヤ相手されるなんてゴメンです！」

　真っ向から反はん論ろんされて、さすがに風太郎も頭に血が昇のぼった。

「だったらおまえ一人で赤点回かい避ひできるっていうのかよ！」

「できます！　たとえ今度の中間試験には間に合わなくても。」

「それじゃダメだ！　今回赤点なら次はない！」

「え……？」

「これも仕事なんだ！　ワガママ言ってないで受け入れろよ！」

「ワガママ言ってるのはあなたでしょう！」

「おまえだって成せい績せき上げたいだろ!?　だったら……。」

　感かん情じょうが高ぶって、ふだんなら絶ぜっ対たいに言わないような言葉が飛び出した。

「黙だまって俺おれの言うことを聞いてればいいんだよ！」

　五い月つきがショックを受けたように息をのむ。

「……あ……いや、今のは……。」

　しどろもどろになった風ふう太た郎ろうのほうへ、五月が階かい段だんを上って戻もどってくる。

「あなたのことを少しは見直していたんですが、私わたしの見み込こみちがいだったようですね……。」

　淡たん々たんとした言い方が気に障さわる。軽けい蔑べつにさえ価あたいしないと言われているようだ。

「しょせん、お金のためですか？」

　五い月つきが風ふう太た郎ろうの地じ雷らいを踏ふんだ。

「……なにが悪い？」

　風太郎は、怒いかりを隠かくそうともせず五月にどなった。

「仕事じゃなきゃ、誰だれがおまえみたいなきかん坊ぼうの世話を焼くか！」

　五月は一いっ瞬しゅんひるんだが、すぐに風太郎をにらみ返した。

「無理して教えてもらわなくてけっこう！　私わたしはあなたの金かね儲もうけの道具じゃありません！」

「そうかよ！　後こう悔かいしても知らねぇからな！」

「ええ！　たとえ退たい学がくになっても。」

　同じタイミングで、二人はお互たがいに背せを向けた。

「あなたからは絶ぜっ対たいに教わりません！」

「おまえにだけは絶対教えね～～！」

　最初の思おも惑わくとは真ま逆ぎゃくに、風ふう太た郎ろうは完全に五い月つきと決けつ裂れつしてしまった。




　ゲームのルーレットがくるくる回る。

（なんであんなこと言っちゃったんだ～～～！）

　風太郎は激はげしく後こう悔かいしていた。

（クビがかかってるんだ、仲たがいしてる場合じゃないだろ……やはり正直に話して。）

　悶もん々もんと考かんがえ込こんでいると、

「上うえ杉すぎさんっ！　私わたし、結けっ婚こんしましたぁ～～！　ご祝しゅう儀ぎください！」

　四よつ葉ばが笑え顔がおで両手をさしだしてきた。

「あ、ああ……。」

「ありがとうございます！」

　五月と決けつ裂れつしたまま迎むかえた、土曜日の午後。風太郎は中なか野の家のリビングでテーブルを囲かこみ、なぜか四葉たちと人生ゲームをしていた。

「次、私の番。」三み玖くがルーレットを回す。

　四よつ葉ばに祝儀を渡わたすと、風ふう太た郎ろうの手持ちのお金はあとわずかしかない。

「くっ……ゲームでも貧びん乏ぼうな俺おれ……ってエンジョイしてる場合か～～っ!!」

　風太郎は勢いきおいよく立ち上がった。

「さあ、勉強の続き始めるぞ！」

「えー！　今日はたくさん勉強したし……。」

「もう頭がパンクしそうです。」

「無理はよくない。」

　一いち花かも四葉も三み玖くも、朝から一気に詰つめ込こんで疲つかれきっているようだ。

「それは、そうだが……。」

　この仕事は、自分のためだけではなくなっている。らいはと五つ子を乗せた風太郎の車は、中間試験という難なん局きょくを乗のり越こえてゴールにたどり着けるのだろうか……。

「フータロー……なんかいつもよりあせってる……。私わたしたち、そんなに危あぶない？」

　三玖が心配そうにたずねてきた。

　一花と四葉も、風太郎の返事を待ってじっと見つめてくる。

「いや……その……じつは。」

　三人に打ち明けて協力してもらおうか。いや、それがプレッシャーになってしまったら元も子もない。

「あーーーっ!!」

　そこへ、二に乃のがリビングに下りてきた。

「なんだ！　勉強サボって遊んでるじゃない。アタシもやる。アンタ代わりなさいよ。」

　風ふう太た郎ろうを押おしのけ、ゲームの席につく。

「フータロー。じつは、なに？」と三み玖くが話の続きをうながしてくる。

「いやっ、なんでもない！」

　あわてて話を終わらせ、風太郎はチラッと二乃を見やった。

「って、お金少なっ！」

　強ごう引いんに代わったくせに、文もん句くを言っている。

　この悪あく魔まにあのことを知られたら、どんな行動に出るか火を見るより明らかだ。

「アンタもまざる？」と、二乃が風太郎の背はい後ごに目を向けた。

　風ふう太た郎ろうが振ふり返かえると、いつの間にかそこに五い月つきがいた。

「五月……。」

　五月はムスッとして、目も合わせない。

「昨日は、その……。」

「私わたしはこれから自習があるので。」

　そっけなく言い、風太郎を拒きょ絶ぜつするようにリビングを出ていく。

「お、おいっ！」

　風太郎と五月の様子をじっと見ていた二に乃のが、立ち上がって風太郎を玄げん関かんのほうへぐいぐい押おしやる。

「ほら、アンタも今日のカテキョー終わったんでしょ！　帰った帰った！」

「おい、ちょっと待て！　……二乃！」

「帰れ～～！　帰れっつってんのよ。」

　二乃が全力で押してくるが、風太郎はリビングのドア枠わくにつかまり踏ふん張ばった。

（マズい……これじゃなんも解かい決けつできないまま……。）

　そのとき、一いち花かが抗こう議ぎするような口調で言った。

「ちょっとフータローくん！　約束がちがうじゃん。」

「えっ。」約束？　なんのことだ。そんなものした覚えは……。

「今日は泊とまり込こみで勉強教えてくれるって話でしょ？」

　英語の参考書を手にニマッとする。

　泊まり込み……？　風ふう太た郎ろうと二に乃のは同時に動きを止め、次の瞬しゅん間かん、仲よく叫さけんだ。

「えぇええ～～～～～～っ!?」




「広ひろ……。」

　浴よく槽そうに浸つかり、風太郎はぼそっとつぶやいた。この浴室だけで、風太郎の家の居い間まくらいありそうだ。

「しかし一花のヤツ、どうしてこんな助け船を……。」

　だがなんにせよ、これで光明が見えてきた。時間さえあれば、五い月つきとも関係を修しゅう復ふくできるかもしれない。

　そんな風ふう太た郎ろうの頭の中を見み透すかしたかのように、脱だつ衣い所じょから声がした。

「上うえ杉すぎくん……五い月つきです。」

「えっ。」

　ドアの磨すりガラス越ごしに、ぼんやりとシルエットが見える。

「あなたから私わたしに話したいことがあると、一いち花かに言われたのですが……何かご用でしょうか？」

「俺おれが……？　そんなこと言ってないけど……。」

「そうですか。それでは……。」

「あっ、ウソウソ！　よく来てくれたなっ！」

　あわてて浴よく槽そうから身を乗り出す。

「話したいこととは、なんでしょう？」

　悔くやしいが、ここはこちらが折れて正直に話すが得とく策さく──！

　風太郎は歯がみすると、ガバッと浴槽の縁ふちに両手をついて頭を下げた。

「昨日は悪かった！　あせって感かん情じょう的てきになっちまった！　俺に家庭教きょう師しをさせてくれ……！」

「なにがあったんですか？」

「おまえたちの誰だれかが赤点を取ったら、俺おれは家庭教師を辞やめさせられる。」

「……そういうことでしたか。」

　次の瞬しゅん間かん、ガラッと浴室のドアが開いた。

「い、五い月つき!?　なに開けてんだよ！」

　慌あわてて体を浴よく槽そうに沈しずめ、背せ中なかを向ける。

「まえにアタシの裸はだかを見たんだから、これでおあいこでしょ？」

　五月じゃない。この声は、二に乃の──！　風ふう太た郎ろうは真っ青になった。

「アンタと五月の様子が変だったから、探さぐりを入れてみたら……。」

　温まっていた体が一気に冷えていく。

「赤点を取ればクビね……。いいこと聞いちゃった♪」

　二乃は、ドＳ全開でニンマリ笑った。




　リビングでは、一いち花かと三み玖く、そして四よつ葉ばが勉強を再さい開かいしていた。

「上うえ杉すぎさん、お風ふ呂ろ長いね……。」

「きっと、美少女たちの残り湯を堪たん能のうしてるんだよ。」

　一花がお得とく意いの際きわどいジョークで返す。

「お風呂……。」

　三玖は頰ほおを染そめ、ボーッとバスルームのほうを見ている。

「呼よびにいく？」

　一花が耳もとで言うと、三玖はブンブン首を横に振ふった。

「せっかくフータローくんいるんだから、積極的にアプローチしなよ。」

「なんのことだかわからない……。」

　三玖が目を泳がせたとき、四葉がリビングの入り口に手を振った。

「あっ上杉さん、おかえりなさーい！」

　風呂から上がった風ふう太た郎ろうが、放心状じょう態たいで立っている。

　四葉が貸かしてくれた長なが袖そでＴシャツとズボンは手足の丈たけが短く、胸むねの猫ねこのプリントも相まって、どことなく哀あわれを誘さそう。

「……待たせて悪かったな。さっそく試験対たい策さくを……。」

　フラフラと部屋に足を踏ふみ入いれた風ふう太た郎ろうは、ヒッと息をのんだ。

　奥おくのダイニングテーブルで、二に乃のがスマホをいじっている。

「に、二乃も一いっ緒しょにどうだ……？」

　引きつり笑いしながら声をかけた。

「アタシは必要ないから。」

　風太郎の弱みを握にぎった二乃は、余よ裕ゆうしゃくしゃくで不ふ敵てきな笑えみを向けてきた。

（どうする……赤点で解かい雇こなんて、二乃にとっては好都合……。）

　絶ぜっ対たい勉強に勤いそしまない。勤しまないことに勤しむに決まっている！

　風太郎が立ったまま途と方ほうに暮くれていると、

「フータロー先生！　ここなんだけど。」

　三み玖くの左ひだり隣どなりに座すわっている一いち花かが手を挙げ、テーブルに開いた参考書を指さした。

「えっ……どこだよ。」

　風ふう太た郎ろうは三み玖くの右側に座すわり、一いち花かの参考書をのぞき込こもうと身を乗り出した。

「はーい、詰つめて詰めて～！」

　一花に勢いきおいよく押おされた三玖が、風太郎の胸むねに倒たおれ込んでくる。

「うわっ！　おまえ……。」

「あ、三玖もわからないところがあるって。」

　一花はしらじらしく言った。内気な三玖には、少々荒っぽい恋こいのアシストである。

「一花！」

　三玖が身を起こし、赤い顔で一花をにらみつける。

　風太郎は、チラッと二乃に視し線せんを走らせて立ち上がった。

「ああ、答えてやるぞ！　なんでも聞いてくれ！」

「はいっ！」と四よつ葉ばが元気よく手を挙げる。

「四葉くん！」

「『討とう論ろん』って英語でなんて言うんですか!?」

「いい質しつ問もんですねぇ！　ｄｅｂａｔｅディベート。『でばて』と覚えるんだ。ｄｅｂａｔｅ。『でばて』だ！　これは確かく実じつに試験に出るぞ。」

　声を大にして繰くり返かえし、知らん顔でスマホをいじっている二に乃のを盗ぬすみ見みる。

（聞いてるか、二乃！　俺おれは使える男だぞ！）

　悲しいかな、必死のアピールが二乃に届とどいている気配はない。

「……教えてほしいこと……。」

　じっと考えていた三み玖くが、ぽつんと言った。

「好きな女子のタイプは？」

「えっ？」

「えっ？」

「……!?」

「えっ？」

　あまりに唐とう突とつな質問に、風ふう太た郎ろう、四よつ葉ば、二乃、一いち花かがそれぞれ同じような反はん応のうをする。

　ふざけているのかと思ったが、三玖は真しん剣けんな目で風太郎を見ている。

「……それ、いま関係ある？」

　すると、四よつ葉ばが手を挙げた。

「はいは～い！　私わたしはがぜん興きょう味みありまーす！」

「そんなの……。」

　これだから女子ってやつは──拒きょ否ひしようとして、風ふう太た郎ろうの天才的頭ず脳のうがひらめいた。

「そんなに知りたければ教えてやる……俺おれの好きな女子の要よう素そ、トップスリー！」

　いつの間にか『上うえ杉すぎ風太郎の女の子の好きなトコＢｅｓｔ３』のめくりフリップまで用意している。

「ただし！　ノートを一ページ埋うめるごとに発表します！」

　風太郎が言うやいなや、三人は猛もう然ぜんと勉強を始めた。じつに扱あつかいやすくて助かる。

「はい、できました！」四葉が真っ先に手を挙げた。

「では、第三位は……ジャララララララ、ジャン！　『いつも元気』！」

「はい、できた。」次に三み玖くが手を挙げる。

「第二位は、ジャララララララ、ジャン！　『料理上手』。」

「終わったよ。」最後は一いち花かだ。

「よーし、第一位は……。」

　三人がドキドキして発表を待つ。

　ダイニングテーブルの二に乃のにも、なぜかドキドキが伝でん染せんする。

「ジャララララララララララララ……ジャン！　『お兄ちゃん想おもい』だ。」

「それアンタの妹ちゃん！」思わず二乃がツッコんだ。

「なんだよ二乃。盗ぬすみ聞ぎきするんだったら、おまえも一いっ緒しょに。」

「き、聞きたくなくても耳に入るわよ！」とプイッとリビングを出ていく。

「らいはちゃんだったなんて！　がんばったのにズルいです！」

　四よつ葉ばが猛もう然ぜんと風ふう太た郎ろうに抗こう議ぎする。

「真ま逆ぎゃく……。」

　改めて三枚のフリップの結果を見た三み玖くは、ひそかにずーんと落おち込こんだ。

「俺おれのスタンスはまえにも言ったろ。恋れん愛あいなんて……。」

　風太郎が面めん倒どうくさそうに頭をかく。

　三玖は、しおれた花のようにしょんぼりしてしまった。

　気づいた一いち花かが、三み玖くのノートを見て声をあげた。

「わっ、すご！　三玖もう課題終わらせてる。フータローくん、がんばった人はほめてあげないと。」

　一花は風ふう太た郎ろうに手を伸のばすと、

「はい、がんばりました。よ～しよし。」

　風太郎の手を取って三玖の頭の上に置き、ナデナデさせる。

　三玖がみるみる真っ赤になった。

「どう？　ドキドキしない？」と一花。

「……別に。」

　いつもの一花の悪ふざけだ。風太郎はそっけなく言って、三玖の頭から手を離はなした。

「む～～～っ、四よつ葉ば、チェ～～ック！」

　突とつ然ぜん、一花が声を張はり上あげた。

「え？」

　四葉が「わ～～～！」と奇き声せいをあげて風太郎に襲おそいかかってくる。

「なんだっ!?　やめろっ、四よつ葉ば！」

「逃にげないでくださーい！」

　あわてて走りだした風ふう太た郎ろうを、四葉が追いかける。

「来るな！　近づくな！」

「いいじゃないですか～！」

　リビングを何周かしたあと、体力の限げん界かいを悟さとった風太郎は、立ち止まって振ふり返かえった。

「おまえ、いいかげんに……。」

「あ～～～っ！」

　勢いきおい余あまった四葉が風太郎の胸むねに飛とび込こみ、心しん臓ぞうに耳を押おし当あてたかっこうになる。

「……おっ！　上うえ杉すぎさんはドキドキしてます！」

「あれだけ走ればなっ！」

　そのとき、五い月つきの声がした。

「騒さわがしいですよ。」

　ニコリともせず、階かい段だんを下りてくる。

「勉強会とは、もう少し静かなものだと思ってましたが。」

「ごめんねー。」と一いち花かが笑ってごまかす。

　風ふう太た郎ろうは、五い月つきにかける言葉を探さがした。せっかく姿すがたを現あらわしたのに、直ちょく接せつ顔を合わすとやはりすぐには謝あやまりづらい。

　そのあいだに五月は、三み玖くの前にやってきた。

「三玖、ヘッドフォンを貸かしてもらっていいですか？」

「いいけど、なんで？」

「一人で集中したいので。」

　そう言って、ヘッドフォンを受け取る。

（くっ、こいつ……！）

　五月の頑がん固こさに一いっ瞬しゅんイラッとしたが、風太郎は努めて穏おだやかに言った。

「おまえのこと、信しん頼らいしていいんだな？」

「……足手まといにはなりたくありません……。」

　沈しずんだ声で言うと、風太郎と目を合わせないまま、また部屋に戻もどっていく。

「フータローくん見て、星がキレイ！」

　ふいに一いち花かが、窓まどから外を見上げて言った。

「ちょっと休きゅう憩けいしよ？　おいで！」

　返事も聞かず、さっさと歩きだす。

「お、おい!?」




　リビングに残った三み玖くと四よつ葉ばは、二人で勉強を始めた。

「家いえ綱つな、綱つな吉よし、家いえ宣のぶ。」

　三玖が四葉に日に本ほん史しを教える。

「なるほど……家綱、綱吉、家綱……。」

「ちがう。二人いる。」

「えっと……家いえ綱つな吉よし、家宣……。」

「合体してる。」




　最上階のバルコニーからは、空が広く感じられる。

　一いち花かと風ふう太た郎ろうは、並ならんで満天の星を見上げていた。

「五い月つきちゃんとケンカでもしちゃった？」

「……いつものことだ。」

「だね。フータローくんと五月ちゃんは、顔を合わせるたびにケンカしてる。」

　風太郎は返す言葉がない。

「二人は似にた者もの同どう士しだから。」

「似た者って……おまえが言うか？」

「ふふふ……。でもね、今日はいつもとちがう気がした。」

　一花は手すりにつかまり、後ろに体重をかけるようにして星を見上げた。

「二人には、仲よくケンカしてほしいな。」

「……矛む盾じゅんしてる。」

「そう？　あの子も意地になってるんだと思う。フータローくんはちがう？」

　いつもの見み透すかすような目で見つめられて、ウッとなる。

「昔から不器用な子だったから、素す直なおになれないだけなんじゃないかな……きっと今も一人で苦しんでる。」

　意い地じっ張ぱりだけど、泣き虫な五い月つき。できない自分が悔くやしくて、勉強しながら泣いている気がする。

「私わたしにやれることはやってみるけど……フータローくんにしかできないことがあるから、お願いね？」

　一いち花かの意外な一面を見た風ふう太た郎ろうは、じっとその顔を見つめた。

「なんだ……ほぼ同時に生まれた五つ子には関係ないと思ってたんだが……。」

　ゆっくり手を上げ、一花の頭にのせる。

「ちゃんと長女してんな。」

　そう言って、やさしく頭をなでた。

「……なに、この手？」

　一花がキョトンとして言うと、風太郎はあせって後ろに飛びのいた。

「おまえがやったほうがいいって言ったんだろ！　もう寒いから中に入るぞ。」

　居いたたまれなくなったように、風ふう太た郎ろうはそそくさとリビングに入っていった。

「あれ……。」

　一いち花かの口から、白い息が漏もれる。

「寒い、かなぁ……？」

　真っ赤にほてった顔が、ポッポッと熱を放っていた。




　風太郎はソファでよかったのだが、三み玖くが寝ね床どこを提てい供きょうしてくれることになった。

「じゃあ、私わたしのベッド使っていいから。」

　三玖がドアを閉しめ、風太郎は部屋で一人になった。

「これがベッドってやつか……。」

　歩いていき、うつぶせのままベッドに倒たおれ込こむ。

「やるな……。」

　二に乃の……五い月つき……中なか野の父。不安要よう素そは残ったままだが、明日は好転してくれるといい……。疲ひ労ろう困こん憊ぱいした風太郎は、引きずり込まれるように眠ねむりに落ちた。




　深夜、一いち花かのベッドに間借りしていた三み玖くが、寝ねぼけまなこでもぞもぞと起き上がった。

「ん～、どした～……？」

　一花が半分夢ゆめの中できく。

「トイレ……。」

　三玖は一階に下りてトイレに行き、また階かい段だんを上って、なんの迷まよいもなく自分の部屋のドアを開けた。

　眠ねむい目をこすりながら、自分のベッドにごそっと潜もぐり込こむ。

　風ふう太た郎ろうが眠っている、自分のベッドに──。




　そして、翌よく朝あさ。

　鳥のさえずりとブラインドの隙すき間まから射さし込こむ朝あさ陽ひで目を覚ました風太郎は、ベッドに起き上がったまま凍こおりついていた。

　隣となりに、

　パジャマの胸むねが少しはだけた、

　三み玖くが寝ねている──！

「なんでぇぇぇ～～～～～～っ!?」

　風ふう太た郎ろうの願いもむなしく、事じ態たいは好転するどころか、悪化の一いっ途とをたどっていくのであった。





この本は、ＴＶアニメ「五等分の花嫁」をもとにノベライズしたものです。
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